
第Ⅳ章

1木 簡

木簡は、6ABR区・6ACC区 で、総計2032点 (う ち削屑1448点 )出土 した。木簡が出土 した

遺構 は、西楼SB18500の 柱抜取穴、西辺の溝 5条 (SD3825 A・ SD3825B o SD3825 C、 SD12965、

SD18220)、 西辺の上坑SK3833、 池SG8190南岸堆積土、園池南堤SX18255A、 および整地土 (南

面築地回廊SC7820下層の遷都当初の整地上と佐紀池南岸・西面築地回廊SC13400西辺の整地上下層茶褐色

木屑層・炭層)である。

これらの木簡に共通する点は、第 1に、衛府にかかわる木街が多く含まれることであり、第

2に、米・塩を中心とした荷札木簡が多 く、いずれも第一次大極殿院地区の造営や解体などと

の関連を推測させることである。木街の年代は4FAね奈良時代前半から半ばまでで、奈良時代末

以降平安時代に属する紀年木簡は認められない。

以下、遺構ごとに出土状況と木簡個別の内容や所見を記す。これらの木簡は、『平城宮発掘

調査出土木簡概報』 (4)(10)(19)(36)(37)で 略報告 したものを含み、巻末にまとめて掲載

する釈文には、上記の略報告の読みを改めたものもある。さらに、第一次大極殿院地区および

中央区朝堂院地区から出土した木街4764点 (う ち削屑3299点)の うち、釈読可能な木簡1617点 (う

ち削屑819点)は、『平城宮木簡七」に収録 し正報告 しているため、ここでは出土木簡のすべて

は取 り上げず、記載内容の注目されるものや遺構の理解に必要なものを選んで報告する。なお、

表3 今回報告する木簡の次数別・遺構別出土点数

)は削屑 (内 数)

大地区 出土遺構 調査次数 出土点数 本書報告点数

6ABR 第一次大極殿院整地上 337

6ABR SB18500 337 1415(1247) 61(36

6ACC SG8190南岸堆積土 37(6) 14 (2

6ACC SX18255A 1

6ACC
第一次大極殿院西辺整地上

下層木屑層・炭層
177・ 316 271 (63)

6ACC SD3825A 28。 92・ 315。 316

6ACC SD3825B 315 95 (68) 10(0)

6ACC SD3825C 28・ 56(21) 1)

6ACC SD3825B・ C 36(3) 7 0)

6ACC SD3825不 明 28・ 315 31 (25 1

6ACC SD12965 177・ 316 11 (0

6ACC SD18220 315 1

6ACC SK3833

6ACC 出土遺構不明 (Z) 28・ 315 12(0

総  計 2032(1448) 154 (

Zθ7



の

豊
国

人

歴

官

履

第Ⅳ章 遺 物

SK3833と SX18255 Aと か ら出土 した木簡は、出土点数 も少な く、後者の ものは釈読できない

ため報告 していない。以下、釈文を掲げた154点 (う ち削屑42点 )の木簡には、本書における通

し番号を付 した。その他の木簡の引用は、『平城宮木簡―』～『同七』 の木簡番号で示 し、正報

告未刊行のものは、『平城木衛槻報』(40)10頁 上、『飛鳥藤原木簡概報』(22)10頁下の如く示

したが、一部、奈文研『評制下荷札木簡集成』 (2006年。以下、『荷札集成』)所収の最新の釈文に

拠ったものもある。

A 整地土出土の木簡 (図版58)

第一次大極殿院南面築地回廊SC7820下層の遷者る当初の整地土からは、木簡14点が出土 した。

いずれも腐食が著 しい。木簡の年紀は、大宝 3年 (703)か ら和飼 3年 (710)3月 までで、ま

さに平城遷都の月の荷札が含まれる点で、きわめて注目される。出土 した木簡は、荷札ないし

付札とそれらの断片 と考えられるものが大半で、削屑は出土していない。墨書は、表記上も字

形も、ともに古相を呈するのが特徴である。いずれも、平城宮造営のごく初期の段階に廃棄さ

れたのであろう。

木簡 1 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ *。 板 目。官人の履歴書風の文書木簡。干

支と年号を併記する。「癸卯年」は大宝 3年 (703)、「丁未年」は慶雲 4年 (707)に あたる。「孝服」

は父母の喪に月Rす ること。職事官が父母の喪に遭った場合解官 し、夫・祖父母・養父母 ,タト祖

父母の喪には休暇を給わる規定がある (仮寧令職事官条)。

木簡 2 四周削 り。ヒノキ科・柾 目。伊勢国の白米の荷札であろう。「伊勢国安農郡阿刀里」は、

『和名抄』の伊勢国安濃郡跡部郷にあたる。月は残画から「三」と判断 したが、五の可能性 も

残る。和銅 3年 (710)3月 は平城遷都がおこなわれた月であり (『続日本紀』同月辛酉条)、 この

月の年紀をもつ荷札木簡が第一次大極殿院南面築地回廊下の整地土下層から出上 したことは、

この段階には、少なくとも南面築地回廊が未完成であったことを示す。6ABE区 (平城第91次調

査)の内裏西南隅外郭でおこなわれた発掘調査において、平城宮造営当初の整地土から和銅 2

年 (709)・ 同 3年 (710)を 中心とする一括資料が出土 したこととともに、宮の中枢部分におけ

る造営状況がうかがわれる資料 といえる (―
―三0六～――三0人 )。 なお、西楼SB18500の ハ六 。口六・

二四柱抜取穴から出土 した木簡94・ 木簡95。 木簡1001よ、里表記を用いるなど古相を呈 し、整

地土に由来する遺物の可能性は否定できない。伊勢国安濃郡の荷本しが集中する点も注目される

(一二人七・木簡100)。

本簡 3 上端・右辺削 り、下端折れ、左辺二次的削 りか。ヒノキ *・ 板 目。参河国の荷札の

断片であろう。

木簡 4 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ科 。板 目。遠江国の荷札の断片。「長田上郡」

は、F和名抄』の遠江国長上郡にあたる。「長田上郡」の表記は、国・郡・里など行政地名の表

記に嘉字を用いるよう命 じた和銅 6年 (713)5月 制以前のものである。長上郡は、和銅 2年 (709)

2月 に長田郡を上下三郡に分割 して成立 したので (『続日本紀』同月丁未条)、 この木簡の年代は、

和銅 2年から和銅 6年までに限定できる。防日名抄』によると、遠江国長下郡には、大 (太)田郷・

大楊郷がみえるものの、長上郡には該当する郷は認められず不詳。

木簡 5 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ科・板 目。駿河国の荷札の断片。「五百原」
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1木 簡

は、『和名抄Jの駿河国麿原郡、ないし同国同郡麿原郷にあたるか。量目からみて米の荷札で

あろうが、駿河国の米の荷札は類例がない。

木簡6 四周削り。ヒノキ科・板目。某国大井里の米の荷札。「大井里」は、共伴する木簡か

ら推定される整地土の年代から、郷里制下のコザトではなく里制下のものと考えられる。隣日

名抄』によると、「大井郷」は、駿河国麿原郡・富士郡、甲斐国巨麻郡、武蔵国久良郡・児玉郡、

安房回安房郡、下総国相馬郡、常陸国那賀郡、近江国浅井郡、美濃国可児郡、信濃国筑摩郡・

佐久郡、下野国那須郡、陸奥国江刺郡、出羽国平鹿郡、美作国久米郡・真嶋郡、備中国賀夜郡、

伊豫国濃満郡の15箇国19郡 にみえる。さらに同書に掲載される郡のほかに隠岐国智夫郡大井郷

の荷札 (『平城木簡概報』(16)7頁 下)が出土していることから、者る合16箇国20郡に確認でき、国

郡名の比定は困難といわざるを得ない。ただし、米の荷札であることからすれば、近江国・美

濃国 。備前 (美作)国・備中国のいずれかの可能性が高いといえる。一方、上記の20郡 のうち、

現存する古代史料から復原される委 (倭)文部の分布と重なる郡は、『万葉集』にみえる常陸

国那賀郡 (巻20-4372番歌)のみであり、それにあたるとも理解される。しかし、常陸国那賀郡

の荷札は、確実な例として6AAB区 (平城第13次調査)で検出したSK820と 、6AAF区 (平城第22

次調査南)で検出したSD3154か ら出土した「若海藻」(『平城木簡概報』(38)23頁 上。四0二、三捌0)、

6ALS区 (平城第39次調査)で検出したSD5100か ら出上した天平宝字 4年 (760)正 月20日 の年紀

をもつ「養銭六百文」にOt六)の ほか、二条大路濠状遺構 (南 )SD5100(平城第200次調査)か ら

出土した「商十斤」 (『平城木簡概報』(22)33頁上)がタロられるのみであり、常陸国の米の荷本しと

理解するには問題も多い。

B SG8190南 岸 。大極殿院西辺整地土下層木屑層・炭層出土の木簡

(図版59～ 64)

佐紀池SG8190の南岸からは、木簡37点 (う ち削屑 6点)が出土 した。SG8190は 、遷都当初に

は谷筋の自然流路の状態で、 I-2期の大極殿院改作の過程で大規模な改変をうけ、池 として

造成されたと理解されている。木街は、SG8190の造成過程で南岸に投棄されたものと推測さ

れる。紀年木簡は出土 していないものの、里制下の木簡である播磨国赤穂郡周勢里の荷オし(木

簡15)や、藤原郡 と記 した木街 (木簡16)な ど奈良時代初頭の様相が認められる。SG8190の

造営時期の上限は、備前国藤原郡が置かれる養老 5年 (721)4月 であり、その造営は、概ね、

養老末年から神亀初年までの時期をさほど降らないと推測される。

SG8190の 南方では、 3時期の整地土を検出している。そのうち、 2時期めの整地土下層に

は厚い木屑層・炭層が堆積 してお り、ここから木簡271点 (う ち削屑63点 )が出土 した。この木

屑層・炭層は、平城第177次調査区の北から南にかけて堆積するほか、隣接する平城第316次調

査区でも確認している。出土遺物は、和銅 4年 (711)4月 から養老 6年 (722)ま での紀年木簡、

平城宮土器Ⅱに編年される土器、6313A型式の軒丸瓦などであり、他に新 しい遺物を含まない

ことから、この整地の時期は、養老 6年 をさほど降らないと推測される。

本簡 7 上端・左辺削 り、下端折れ、右辺割れ。スギ*・ 板 目。木簡の右狽J約 3分の 1を欠 く。

「御府」が発信 した上申文書の断片であろうか。ただし自ら「御」を付すのは不客であ り、あ

るいは宛所 としての「御府に」の可能性 もあるか。以下、木簡20ま では、いずれも第92次調

委 文 部

府御

7θ3
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査SG8190南岸出土の木簡。

木簡 8 上端・左辺削 り、下端折れ、右辺割れ。ヒノキ科・板 目。従七位下の位階をもつ官

人の自署のある文書木簡を、天地逆に二次的に転用 したものか。位階に続 く文字は「守佑」の

可能性があるが、残画から確定できない。神亀 5年 (728)7月 21日 勅によると、膳部所は斎

宮寮被管であり、長官 1人 (従六位官〉、判官 1人 (正八位官〉、主典 1人 (大初位官〉が置か

れた (狩野文庫本『類衆三代格』巻 4、 廃置諸司事所収)。 また『延喜斎宮式』によると、「膳部所」

は、酒部所・水部所 とともに野宮別当の下に置かれた所であり、斎王の食膳を担った (年料供

物条)。 養老 5年 (721)9月 11日 、斎王井上女王が北池辺新造宮に遷 り潔斎をはじめており (「官

曹事類」逸文、『政事要略』巻24、 年中行事 9月 11日 奉幣伊勢太神宮事所引)、 この史料の引 く「神lTh記文」

によると「膳部四人」が認められる。あるいはこれと関連する可能性があるか。

木簡 9 四周削 り。ヒノキ科・板 目。宮の夜間の巡検をおこなう兵士の歴名。「長」は、十長

ないし五十長のことか。「暁夜行」は、『宮衛令』の「行夜」を指すのであろう (開閉門条)。

木簡10 四周削 り。ヒノキ科・板 目。常陸国出身の兵士の勤務管理にかかわる木簡。「常陸」

は他に比べてやや肉太で墨色も濃 く、「那賀郡」以下と筆が異なる可能性もある。「大伴部弟末

呂」は、常陸国那賀郡出身の兵衛ないし衛士と推測されるが、出身郡まで明記する理由は不詳。

木簡11 四周削 り。四隅の角を削 り落とす。ヒノキ科・板 目。美作国出身の兵士の勤務管理

にかかわる木簡。「坂合部大足」は、美作国出身の兵衛ないし衛士と推測される。

木簡12 上端折れ、下端削 り、左右両辺二次的切断。ヒノキ科・柾 目。横材。内容不詳の帳

簿状木街の断片。

木簡13 上端は切断の後粗い削り、下端・左右両辺削 り。中央で二片に折れる。スギ ?・ 柾 目。

伊勢国三重郡の黒鯛の荷札。これまで知られる三重郡 (評 )の荷本しは、6AAD区 (平城第154次調査)

の内裏東大溝SD2700か ら出上 した「三重郡河後郷白米五□」 (『平城木簡概報』(17)13頁下)、 飛
〔見ヵ〕

鳥池遺跡南地区 (飛鳥藤原第93次調査)か ら出土した「□□田五十戸飛鳥部身開」(『飛′鳥藤原京木
〔弟力〕

簡―』二四)、 酒船石遺跡から出土 した「三重評青女五十戸人六人部□中春五斗」 (附札集成』13号 )

など米の荷札のみであ り、海産物の荷札はこれのみである。

本簡14 上端は調整粗いが削り、下端折れ、左辺削り、右辺割れ、あるいは割りのままか。

スギ・柾目。越前国の荷札の断片。「越前国安」は、防日名抄』の越前国足羽郡にあたるか。足

羽を「阿須波」と表記する例は知られるが (『平城京木簡―』悧)、 「安須波」は、『和名抄』に足

羽の訓を示す仮名表記があるのみで、木簡などにはみえない。

木簡15 四周削り。ヒノキ科 ?・ 板目。播磨国の里制下の米の荷札か。

木簡16 上端切断、下端折れ、左右両辺削り。ヒノキ科・柾目。備前国の荷札の断片であろう。「藤

原郡」は、防日名抄』の備前国和気郡にあたる。藤原郡は、養老 5年 (721)4月 、邑久 。赤坂

2郡の郷を割いて設置された (『続日本紀』同月丙申条)が、神亀 3年 (726)11月 に藤野郡と改

称され (『続日本紀』同月己亥条)、 さらに神護景雲 3年 (769)6月 、和気郡と改められた (『続日

本紀』同月乙丑条)。 したがって、この木簡の年代は、養老 5年 4月 から神亀 3年 H月 までに限

定でき、廃棄の年代はそれ以降である。

木簡17 上端 。右辺削り、下端折れ、左辺割れ。ヒノキ科 。板目。御竃薪にかかわる内容不

明木簡の断片。表裏は別筆の可能性が高い。「御竃」は、『延喜式』に散見する。F廷喜臨時祭
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1木 簡

式』によると、「御宅祭」。「中宮 (東宮)御竃祭」が 齢P竃条・御井御竃条)、 『延喜践酢大嘗祭式』

によると、「大嘗御竃祭」が規定され (大殿祭条)、 これらに用いられる料物調達の細則は、『廷

喜民部式』下にみえる (忌火条)。 また、『廷喜斎宮式』によると「忌火・庭火・御竃・井神祭」

のほか「新嘗祭十人座」に「殿部御竃神一前・大炊竃神一前」がみえる (忌火等祭条・新嘗祭知 。

「膳部所」と記す木簡 8と ともに、第一次大極殿院の西北方付近に神lTA祭祀にかかわる官司な

いしは、これらの供物などの調達にあたる官司が存在 した可能性がうかがわれる。

木簡18 肖J屑。右辺は木簡の原形をとどめるか。

木簡19 肖Jtt。 位階と人名を記 した木簡の削屑と考えられ、「日」は姓の 1字 日とみられる。

木簡20 上端刃物により切 り込みを入れ折る、下端裏面より刃物によりそぎ落とす、左右両

辺削 り。ヒノキ科・板目。

木簡21 上端切断、下端二次的切断、左右両辺割れ。ヒノキ科・板 目。釜の所在を列記 した

帳簿様の木簡。「□染司」は、宮内省被管の内染司か。「膳職」は大膳職か。大膳職は、宮内省

被管官司で、朝廷の食膳の調理を担った。 3行 日2文字目は金偏の文字であろう。茶褐色木屑

層出土。以下、木簡46ま では、第177次調査で検出した整地土下層から出土 した木簡で、出土

層位の土層名を末尾に記す。

木簡22 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ただし右断片の下端は、二次的切断の可能性がある。

ヒノキ科・板 目。宮城門 (外門)の警備にかかわる木簡。「丹比門」は『弘仁式』にみえ、弦

仁 9年 (818)4月 の門号改定 (『 日本紀略』同月庚辰是日条)以後は、F廷喜左衛門府式』にみえ

る達智門 (衛門条)に相当することから宮北面東門と考えられるが、平城宮跡ではまだその位

置は特定されていない。6AAY区 (平城第122次調査)の平城宮南面東門にあたる壬生門東方で

検出した二条大路北側溝SD1250か ら、「内侍高田丹比門出八 日多治」と記 した門の出入 りにか

かわる木簡が出土 しており (『平城木簡概報J(14)9頁上)、 藤原宮跡東面大垣地区のSD170(飛鳥

藤原第29次調査)か らは「多治比山部門」と記 した木簡が出土 している (『飛′鳥藤原木簡概報』(6)

6頁下)。 茶褐色木屑層出土。

木簡23 上下両端切断、左辺削 り、右辺割れ。ヒノキ科・柾 目。忍勝が統率する集団の異動

にかかわる木簡。「火」は、『軍防令』によると「凡兵士、十人為一火」とあ り (兵士為火条)、

兵士の生活・行動上の基本単位である。加えて、慶雲 3年 (706)2月 16日 勅によると、「若応

役匠丁者、国司預点定匠丁、以十丁為一火」とみえ、役丁の単位でもあった (『類衆三代格』巻

17、 翻免事所収)。 したがって、「火」は兵士に限定されるものではなく、広 く10人単位の集団

の呼称と考えられる。この木衝は、忍勝が統率する「火」に属する兵士ないし丁25人のうち、

1人が死亡したことを示すと解されるものの、その人数が10の倍数でないのはやや不審である。

茶褐色木屑層出土。

木簡24 四周削 り。左辺上端の一部を欠 く。ヒノキ科・板目。歴名木簡。茶掲色木屑層出土。

木簡25 四周削 り。スギ・板 目。「五十上」「十上」は、それぞれ50人単位・10人単位の集団

の統率者の意で、「列」はその集団を指す。「五十上子人列」は、「五十上」である「子人」が

統率する50人の集団であろう。なお、「五十上」は、6ABE区 (平城第91次調査)の内裏西南隅

外郭整地土下層から出土 した木簡 (一二瓶)な どにみえる他、「五十長」と記 した木簡 (『平城木

簡概報』(24)6頁上)が、二条大路濠状遺構 (北)SD5300(平 城第204次調査)か ら出土 している。

職膳

丹 比 門
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麦 門 冬

第Ⅳ章 遺 物

茶褐色木屑層出土。

木簡26 肖」屑。右辺は木簡の原形をとどめる。文書木簡の削屑であろう。茶褐色木屑層出土。

木簡27 上端 ・左右両辺削 り、下端折れ。右辺は切 り込み より上 を欠 く。 ヒノキ科・板 目。

駿河国の荷札の断片。「駿河国麿原郡川名郷」は、防日名抄』の駿河国底原郡河名郷にあたる。 F賦

役令』によると、調雑物として挙げられる堅魚製品は、堅魚llr五斤、煮堅魚十五斤、堅魚煎汁

四升であるが (調絹絶条)、 この木筒にみえる「八斤五両」は大斤で、小斤のおよそ25斤 にあた

ることから、煮堅魚の荷札の断片と考えられ、おそらくは木簡表面の欠損部分末尾に「煮」の

文字があつたのであろう。「八斤五両」は重量で、その員 (数)が「五烈六節」。 1斤 =16両で

約675g。 一烈ないし一連は、堅魚を10本束ねたもの。茶褐色木屑層出土。

木簡28 上端二次的切断、下端折れか、左右両辺削 り。 ヒノキ科・板 目。養老 2年 (718)の

年紀をもつ荷札の断片。品目は荒堅魚と推測され、「□郷三津里」は、郷里制下の伊豆国田方

郡吉妾郷三津里にあたるか。二条大路濠状遺構 (南)SD5100(平城第197次調査)か ら出土 した

木簡に、同里の戸主大伴部三国がみえ (F平城木簡概報』(22)25頁 )、 同一人物であろう。茶褐色

木屑層出土。

木簡29 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ属 *・ 板 目。美濃国の薬の付札。『延喜典薬

寮式』によると、美濃国が進上する62種の薬の中に「麦門冬二斗七升」がみえる (美濃年料雑

薬条)。 奈良県教育委員会による藤原宮北辺地区の発掘調査でも、「麦門冬三合」と記された

6032型式の木簡が出土 している (『藤原宮』65号 )。 茶褐色木屑層出土。

木簡30 上端・左右両辺削 り、下端切断。左上、下は切 り込みより欠損。スギ・板 目。和銅 4年 (711)

4月 の年紀をもつ若狭国の塩の荷札。茶褐色木屑層出土。

木簡31 四周削 り。左辺は切 り込みより上を欠 く。スギ・板 目。養老 6年 (722)の 年紀をも

つ若狭国の塩の荷札。「若狭国遠敷郡佐分郷」は、防日名抄』の若狭国遠敷郡佐文郷にあたる。「式

多里」は、郷里制下のコザ トで、6AAA区 の内裏東大溝SD2700(平城第139次調査)か ら出土し

た木簡にもみえる (『平城木簡概報』(16)6頁下)。 「五後」は不詳であるが、単位の五尻の意であ

ろうか。炭層出土。

木簡32 上下両端切断の後粗い削り、左右両辺削 り。スギ *・ 板 目。但馬国の白米の荷札。「二

方郡□斗郷」は、防日名抄』の但馬国二方郡久斗郷にあたるか。表面 7文字目は「宮」の可能

性があるが、残画は下の口に相当する部分のみである。茶褐色木屑層出土。

本簡33 上下両端切断の後削 り、左右両辺削 り。針葉樹 *・ 板 目。但馬国の白米の荷札。「但

馬国二方郡波太郷」は、防日名抄」の但馬国二方郡人太郷にあたる。炭層出土。なお、木屑層・

炭層から、但馬国の白米の荷札が 4点出土 している (木簡32・ 木簡33-獣五0-二六五三)。 すべて

6032型式で、うち 3点は二方郡、 1点は出石郡である。

木簡34 上端・左右両辺削 り、下端折れ。切 り込み部分に組の痕跡が白く残る。スギ 。板 目。

播磨国の庸米の荷札。「播磨国佐用郡佐用郷江川里」は、『和名抄』の播磨国佐用郡江川郷にあ

たるか。郷里制下のコザ トが郷制下の郷に昇格する事例で、播磨国郡郷名の変遷がうかがわれ

る事例である。 3斗ずつ 2人合成の荷札である。茶褐色木屑層出土。

木簡35 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ科・板 目。阿波国の贄の荷札。品日は鹿角

菜か。 1文字 目の墨痕は腐食により判然としないが、「阿」の残画とみて矛盾 しない。阿波国

′θび
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の贄木簡の中で も、同 じ平城第177次調査区から出上 した木簡 (―二六六二)や、長屋王邸の溝状土

坑SD4750(平 城第193次調査E区)か ら出土 した猪薦纏の木簡 (『平城木簡概報』(27)21頁上)と 台

形状の切 り込みの形状が きわめて類似する。茶褐色木屑層出土。

木簡36 上下両端切断の後粗い削 り、左右両辺削 り。左右両辺の一部欠損。ヒノキ科・板 目。

讃岐国の白米の荷札。「讃岐国香川郡細郷」は、防日名抄』 にみえず不詳。 Fte岐国香川郡細郷

の木簡は、SD12965か らも出土している (本簡90)。 2点の木簡とも「細」はやや不安で、「田」

の左に糸偏のごとき墨痕があるが、判然としない。あるいは「田」一文字を記 したもので田部

郷の意かとも思われる。「生王」はミブ。茶褐色木屑層出土。

木簡37 四周削 り。ヒノキ科・板 目。供御の耳糸の付札。「耳糸」は、織物の耳を織る時に、経 (た  耳   糸

ていと)と して使用する糸。普通、地糸より太い。「耳糸」の確実な類例は木簡には確認できな

いものの、浜松市・鳥居松遺跡 (第 5次調査)か ら、耳の残画で矛盾のない縦画が残る木簡が

出土している。茶褐色木屑層出土。

木簡38 四周削 り。切 り込み部分の表裏両面に紐の痕跡が白く残る。ヒノキ科・柾 目。西方

を囲う帳の付札。「尋」は長さの単位。 l尋は6尺で、約1.8m。 茶褐色木屑層出土。

木簡39 四周削 り。切 り込み部分の表裏両面に組の痕跡が白く残る。ヒノキ科・柾 目。南方

を囲う帳の付札。木簡38と 対になるものでやや横長の区画を囲うための舗設であろう。茶褐

色木屑層出土。

木簡40 四周削 り。切 り込み部分の裏面に紐の痕跡が残る。ヒノキ科・柾 目。主水司の布の付札。

「主水司」は、宮内省被管官司で供御の水を扱う小司。茶褐包粘質土出土。

木簡41 上端折れ、下端・左右両辺削 り。ヒノキ科・柾 目。布の割 り当てにかかわる帳簿様

木街か。「孫王」は親王の子である二世王をさす①茶褐色木屑層出土。            孫   王

木簡42 四周削 り。左辺は切 り込みより上を欠く。針棄樹 *・ 板 目。薦の付札。「大林」は不詳。

地名、人名などの可能性がある。人名とすれば、「秦宿奈万呂薦二枚」 (木簡64)の類例となろう。

茶褐色木屑層出土。

木簡43 四周二次的削 り。裏面は割 りのまま。ヒノキ科・柾 目。丈部若万呂の名を記した呪符。 呪   符

「吾」は「岡↓」の異体字であるが、あるいは「呈」を意図したものかもしれない。茶褐色木屑

層出土。

木簡44 四周削 り。右辺の一部のみ原形を保ち、その他はすべて二人的に削 り、馬形に加工

したもの。ヒノキ科・板 目。表面 9文字目は「斗」であろう。養老 4年 (720)の 年紀をもつ。

灰褐色木屑層出土。

木簡45 上下両端折れ、左辺削 り、右辺割れ。ヒノキ科・柾 目。養老 5年 (721)7月 の紀年

木簡の断片。茶褐色木屑層出土。

木簡46 肖U屑。人名の下に年齢 と年齢区分を割 り書きする歴名様木簡の削屑。茶褐色木屑層

出土。

木簡47 上端二次的切断か、下端・左辺削 り、右辺は大部分割れであるが、ごく一部原形を

とどめる。ヒノキ科・柾 目。第316次調査整地上下層木屑層出土。
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第Ⅳ章 遺 物

C SD3825出 土の木簡 (図版65～ 71)

SD3825は 、第一次大極殿院地区の西辺を南へ流れる基幹排水路で、検出範囲は6ACC区

であるが、さらに南へ と廷びると推定される。木簡は、264点 (う ち削屑127点 )が出土 した。

SD3825は 3時期の変遷があ り、内訳は、表 4に示 したとお りである。また、木簡の出土位置

を図52に示 した。SD3825出 土木簡は、点数がさほど多 くないことともかかわり、取 り立てて

内容的なまとまりはみられない。

木街の時期は、層位的に古い溝A、 溝Bが里制下・郷里制下などの木簡を含み、内容的にも

表 4 SD3825出土木簡の地区別点数 古相を呈するが、溝Cか ら出

土 した木簡で も、 もっとも

新 しい年紀は天平神護元年

(765)4月 (木簡76)であ り、

明らかに奈良時代末に降る木

簡は出土していない。この点

は、第一次大極殿院東辺の基

幹排水路SD3715の 出土木簡

が、もっとも降るもので宝亀

9年 (778)の 年紀をもつほか、

奈良時代後半の考課木簡に特

徴的な、「今」や「去」など

前年との比較文言をもつもの

が目立つなど、奈良時代後半

の時期のものが卓越する点と

比して対照的ともいえる。

木簡48 上端・左右両辺削

り、中央部分より下は二次的

削 り。 ヒノキ科・板 目。「某

御前」に上申する書式の尾

張国造宛の文書。表裏同筆で

ともに習書の可能性が高い。

SD3825 A出土。

木簡49 上端削 り、下端折

れ、左右両辺割れ。 ヒノキ

科・板 目。歴名木簡の断片。

立丁は、五十戸から2人徴発

される仕丁のうち実際に労働

に従事する者で、他の 1人は

薪水 を準備する所丁である。

( )は削屑 (内数)

次 教 小 地区 SD3825A SD3825B SD382囲 C SD3825C SD3825不明 小 計

DP22

NK18 博
③

N」 18
ｌ‐
②

NJ17

N118

N117

NH18

NC18 11

(1)

・４
②

Z

しT18

LR18 34
(19)

LQ18 ‐２
①

‐６
⑤

F022

FN22

FM22 ‐３
③

‐５
③

FK22

F」22

F122
1

(1)

FH22

FG22

FFZ

FF22

FE22

FD22

FC22

46
(10)

３６
③

31

(25)

264
(127)
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SD3825 A出土。

木簡50 削屑。上端・左辺は削 りの原形をと

どめる。左辺上部には切 り込みの痕跡が残る。

人名 を記 した木簡の削屑。 もと6031・ 6032・

6033の いずれかの型式であろう。SD3825 A出 土。

木簡51 上端切断、下端折れ、左右両辺削 り。

スギ・板 目。尾張国の荷札。木簡52と ともに、

里制下のもので、遺構の知見とも矛盾 しない。

SD3825 A出土。

木簡52 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒ

ノキ科 。柾 目。美濃国の庸米の荷札。「否間里」

は『和名抄』にみえず不詳。字形は「杏問」に

近いが、元慶 2年 (878)に 正五位上の神階を

授けられた「美濃国正五位下否間神」 (『 日本三

代実録」同年 9月 16日 条)と の関係を推測する理
6)

解が妥当であろう。SD3825A出土。

木簡53 上端・左右両辺削 り、下端折れ。スギ・

柾 目。越前国の庸米の荷札。「越前国能登郡翼

衛」 (里)は、防日名抄』の能登国能登郡与木郷

にあたる。「レ」は転倒符 (倒置符)で、日本に

おける早い用例の一つである。類例 として長屋

王邸のSE4770(平城第186次調査)か ら出土 した

養老元年 (717)12月 22日 の年紀をもつ木簡 (F平

城京木簡―』大―)や、年不詳 6月 27日 の 日付 を

もつ木簡 (『平城京木簡一」た)に 認められるほ

か、中国や韓国の木簡にも認められる。転倒符

の形は、古 くは「乙」形であるが、中国南北朝

時代頃以降「レ」形が用いられるようになった。

なお、『法華義疏』の転倒符も「乙」形である。

現在のところ、木簡に記される転倒符はいずれ

も「レ」形ないし「 」ヽ形で、「乙」形のもの

は知られていない。SD3825A出土。

木簡54 四周削 り。スギ・板 目。越前 国の

完形の荷札であるが、墨痕の遺存状況が悪い。

SD3825A出土。

木簡55 上端・左右両辺削 り、下端折れ。 ヒ

ノキ科・柾 目。衛府の官名を記 した木簡。「大志」

は衛府の第四等官。SD3825A出土。

第28次
この他に

FFZ

協
FB敬5鋤

0            10m

―図 52 SD3825出 土木簡の分布

第315次
この他に
出土地点
不明21(21
点あり

6
(0)

否 間 里

転 倒 符

‐５
０

７
０
　
　
８
０
　
　
１
０

７

０

２

０

FN

FM

FL
6ACC

FK

F」

１

０

　

　

６

２

　

　

１

０

FH

FG

FF

34
(19)

第315次
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内 舎 人

難波津の歌

第Ⅳ章 遺 物

木簡56 上端 ・右辺削 り、左辺は割 りのままか。スギ・板 目。内舎人 とのみ記 した6051型式

の比較的大型の木簡。木簡のつ くりも丁寧で、官職のみを記す異例の木簡である。「内舎人」は、

中務省に属する舎人で、『養老令』によると、定員は90名 である。なお、F廷喜斎宮式』によると、

伊勢斎宮が 卜定後過ごす官内の潔斎所である初斎院の職員にも内舎人 1名がみえる (号」当以下

員条)。 木簡 8に みえる「膳部」が、斎王井上女王の北池辺新造官とかかわるものとするならば、

木簡171こ みえる「御竃」など、神祗祭祀にかかわる木街が第一次大極殿院西辺の北方、佐紀

池南岸付近に散見されることは注目される。あるいは、この木簡の内舎人も初斎院に属するも

のである可能性があろう。「官曹事類」逸文に「北池辺新造宮」 (『政事要略J巻 24、 年中行事9月

11日 奉幣伊勢太神宮事所引)と みえる平城官の初斎院相当施設が、この辺 りにあり、「北池」は佐

紀池を指す可能性を示唆するとも推測される。SD3825A出 土。

木簡57 上端 。左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ科・板 目。「弓」と記 した木簡。二献二は、

同文同筆の木簡の断片である可能性がある。SD3825 A出 土。

木簡58 上端二次的削 り、下端・左右両辺削 り。ヒノキ科・板 目。難波津の歌を記 した木筒。

難波津の歌を記 した可能性のある出土文字資料は、木街の他に墨書土器やヘラ書瓦もあわせる

と30例余知られる。下の句まで記される事例は珍 しく、藤原京跡左京七条一坊西南坪 (飛鳥藤

原第■5次調査。『飛′鳥藤原京木簡二』―六―三)、 兵庫県辻井遺跡、富山県東木津遺跡などから出土 し

たもの数例のみが知られる。表面10文字 目は「母」の可能性がある。裏面 4文字目の字体は

「冊」で「 も」とは読めない。「部」の異体字の字体は「ア」の如 くである。仮名遣いは、「さ

こやこのはな」「ふゐこもり」など、やや乱れが認められ、表面と裏面は、異筆の可能性もある。

SD3825A出 土。なお、SD3825Bか らも、不完全なが ら難波津の歌を記 した可能性のある木簡

の断片が出土 している (itll七 )。

木簡59 上端削 り、下端折れ、左右両辺割れ。針葉樹 *・ 板 目。「奈」「本」などの文字を記

した習書木衡の断片。SD3825A出土。

木簡60 上端削 り、下端折れ、左右両辺割れ、下端の一部に二次的切断の痕跡が残る。ヒノ

キ科・柾 目。表面 1行 日は解の一部であるが意味は不詳。以下は習書であろう。『古文孝経』

は官人の必読書 として重視された書物。裏面 1文字目は「不」または「布」の可能性がある。

SD3825BH上上。

木簡61 上端・左辺削 り、下端折れ、右辺の下半は削 りか。ヒノキ科・追柾 目。文書木簡の

書 き出し部分であろう。SD3825B出 土。

木簡62 上端削 り、下端折れ、左辺割れ、右辺三次的削 り。ヒノキ科 。柾 目。飛騨工と記 し

た木簡の断片。SD3825B出 土。

木簡63 四周削 り。ヒノキ科・板目。丁寧に整形された材の上部に釘の数量を記す。「飛騨工」

(本簡62)と ともに造営にかかわるものか。SD3825B出 土。

木簡64 上端・左右両辺削 り、下端は右端の一部のみ削 りで、他は欠損。ヒノキ科・板 目。

薦の付札。人名十薦の可能性がある木簡は、「大林薦」 (木簡42)の例がある。SD3825B出 土。

木簡65 上下両端二次的切断、左辺削 り、右辺割れか。ヒノキ科・板 目。人名を記 した木簡

の断片。6ABL区 (平城第157次調査)で検出した第一次大極殿院東辺の基幹排水路SD3715か ら

出土 した「日奉乙麻呂」 (― JVヽ三)と 同一人物の可能性がある。SD3825B出 土。

′′θ



1木 簡

木簡66 上端 。右辺削 り、左辺二次的割 りか。 ヒノキ科・板 目。美濃国か らの米の荷札か。

SD3825B出 土。

木簡67 四周削 り。左辺の切 り込みより上、右辺の下部は一部欠損。 ヒノキ科・追柾 目。備

後国の庸米の荷札。SD3825B出 土。

木簡68 上端二次的切断か、下端・左右両辺削 り。スギ・柾 目。某国「駒椅里」の雑賠の荷  駒 椅 里

札の断片。防日名抄』 によると、陸奥国柴田郡に駒橋郷がみえる。遺構の年代観からすれば、

郷里制下の荷本しである可能性 もあ り、その場合、駒椅里は郷里制下のコザ トとなる。陸奥国の

荷札は類例が少ないものの、近年、平城官跡出土木簡の中に陸奥国の贄の荷札が確認されてい

る にO二九)。 SD3825B出土。

木簡69 上端 ・左辺削 り、右辺割れ。ヒノキ科 。板 目。米の荷札の断片。SD3825B出 土。

木簡70 上端・左右両辺削 りか、下端折れ。スギ・板 目。「禁弓矢」 (不詳)の上申文書の断片か。 禁 弓 矢

3文字日は「兵」の可能性 もあるが、字体は「矢」。右片はSD3825C灰褐色砂礫層出土、左片

はSD12965褐 色砂礫層出土である。遺構は異なるがその合流点付近で出土した。

木簡71 上端折れ、下端・左右両辺削 り。スギ・板 目。僧の歴名木簡。「従」は従者で、これ  僧 の歴 名

を含めて15名 なのであろう。「光道」は、正倉院文書の納櫃本経検定井出入帳のうち天平15年

(743)3月 23日 の文書 (『大日本古文書』編年24-171買 )に みえ、あるいは、天平宝字 6年 (762)

光覚知識経奥書 (法隆寺蔵衆事分阿毘曇巻九、『寧楽遺文』中 636頁)に みえる光道菩薩と同一人物

であろうか。「恵智」は、天平勝宝 4年 (752)4月 9日 東大寺麿舎那仏開眼供養供奉僧名帳断

片 (正倉院文書塵芥文書雑帳第2帖第3葉・第10葉)に みえる同名の僧 2名のうち、いずれかと同

一人物か。「,F十 日馬長」は他にみえず不詳。SD3825 C出 土。

木簡72 上端折れ、下端切断、左辺二次的切断か、右辺は腐食が著 しく整形の判定は困難。スギ・

板 目。役夫の割 り振 りに用いた木街か。「大将」は、中衛府・授刀衛 (天平宝字8年 (764)9月 頃

から天平神護元年 (765)2月 まで)。 近衛府・外衛府の長官で、中衛大将・授刀大将・近衛大将・

外衛大将のいずれか。SD3825C出 土。

木簡73 国郡郷名を記 した削屑。同一木簡に由来すると思われる削屑が欠損箇所をはさんで

復元できる。山背国葛野郡川辺郷であろう。荷札ではなく、官人などの本貫地などを記した木

簡の削屑である可能性がある。SD3825C出 土。

木簡74 上端・右辺削 り、下端折れ、左辺割れ。ヒノキ科 。板 目。伊豆国の荷札の断片。「伊

豆国賀茂郡稲」は、防日名抄』にみえないが、二条大路濠状遺構 (南)SD5100(平 城第197次調査、

同第200次調査)か ら出土 した木街に稲梓郷が認められる (『平城木簡概報』(22)28頁上、『同」(31)

26頁下)。 調荒堅魚の荷札であろう。SD3825C出 土。

木簡75 四周削 り。廃棄の際に二次的に切断されており、下半の左半分は欠損する。スギ・板 目。

若次国の塩の荷札。同じ土層 (暗黒色粘土)か ら平城宮土器Ⅳに属する土器が出土 しているこ

とから、郷制の郷を里と記 した可能性がある。ただし、郷里制下の時期に属する同じ若狭国か

らの塩の荷札の断片 (―_t瓶)が出土していることも参考になる。この点を重視するならば、と

もに奈良時代前半の荷札で、この木簡は里制下の荷札となる可能性も捨てきれない。その場合、

若狭の塩が長期の保管に耐える素材であったことにより、貢納から廃棄までの間に長い時間が

経過したと理解することもできる。SD3825C出土。
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第Ⅳ章 遺 物

木簡76 四周削 り。左辺は切 り込みより下を欠 く。スギ・板 目。天平神護元年 (765)4月 の

年紀をもつ但馬国の春米の荷札。SD3825で もっとも新 しい年代を示す。SD3825C出 土。

木簡77 上端・左右両辺削り、下端折れ。ヒノキ科・柾 目。讃岐国の庸米の荷札。SD3825C出 土。

木簡78 四周削 り。上端は山形に整形する。左辺上部にわずかなへこみがみられ、組の圧痕か。

ヒノキ科・板 目。フノリの付札。品目名のみのフノリの付札は、平城京左京七条一坊の東一坊

大路西側溝SD6400(平城第252次・第253次調査)出土の類例がある (『平城木簡概報』(31)9頁下)。

SD3825C出 土。

木簡79 上端削 り、下端折れ、左辺二次的削 り、右辺割れ。ヒノキ科・板 目。左衛士府が発

した文書木簡の断片。衛士の「相替」のことは、養老 5年 (721)3月 27日 の兵部卿阿倍首名

奏に「三周相替」 (『続日本紀』養老6年 (722)2月 甲午条)、 F廷喜兵部省式』に「凡衛士相替、三

年為限」 (衛士相替条)と みえる。SD3825Bま たはC出土。

河 国 の 木簡80 四周削 り。ヒノキ科・板 目。参河国の贄の荷札。「蹄」以下の文字は、同筆にみえる
の荷 札  が墨の濃淡が異なり、削 りなおした後に書きなおしたものと思われる。類例からすれば、「佐米」

の次にはもと「楚」の文字が記されていたと推測でき、削 り残 りの残画もそれと矛盾 しない。『賦

役令』によると、「肺」は「雑肺一百斤」(調絹絶条)と あり、アヘツクリと訓む (『和名抄』)。 また、F令

義解』同条によると、「言胃、割乾魚也」とあり、臓物を取 り出して千した乾魚で、「賠 (キ タヒ)」

に比べて大型の魚が多い。魚肉を細長 く割いて塩干にした楚割とは異なる。参河国の贄は、析

嶋・篠嶋・比莫嶋 (天平年間 (729～ 749)ま でに、篠嶋郷に編入されたと解される)の海部集団を書

式上の貢納主体とするもので、「月料」として隔月に佐米楚割・鯛楚害Jな どの海産物加工品を

納めていた。書式上の貢納主体は三嶋の海部であるが、二条大路濠状遺構出土木簡には析嶋郷・

篠嶋郷と記すものが認められる (『平城木簡概報』(22)21頁下、『同』(24)24頁上など)。 参河の贄は、

特異な貢納の形態とともに、貢納年を記さないことが特徴とされるが、この木簡は、参河国幡

豆郡の贄木簡で確実に年を記す唯一の事例であるとともに、「肺」の荷札 としても唯―の事例

である。年を記すのは、未納分を遡って貢進することと関係するか。また、通常の如く楚割と

記 したものの実際には肺であったため、木簡の文字を訂正 したとも推測できる。SD3825Bま

たはC出土。

木簡81 上下両端二次的削 り、左右両辺削 り。上端部の切 り込みより上を二次的に整形 した

ものか。もと切 り込みがある6033型 式の木簡を二次的に整形した可能性 もあるが、6033型 式と

してはやや異形で、下端も二次的整形と考えてお く。ヒノキ科・追柾 目。阿波国の荷札。阿波

国名方郡は、寛平 8年 (896)9月 、名東 。名西の二郡に分かたれた (『類衆三代格』巻 7、 郡司事

所収、昌泰元年 (898)7月 17日 太政官符所引寛平8年 9月 5日 太政官符)。 名東・名西両郡は、高山寺本・

名古屋市立博物館本『和名抄』によると「名西郡・名東郡」、神宮文庫本。大東急記念文庫本『和

名抄』によると「名方西郡・名方東郡」とみえるが、諸本に石井郷はみえない。郡の分割にあ

たり郷名の改変がおこなわれた可能性もある。現在、徳島県名西郡に石井町があり、石井郷は

あるいはこの付近に比定できるか。「山部」の右に墨付が認められるが、この荷札にともなう

ものか、文字か否かも判然 としない。SD3825Bま たはC出土。

木簡82 上端折れ、下端・左辺削 り、右辺割れ。 ヒノキ科・板 目。養老 7年 (723)の年紀 を

もつ荒 (危)堅魚の荷札の断片。SD3825Bま たはC出土。
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木簡83 上端・右辺削 り、左辺は上半は削 りで下半を欠く。ヒノキ科・板 目。近江国の荷札。「甘

作郡雄諸郷」は、防日名抄』にはみえないが、近江国神埼郡雄諸郷にあたる。「甘作」の表記は、

6ALS区 (平城第43次調査)の平城宮跡東院地区で検出したSD4951か ら出土 した「近江国甘作郡

雄諸郷大津里大友行商」に―加()、 二条大路濠状遺構 (南)SD5100(平 城第200次調査)から出土し

た「近江国甘作郡」 (『平城木簡概報』(31)28頁 上)にみえる。SD3825Bま たはC出土。

木簡84 上端は左断片は二次的切断、右断片は二次的削 り、下端・左辺削 り、右辺三次的割

りで一部二次的削 り。ヒノキ科・板 目。裏面の文字が欠けることからすれば、さらに幅の広い

木簡であったらしい。長谷部内親王 (泊瀬部皇女)は天武天皇の娘で、霊亀元年 (715)正月に

四品とみえ (『続日本紀』同月甲午条)、 天平 9年 (737)2月 に三品に昇 り (『続日本紀』同月戊午条)、

天平13年 (741)3月 没 (『続日本紀』同月己酉条)。 長谷部内親王にかかわる木簡は、6AAI区 (平

城第32次補足調査)で検出した平城官東南隅の南面大垣北を流れるSD4100か ら、帳内の考選木

街の削屑と思われるものが 2点 (用 三ヽ0・ 人に―
)、 二条大路濠状遺構 (北)SD5300(平城第204次調査)

から、性格は不詳であるが「長谷部内親王」と記 した削屑が 1点 (『平城木簡概報』(30)19頁下)

出土している。「長谷部内親王所」は、宛先か個人を示す。 (内)親三十所 と記された木簡の事

例として、長岡京跡左京一条三坊六・十一町 (左京203次調査)か ら出土 した「酒人内親王所」

と書かれたと思われる削屑がある (『長岡京左京出土木簡一J三細～獣人、
~tO)。

調査地は、遺跡の立

地や木簡の記載内容から、長岡京の造営にともなう物資の陸揚げ地・集積地・加工場と解され

ており、「酒人内親王所」はここから材木の供給をうけたと理解される。SD3825Bま たはC出土。

木簡85 上端折れ、下端・右辺削 り、左辺割れか。ヒノキ *・ 柾 目。天平勝宝 4年 (752)12

月の年紀をもつ文書木簡の断片。「秦国万呂」は日下の署名であろう。SD3825Bま たはC出土。

木簡86 上下両端 。左辺削 り、右辺割れ。ヒノキ科・板 目。紀伊国の白米の荷札の断片。「紀

伊国名草郡野里」は、防日名抄』の紀伊国名草郡野応郷にあたる。紀伊国名草郡にかかわる木街は、

藤原宮跡のSD2300(飛 ′鳥藤原第29久調査)か ら出土した「名草郡」(『飛′鳥藤原木簡概報』(6)21頁 上)、

6AAI区 (平城第32次補足調査)で検出した平城宮東南隅の南面大垣北を流れるSD4100か ら出土

した「国名草郡人」は七二九)、 長屋王邸の溝状土坑SD4750(平城第193次調査E区 )か ら出土 した「名

草郡大屋里」 (『平城木簡概報』(23)14頁 上)、 平城京跡左京七条一坊十六坪の東一坊大路西側溝

SD6400か ら出土した「名草郡上神郷戸主」 (『平城木簡概報』(31)8頁下)力耕日られるが、いずれ

も断片である。SD3825出 土、出土層位不明。

D SD12965。 SD18220出土の木簡 (図版72)

SD3825に 注 ぐ2条の東西溝から、木簡が出土 している。SD12965か らは、木街11点が出土

した。紀年木簡は神亀 3年 (726)10月 の 1′点のみであるが、荷札に古相を呈するものがあり、

奈良時代前半の木街と推測される。SD18220か らは、木簡 5点 (う ち削屑4点)が出土した。木

街の時期は不詳。

木簡87 上端・左右両辺削 り、下端折れか。ヒノキ科・板 目。左弁官のかかわる行事にとも

なう布製品調達にかかわる木簡の断片。「左弁宣」は、左弁官宣または左大 (中 ・少)弁宣を略

したものか。「□」と「今五」は異筆であろう。SD12965出土。

木簡88 四周削 り。ヒノキ科・板 目。美濃国の酢年魚の荷札。「大野郡美和郷」は、降日名抄』
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の美濃国大野郡大神郷にあたる。これまでに知 られる美濃国大野郡の荷札は、藤原宮跡大極殿

院地区のSD1901 A(飛鳥藤原第20次調査)か ら出土 した癸未年 (天武12年 (683))11月 の年紀 をも

つ白米の荷札 (『荷札集成』91号 )、 6ACU区 (平城第133次調査)の平城宮跡南面西門南で検出し

た二条大路北側溝SD1250か ら出土 した 2点の庸米の荷札 (と もに『平城木簡概報』(15)29頁 上)

など8点あり、いずれも庸米と推測される。この木街にみえる「酢年魚」は鮎ず しで、その税

目は不詳。SD12965出 土。

木簡89 上端・左右両辺削 り、下端折れ。ヒノキ科・板 目。備後国の 2人合成の庸米の荷札

の断片か。備後国の荷札で郡名から2行割書するものは珍 しい。SD12965出土。

木簡90 上下両端折れ、左右両辺削 り。左辺上端一部欠。ヒノキ科・板 目。讃岐国の荷札の断片。

香川郡細郷の荷札は、木簡36に もみえる。SD12965出 土。

木簡91 上端折れ、下端・左右両辺削 り。上端は切 り込みより上部を欠き、下端も右を欠 く。

ヒノキ科・板 目。讃岐国の海藻の荷札。税 目は不詳。「軍布」が「メ」であることからすれば、「和

軍」は「ニギメ」のことであろう。SD12965出 土。

木簡92 上下両端二次的切断、左右両辺三次的削 りか。ヒノキ科・板 目。習書木簡の断片。

SD12965出 土。

木簡93 上端折れ、下端・左右両辺削 り。スギ・板 目。習書木簡の断片であろうが出典は不詳。

SD18220出 土。

E SB18500出 土の木簡 (図版73～ 78)

西楼SB185001よ 、南面築地回廊SC7820に増築 した楼閣建物である。その構造は、桁行 5間梁

行 3間の総柱建物で、内側の 8基の柱穴は礎石建ち、外側の16基 は掘立柱からなる。そのうち、

掘立柱は巨大な抜取穴を掘って抜 き取 られている。木簡は、検出面から05～ lmの深さで厚

さ5～ 15cm程度のレンズ状に堆積 した木屑の堆積に含まれてお り、イ六と二五を除く14基 の

柱抜取穴から出土 した。木簡の出土点数は、1415点 (う ち削屑1247点 )で、柱穴ごとの出土点数は、

表 5に示 したとおりである。木簡は、抜取穴を埋める過程で木屑とともに投棄されたものと思

われるが、穴ごとの出土点数には大きなばらつきがある。木簡の年紀は、天平19年 (747)の 題箋、

天平勝宝 4年 (752)の東市司の進上状 と淡路国の荷札、天平勝宝 5年 (753)11月 の削屑など

がみえる。東楼SB7802(平城第77次調査)の柱抜取穴からも天平勝宝 5年の年紀をもつ木簡が

出土 しており (―
一四四0)、 東西楼の解体年代の上限を示すものと思われる。衛府や宮の警護にか

かわるものが目立つもののその内容は多岐にわたり、木簡を作成 した官司を具体的に特定する

ことは困難である。

木簡94 上端折れ、下端は削 りで切 り込みの先端を欠き、左右両辺を九 く面取 り状に削る。

サワラ*・ 板 目。但馬国の白米の荷札。「三江里」は、隣日名抄」の但馬国城埼 (崎)郡三江郷

にあたるか。柱抜取穴ハ六出土。

木簡95 上端折れか、下端・左右両辺削 り。ヒノキ科・板 目。尾張国の米の荷札。「栗郡」は、防日

名抄』の尾張国葉栗郡にあたるか。但 し、防日名抄どの尾張国葉栗郡に漆部郷はみえない。木

簡100と ともに、里制下の木簡で奈良時代初頭の様相を示す。調査時に生 じた柱穴の壁の崩落

にともなう遺物で、本来整地土に含まれていたものが混入 した可能性もある。柱抜取穴口六出土。
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木簡96 四周削 り。右辺の切 り込みより上は欠損①スギ・板 目。

材はごく薄い。衛門府からの鴨の進上状。「鴨」の字形は「鳴」

の如 くであるが、鴨を書き誤つたかあるいは文字そのものを誤

解 していたのであろう。「天平勝宝四月」は、天平勝宝 4年 (752)

4月 を書き誤ったものと考えられる。誤記のために廃棄された

ものであろうか。柱抜取穴イ五出土。

木簡97 切 り込みより上の上部と右辺削 り、下端二次的切断、

左辺割れ。ヒノキ科・柾 目。天平勝宝 4年 (752)の 年紀 を記

す東市司からの進上状 もしくは荷札か。柱抜取穴イ五出土。

木簡98 上端・左右両辺削 り、下端折れ。針葉樹 *・ 柾 目。

梨の進上状か。「梨原」は、天平勝宝元年 (749)12月 にみえる

「宮南梨原官」との関連が推測され (『続日本紀』同月戊寅是日条)、

王家の離宮に付属する施設か。その所在地は、平城京左京二条

二坊 とする説が有力である。一方、平安時代の内蔵寮領梨原荘・

近衛府使宿所の梨原の比定地である、現在の奈良市内侍原町付
15)

1木 簡

夢三5 SB18500
柱穴別木簡出土点数

( )は削屑(内数)

番付は図32参照

柱  穴 出土点数

イ ー 1(0)

イ ニ 9(6)

イ 三 4(3)

イ 四 21(21)

イ 五 21(8)

ロ ー 1(0)

口六 1(0)

ハ
ー ー

ハ 大 5(0)

1265(1153)

9(2)

5(0)

二 四 2(0)

2(0)

合  計 1415(1247)

近にあてる説 もある。柱抜取穴イ五出土。

木簡99 四周削 り。四周とも原形をとどめる部分が残るものの欠損部分が多い。ヒノキ科 ?・

板 目。備中国の白米の荷札の断片。『和名抄』によると、この木簡に該当する可能性のある郷

として、「野馳 (乃知〉」 (大東急記念文庫本)と 「額部 (乃倍〉」 (高 山寺本)の両郷がみえるが、

特定できない。柱抜取穴イ五出土。

木簡100 上端は二次的切断か、下端・左右両辺削 り。右辺の一部は破損。針葉樹・板 目。伊

勢国の白米の荷札。「□□部里」は、阿上部里となる可能性があり、その場合『和名抄』の伊

勢国安濃郡跡部郷にあたる。柱抜取穴二四出土。

木簡101 上端・左右両辺削 り、下端折れ。左右両辺の一部欠損。スギ・板 目。北門の警備に

かかわる木簡。6AAB区 (平城第13次調査)で検出したSK820か ら出土 した西宮兵衛木簡 仙―～

主四)と 類似 した記載内容をもつ。「北 F弓 」は、本簡 106イこもみえる。その位置の特定は困難と

いわざるを得ないが、第一次大極殿院地区でその候補となりうる門は、 I期の大極殿院北面回

廊に推定される門、もしくは、Ⅱ期の宮殿遺構の北面回廊に推定される門であろうか。津・秦・

大伴部・丈部は、兵衛 もしくは中衛と推測される。裏面は大振 りの文字で記されている。語順

にやや乱れがみられるものの、「下せ。謹んで申し入る。給はざれば、・・・あり」とでも訓む

か。柱抜取穴ニー出土。

木簡102 四周削 り。表面は、切 り込み部分に白く紐の痕跡が残る。ヒノキ科・柾 目。天平勝

宝 4年 (752)の 年紀をもつ隠岐国の綾の荷札。「隠伎国役道郡」は、防日名抄』の隠岐国隠地

郡にあたる。柱抜取穴二二出土。

木簡103 上下両端切断、左右両辺削 り。表面の調整 も雑で、裏面は大型の工具で割ったまま

である。ヒノキ科・板 目。立ち小便禁止の看板。柱抜取穴二二出土。

木簡104 上下両端折れ、左右両辺削 り。スギ ?・ 板 目。歴名木街。柱抜取穴イニ出土。

木簡105 上端 。左右両辺削 り、下端折れ。スギ・板 目。ウジ名だけを記 した付札状木簡。柱

原梨
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抜取穴イニ出土。

木簡106 上端切断、下端は廃棄の際の二次的切断、左右両辺削 り。スギ・板 目。北門の警備

にかかわる木簡。「北 F弓 」は、木簡101に もみえる。西宮兵衛木簡 (九
―～主四)と 類似 した記載

内容をもつ。門の警備にかかわるものと推測されるが、食料支給にかかわるものではない。天

平勝宝年間 (749～ 757)の木簡を共伴することからすれば、「中嶋所」の記載は、正倉院文書な

どにみえる中嶋院との関連が推測される。正倉院文書によると、中嶋院 (中 嶋)は、天平 9年

(737)写経用紙注文に初見 し (『大日本古文書J編年791買 )、 天平宝字 2年 (758)9月 の中嶋勘

経所牒 (『大日本古文書』編年4315買)ま での史料に散見される施設で、ほぼ同時期にみえる嶋院。

外嶋院とともにいずれも法華寺に所属するとする理解が有力である。ただし、それらの関係に

は異論も呈されている。また、奈良官中中嶋院例得度注文 (『大日本古文書』編年10266頁)に よ

ると、天平20年 (748)4月 28日 勅により、奈良宮中中嶋院において沙弥500人 と沙弥尼10人に

得度 したとみえ、『扶桑略記』によると、天平21年 (749)正月、平城中嶋宮において聖武太上

天皇・中宮藤原宮子・光明皇后が行基を戒師として受戒したとみえ (同月14日 条)、 「中嶋院」が、

平城宮中に置かれた嶋の一つである可能性 も残る。ただし、この授戒を伝える『行基年譜』が、「平

城京中嶋宮」 (天平21年条)と するなど、その所在地はなお詳らかにし得ない。仮に平城宮 また

はその周辺とみる場合、水上池周辺、とくに北岸の中嶋の付近に比定することも可能であろう。

兵士と嶋 (庭園施設)の関わりを示す史料として、6ADC区 (平城第63次調査)の馬寮東方地区の

西池宮 と推定される区画北西にある東西溝SD6499か ら出土 した木簡 (天平10年 (738)6月 9日 付、

天平11年 (739)正 月2日 付、および年月日欠の断片)が嶋の清掃に関わる (いずれも『平城木簡概報』(8)

3頁上)。 柱抜取穴ニー出土。

木簡107 上端切断、下端・左右両辺削 り。左辺の上部は欠損。スギ *。 板 目。「令史大夫」

の宣を伝える文書木簡の断片。「令史」は、司・監・署の第四等官で、「大夫」は敬称であろう。

柱抜取穴ニー出土。

木簡108 上端切断、下端・左右両辺削 り。スギ・板 目。薪の進上木街。『雑令』によると、

毎年正月15日 に、文武官人は薪を主殿寮に進上することとされていた (文武官人条、進薪条)。

この木簡が後に年中行事として定着する御薪進上とかかわるかは不詳。「寺」は不詳だが、仮

に仏事を意味するものならば、第一次大極殿院で催される仏事との関連が推測される。この木

簡は、天平勝宝年間 (749～ 757)頃 の第一次大極殿院ないしⅡ期の官殿施設において、仏事が

催されていたことを示唆する資料となろう。柱抜取穴ニー出土。

木簡109 上端・左辺削り、下端二次的切断、右辺切り込みの上と下端の一部のみ削り。切 り

込みより下の大部分割れ。切り込み部分に白く紐の痕跡が残る。スギ・柾目。隠岐国の荷本しの

断片。「隠伎国役道郡河内郷」は、『和名抄』の隠岐国隠地郡河内郷にあたる。柱抜取穴ニー出土。

木簡¶10 四周削り。左辺の上部、右辺の上半、左右両辺の下端は欠損。ヒノキ科・板目。周

防国の塩の荷札の断片。「大嶋村」は周防国大島郡の一部か。顆 (果)塩は、袋入りもしくは布・

紙・植物性編物などで包まれた堅塩を指すのであろう。正倉院文書によると、塩の助数詞は、顆・

果・籠・杯・裏・連・尻などが用いられるが、この内、顆・果・尻は袋入りの堅塩を対象とす

るようであり、一顆=三升、二升三合、一升五合など不定量とも解される。柱抜取穴ニー出土。

木簡111 上端削り、下端折れ、左右両辺削りで、切り込みの上を欠く。モミ属 *・ 板目。天
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1木 簡

平勝宝 4年 (752)の 年紀 をもつ淡路国の調塩の荷札。「淡路国津名郡□馬郷」は、降日名抄』

の淡路国津名郡来馬郷にあたるか。柱抜取穴ニー出土。

木簡112 四周削 り。 ヒノキ科・柾 目。天平19年 (747)の文書に付 された題鉄軸。軸部のみ下

端折れ。題箋部の長さは51 mm。 柱抜取穴ニー出土。

木簡113 上端・左右両辺削 り、下端切断。ヒノキ科・板 目。「右兵庫」という役所名を記 した木簡。

孔が穿たれていることから、紐を通 したか。柱抜取穴ニー出土。

木簡114 上端折れ、下端・左右両辺削 り。 ヒノキ科 ・柾 目。常食への苦情を記 した文書木街

の断片。「常食」は、F令集解どによると日々朝夕に諸司にJJI給 される食料 (職員令大炊寮条朱説)。

常食の語は、天平宝字 6年 (762)造石山寺所食物用帳 (『大日本古文書』編年15378買)な どにも

みえ、米以外に塩・茄子・油・醤・小豆などについて常食料と注記する。上記の品目のほかに、

二条大路濠状遺構 (北)SD5300(平 城第198次調査B区)か ら出土した木簡に鯖を常食として請求

する例 もある (『平城木簡概報』(24)7頁上)。 柱抜取穴ニー出土。

木簡115～木簡148は 、すべて柱抜取穴ニー出土の削屑。

木簡118「監物」は、中務省に属する品官。西楼SB18500か ら出土 した木簡には、解の断片や

監物と記 した削屑がほかに 4′点認められる (―五0三・一瓢三～―瓢四)。

木簡119「令史」は、司の第四等官。

木簡120 右辺は木簡の原形をとどめるか。木簡121と ともに位階と人名を記 した木簡の削屑。

木簡122 右辺は木街の原形をとどめるか。「天平勝賓五年十一月」は、西楼SB18500。 東楼  天 平 勝 宝

SB7802か ら出土 した木簡のうちもっとも時代の降る年紀である。天平勝宝 5年 (753)の紀年  5年
11月

木簡は、「勝賓五年正月」「天平勝賓五年」が知られる (一四四0・ 木簡154)。

木簡123 宿衛にあたつた者を列挙 した木簡の削屑か。

本簡126～木簡148は 、柾 目の削屑。筆跡は細 く端正。木日の状況や筆跡からみて同一木簡 も

しくは一連の木簡の削屑であろう。上部に3本の刻線を引き、何段かに文字を記せるように

その下にも刻線 1本を引いたようで、現状では 1～ 3本の刻線が残る削屑が確認できる (木簡

127～ 129。 13← 133。 134。 139～ 141)。 人名・配置先 。勤務状況などが列挙される。大型の歴

名木簡と推測されるが、原形は不詳。木簡139の上端は木街の原形をとどめるか。

木簡149 上下両端折れ、左右両辺は上端に向かつて二次的に細 く削 り出す。ヒノキ科・柾 目。

解の断片。「馬司」は、兵部省所管の兵馬司か。以下、本簡154ま で、柱抜取穴ハー出土。    馬   司

木簡150 上下両端折れ、左辺削 り、右辺割れ。裏面は割つたまま。ヒノキ科・板 目。 2梱包

の某荷物に付された付札ないし進上状木簡の断片か。

木簡151 上端は二次的切断か、下端・左右両辺削 り。ヒノキ科・板 目。糸君益人の名を記  糸 君 益 人

す6059型式の木衛。「糸君益人」は、天平宝字 2年 (758)に 従人位上仁部省史生として写経所

に出仕 している (『大日本古文書』編年4-303頁 ・編年13358頁・編年13-392頁 ・編年13440頁・編年

14209頁・編年14211頁 )。 この木簡の人物と同一人物であるとすれば、天平勝宝 5年頃の式部

位子少初位下から、 5階級昇進してお り異例の速さである。

木簡152 上端・左辺削 り、下端折れ、右辺割れ。ヒノキ科・柾目。

木簡153 上端は木簡の原形をとどめる。左衛士府の発 した文書木簡の削屑であろう。

木簡刊54 天平勝宝 5年 (753)の 年紀をもつ木簡の削屑。
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F まとめ

今回報告する第一次大極殿院西半部出土の木簡は、大きく2つ のグループに分類することが

できる。第 1は、宮の造営・解体作業にともなう遺物であり、A・ B・ Eの木簡がこれに該当する。

第 2は、第一次大極殿院西の基幹排水路等の溝出上の木簡で、C・ Dの木簡がこれに該当する。

以下、木街の内容と性格について、簡単にまとめておく。

第 1の グループ、整地土・抜取穴の木簡は、造営・解体工事により生 じたものと考えられる。

特定官衛に由来し、事務作業により廃棄された木筒群ではない可能性があり、木簡の廃棄の方

法や契機を考えるうえで大きな意味をもつといえる。このグループの木簡の内容は、荷札・物

品付札が多 く、文書木簡は概 して少ない。西楼では、削屑が非常に多 く認められるが、これらは、

造営ないし施設の警備に用いられた帳簿に由来する削屑であろうか。整地土の木簡には、南面

築地回廊下の整地土から出土 した伊勢国安濃郡の白米の荷札 (木簡2。 一二人七)や、本報告書の

対象外であるが、内裏西南隅外郭整地土下層黒色粘質土層から出土 した丹波国氷上郡の白米の

荷札 (一三鉄～一三0九 )、 西辺の整地土下層木屑層・炭層から出土 した但馬国二方郡・出石郡の白

米の荷札 (木簡32。 木簡33-二六二0-二六正)な ど、特定の国郡からもたらされた米の荷札が集中

する事例が認められる。かかるまとまった木街群は、宮の造営・改作工事にともなう食料米の

集積 。支給・消費のありかたがうかがわれる史料といえるのではないか。これらの荷札は、衛

士 ,仕丁・釆女 。女丁の食料、あるいは役民の雇直および食料とされる庸の使途を考えるうえ

でも示唆的であろう。

第 2の グループ、すなわち溝出土の木街は、点数も比較的少なく、内容的なまとまりに乏し

い。このことは、第一次大極殿院の東側の、ほぼ対称の位置を流下する基幹排水路SD3765お

よびSD3715か ら出土した木簡と比較するとより鮮明になる。SD3765と SD3715の 木簡出土点数

は、それぞれ47点 (う ち削屑39点 )、 1420点 (う ち削屑981点 )であり、第一次大極殿院地区・中

央区朝堂院地区の出土木簡のおよそ 3分の 1を 占めている。その内容も多彩で、本街・墨書土

器などの出土文字資料は、官人の考選にかかわる木街、食料の授受にかかわる木街、勅旨省・

内竪のほか、弾正台、刑部省などの存在を示唆するものと概括されている (『平城報告�』)。 た

だし、SD3825の 木簡の点数の少なさは、中央区朝堂院の西半および西辺が未発掘であり、そ

の検出長は断続的に約80mに過ぎないことも考慮する必要があろう。さらに、SD3715の 木簡が、

宝亀 9年 (778)の紀年木簡を含み (一二―二四)、 奈良時代後半の特徴を有する考選木簡が認められ

る (―執四―など)の に対 し、SD3825に は、奈良時代末以降の木簡を含まない可能性があることも、

注 目される。とはいえ、大極殿院でおこなわれた行事・儀式にかかわる可能性が高いものが数

点あるほか、西側の未発掘区に広がる官衡地域の性格や官司を推測する手がか りとなるものも

わずかながら認められることも重要である。

次に、今回報告 した木簡のうち特筆すべ きものにつき、その内容を整理 しておく。

第 1は、第一次大極殿院の造営・改作 。解体過程がうかがわれる木簡である。南面築地回廊

の整地土から出土 した和銅 3年 (710)3月 の年紀をもつ木簡 (木簡2)は、平城宮そのものの

造営過程を再考させるほどの影響を与えた。大極殿院西辺整地土下層木屑層・炭層の木簡は、

養老末年頃の第一次大極殿院西辺の整備の年代を考える手がかりとなる。さらに、西楼柱抜取
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1木 簡

穴の出土木簡は、天平勝宝 5年 (753)11月 を上限とする解体時期 を明示 したが、東楼 (平城第

77次調査)の 出土木簡の年代、内容、出土状況がいずれも酷似することから、東西楼の解体が、

ほぼ同時期であるとする理解はさらに確実 となった。

「北 F弓 」 (木簡101・ 106)は 、東楼SB7802か ら出土 した「殿守」「大殿守」 (―モ癌 。一軌六)と

ともに、この時期に存在 した建物そのものを指す可能性がある。すなわち、殿と称される中心

建物 とそれを警備する兵衛または中衛の存在である。北門の警備にあたる兵士の木簡は、明確

な警備範囲としての区画が存在 したことを想像 させる。これらの建物・施設は、大極殿後殿

SB8120お よび、解体前の北面回廊の門とみることも可能であるが、もう1つ のより蓋然性の

高い推定として、工期宮殿施設を構成する中心建物と、それを取 り囲む区画施設とみることも

できる。Ⅱ期宮殿施設の、少なくともその大枠は、東西楼の解体がはじまる天平勝宝 5年末頃

に、すでに造営を終えていた可能性があり、中央区のⅡ期は、南面築地回廊の解体とともに開

始する、との理解を提示 したいと思う。

第 2は、宮内の官衛等の配置がうかがわれる木簡である。SD3825A出土の木街、あるいは

SG8190南 岸・大極殿院西辺整地上下層木屑層・炭層から出土 した、奈良時代前半に属する木

簡の中に、平城官の初斎院相当施設に関連する可能性のある木簡が数点含まれていることは注

目される (木簡8・ 17・ 56)。 以上の木簡は、北池辺新造官として史料にあらわれる平城宮の初

斎院相当施設の有力な推定地が佐紀池近辺にもとめることができることを示 してお り、未発掘

地の多い宮西半の官衛配置を考えるうえで、重要であろう。

第 3は、宮中仏事にかかわる木簡である。天平勝宝 5年頃の薪の進上木街 (木簡108)は、Ⅱ

期の官殿において、仏事が催されていたことがうかがわれる史料となる可能性がある。加えて、

6ABY区 (平城第140次調査)のSD10325か ら出土 した木簡にみえる「西大宮正月仏」事 (一二四瓶)は、

正月 8日 から7日 間にわたりおこなわれる御斎会が時期的にふさわしく、奈良時代の正月仏事

を考える貴重な資料といえよう。

最後に、上代語の検討資料を加えたことを挙げておく。出土層位からともに奈良時代前半に

遡ると考えられる転倒符の付された木簡 (木簡53)、 難波津歌木簡 (本簡58・ ―二七人七)は、注 目を

集めるであろう。

司ヒ F弓  ・

(大 )殿 守

内 の

衛 配 置

斎 院

当 施 設

宮中仏事に

関わる木簡

上 代 語 の

検 討 資 料

宮

官

　

初

相

1) 以下、樹種および木取 りの記述は、山本 崇・

藤井裕之2010「木簡の樹種同定」(奈良文化

財研究所『平城宮木簡七』奈良文化財研究所

史料第85冊)を参照のこと。本稿でも、生物

顕微鏡を用いた観察による樹種同定の結果

は、ヒノキ *、 スギ*の ごとく*を付 し、実

体顕微鏡による表面観察によるものは、ヒノ

キ科、スギのごとく示し区別した。また、資

料の劣化等により樹種の決め手にかけるもの

は、ヒノキ科 ?、 スギ ?の ごとく?を付した。

『続日本紀』和銅 6年 (713)5月 甲子 (2日 )

条。この命令は、『延喜式』民部式上11郡里

名条の「凡諸国部内郡里等名、並用三二字 。

必取二嘉名 」へと継承される。

奈良県教育委員会1969『 藤原宮一国道165号

線バイパスに伴う宮域調査』 (奈良県史跡名

勝天然記念物調査報告第25冊 )。

日本国語大辞典第二版編集委員会 ,小学館国

語辞典編集部2001『 日本国語大辞典 第二版』

第12巻 (小学館 )。

浜松市教育委員会2009『鳥居松遺跡 5次 伊

場大溝編』。

近藤大典2006「平城宮出土「美濃国方県郡杏

間里」木簡について」 (『美濃の考古学』第 9

号)。

小林芳規1978「 平城宮木簡の漢字用法と古事

記の用字法」 (『石井庄司博士喜寿記念論集

上代文学考究』塙書房)。 確実な日本古代の

5)
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実例として最古となる可能性がある。

8)舘野和己2001「木簡の表記と記紀」 (『国語と

国文学』第78巻H号 )。

9)東野治之1984「寸言 抹消符と倒置符」(『文学J

第52巻第 9号。のち、東野「抹消符と倒置符」

『書の古代史」岩波書店、1994年 所収)。

10)山本 崇2006「難波津の歌の新資料―姫路市

辻井遺跡出土木簡の再釈読一」 (奈良文化財

研究所『奈良文化財研究所紀要2006』 )。

11)高 岡市教育委員会2001『石塚遺跡・東木津遺

跡調査報告』。

12)奈良国立文化財研究所1997『平城京左京七条

一坊十五・十六坪発掘調査報告』 (奈良国立

文化財研究所学報第56冊)82号木簡。

13)橋本義則1992「 長岡宮内裏小考―内裏の構造

と皇后宮・後宮の所在をめぐって」 (中 山修

一先生喜寿記念事業会編『長岡京古文化論叢』

H、 三星出版。のち、橋本「長岡宮内裏考」『平

安宮成立史の研究』塙書房、1995年 所収)。

14)堀池春峰1983「梨原官と梨原庄」 (『奈良県観

光』321号 )。 渡辺晃宏1995「 二条大路木簡と

皇后宮」 (奈良国立文化財研究所『平城京左

京二条二坊・三条二坊発掘調査報告―長屋王

邸・藤原麻呂邸の調査』奈良国立文化財研究

所学報第54冊)な ど。

15)吉川真司2007「平城京の水田守」 (大和を歩

く会編 Fシ リーズ歩 く大和 I古代中世史の

探究』法蔵館 )。

16)佐久間竜1958「傍系写経所の一考察―中島院・

嶋院・外島院について」 (『続日本紀研究』第

5巻第 4号 )。

17)岸 俊男1979「 “嶋"雑考」 (奈良県立橿原考

古学研究所編『創立四十周年記念 橿原考古

学研究所論集』第五、吉川弘文館。のち、岸

「「嶋」雑考」『日本古代文物の研究』塙書房、

1988年所収)。 宮崎健司1992「法華寺の三「嶋」

院について」(『大谷学判 第71巻 4号。のち、

宮崎「法華寺の三「嶋」院」『日本古代の写

経と社会J塙書房、2006年所収 )。 大平 聡

1992「五月一日経の勘経と内裏・法華寺」(F宮

城学院女子大学 キリス ト教文化研究所研究

年報』第26号 )、 など。

18)山本 崇2004「御斎会とその舗設一大極殿院

仏事考」 (奈良文化財研究所『奈良文化財研

究所紀要2004』 )。 吉川真司2007「大極殿儀式

と時期区分論」 (『 国立歴史民俗博物館研究報

告』第134集 )。

19)塩 の単位については、廣山尭道・廣山謙介

2003『古代日本の塩』 (雄山閣)、 助数詞一般

については、三保忠夫2004『木簡と正倉院文

書における助数詞の研究』 (風間書房)、 など

を参照。

20)北池辺新造宮は、水上池西南辺の丘陵上に推

定する説がある (金子裕之1996「平城宮の後

苑と北池辺の新造宮」『瑞垣』第175号 )。
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2 瓦薦類

2 瓦樽類

平城宮の他の地点と同様、本報告の対象範囲からも多量の瓦碑類が出上した。もっとも多く

出土したのは九瓦と平瓦で、次いで軒九瓦・軒平瓦、そして面戸瓦や戻斗瓦といった道具瓦の

類も一定量出土している。これらはわずかな例外を除くと、いずれも奈良時代に属するもので

ある。ここでは主に奈良時代の瓦について記述をおこなうが、一部、第一次大極殿院にかかわ

る奈良時代以外の瓦についても説明を加えることにする。

軒瓦に関しては、すでに『平城報告 I～�』や『基準資料 I～ Ⅸ瓦編』などで報告がなされ

ているものもあるが、再度文様や製作技法の諸特徴について略述する。その際、型式分類につ

いては『平城京・藤原京出土軒瓦型式一覧』にもとづくものとする。なお、各型式の法量や出

土比率などは別表 1・ 2に掲げている。また、本文中の軒瓦拓本のうち、破片である場合には

平城宮・京内出土軒瓦の標式拓本と合成したものを使用した。その縮尺はいずれも4分の1で

ある。

A 軒丸瓦

軒九瓦は22型式51種、計646点が出土 した (型式が判明したものは321点 )。 これらは文様によっ

て単弁蓮華文と複弁蓮華文に大別できる。以下では、この大別によって説明する。

製作技法には、大部分が瓦当部に九瓦部を接合する接合式で、その接合部分にみられる接合

線は半円形をなす。したがって以下では、このような接合部に関する記述を省略 し、接合式お

よび接合線が半円形でない場合に関してのみ、解説を加えることにする。

単弁蓮華文軒丸瓦 (図版79'80)

6130型式 タト縁に線鋸歯文を巡らす。蓮子は 1+8、独立した間弁をもつ。A・ Bの 2種があり、 6130型式

Bのみが出土した。

B(57点、図53)間弁が弁全体を取 り巻 くように配されてお り、中房がやや突出する。瓦当側

面に籠端らしき圧痕があり、瓦範が狽1面におよぶタイプと考えられる。九瓦部凸面には工具に

よる縦方向のナデ調整、瓦当下半の側面部には工具による横方向のナデ調整 (工具を用いないも

のもある)を 施す。接合時に瓦当裏面に接合溝を設け、そこに先端未加工の九瓦部を接合する。

その際、九瓦部先端が接合溝から若干ずれ、空隙となって残るものがある。その後、九瓦部凹

凸両面に接合粘土を充填する。丸瓦部凹面の接合粘土は瓦当裏面の広い範囲にまでおよび、九

瓦部にかけて縦方向のユビナデ調整を施す。瓦当裏面は不定方

向のナデ調整により平坦に仕上げる。焼成はやや不良で、暗茶

褐色を呈する。

6131型式 外縁に凸鋸歯文が巡るが、珠文外周の圏線を欠 く。

蓮子は 1+8である。A・ Bの 2種があり、Aのみ出土 した。

A(4点、図54)Y字形の独立 した間弁をもつ。瓦当側面に範

端痕は確認できない。九瓦部凸面は九瓦部の中程まで縦方向の

6130B

図 53 軒丸瓦 1
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6132:型 5式

6133型 式
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図54 軒丸瓦 2

で、暗灰色～暗灰黒色 を呈す る。

ナデ調整を施 し、中程から玉縁部までは丸瓦部製作時の横

方向のナデが残る。凹面の接合部では縦方向のユビナデ調

整が九瓦部の中程まで達し、そこから玉縁部までは布圧痕

が残存する。瓦当裏面は大きく凹み、不定方向のナデ調整

によって仕上げられているが、瓦当周縁に沿つてはケズリ

調整で仕上げる。焼成は良好で硬質、灰褐色を呈する。

6132型式 外縁は線鋸歯文で、間弁をもたない。そのため、

弁は互いに接 している。蓮子は 1+8である。A・ Bの 2

種があり、Aの みが出上 した。

A(3点、図54)弁端が尖 り、一部は弁端が閉じていない。

九瓦部が残存 している個体は出土 していないが、凸面に縦

方向のナデ調整を施していたようである。瓦当下半の側面

部は、縦方向ののちに横方向のナデ調整を施す。範詰めの

際に中央部を薄 く、周縁部を厚 く盛 り上げることから、九

瓦部を接合 したのちに、瓦当裏面が大きくくばんだような

状況となっている。なお、丸瓦部の先端は未加工のまま接

合 している。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で仕上げるが、

顕者な指頭圧痕が明瞭に残っている。焼成は良好で堅緻、

灰色を呈する。

6133型式 外縁は素文縁で、間弁をもたない。そのため、

弁は互いに接 している (Rの み接せず)。 珠文外周の圏線を

欠 くものもある。A～ D、 I～ Sの 15種 があるが、そのう

ちA～ Dの 4種が出土 した。

Aa(24点 、図54)蓮 子が 1+5で、蓮弁は12弁で弁端が

尖る。ある段階で中房の圏線や弁を彫 り直してお り、彫 り

直す以前をAa、 以後をAbと して区別するが、Abは 出土

していない。九瓦部凸面は工具による縦方向のナデで調整

し、瓦当下半の側面部は縦方向ののち横方向のナデ調整を

加えている。凹面接合部と瓦当裏面も工具によるナデが施

され、接合部は縦方向、瓦当裏面は不定方向の調整を施す。

そのため、接合粘土と瓦当裏面とがなす角度は直角に近い。

瓦当裏面は平坦に仕上げられている。焼成はおおむね良好

B(4点、図54)蓮子が 1+6で、蓮弁は12弁、やや弁端が丸みを帯びる。丸瓦部凸面には縦

方向のナデ調整、凹面の接合部付近に縦方向のナデ調整を施す。接合粘土は凹凸両面ともに厚

い。瓦当裏面はややくばみ、下半部に沿って側縁から続 く一連のケズリ調整を施す。焼成は不

良で、赤褐色を呈する。

C(9点、図55)蓮子が 1+6で、蓮弁は13弁で弁端が尖る。瓦当側面にわずかに籠端痕が認
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められ、瓦抱が側面におよぶタイプであることがわかる。

九瓦部凸面は縦方向のナデ調整、凹面接合部も維方向のナ

デ調整で仕上げる。やや瓦当裏面が くばむものの、全体と

しては平滑に仕上げている。焼成はやや甘 く、灰色を呈する。

Db(1点、図55)蓬 子が 1+6で、蓮弁は16弁 で弁端は

丸い。珠文外周に圏線を欠く。中房が突出するように彫 り

直されたものがあ り、彫 り直 し以前をDa、 以後をDbと し

て区別するが、Daは 出土 していない。瓦当は比較的薄い。

九瓦部凸面は縦方向のケズリ調整で仕上げる。凹面は接合

部から九瓦部の中程辺 りまで維方向のナデ調整が認められ、

それ以外の部分には布圧痕が残る。接合時の九瓦部先端は

未加工のままである。焼成は不良で、表面は黒色を呈する

ものの、内部は淡褐色を呈する。

6134型式 6130型 式同様、外縁に線鋸歯文を巡 らし、独

立 した間弁をもつが、6130型式に比 して珠文の数が少ない。

A～ Dの 4種があり、Aのみが出土した。

Ab(7点、図55)蓮子が 1+8で、弁端が九い。間弁はい

わゆる人字形を呈する。蓮子と珠文が大きく彫 り直されて

いるものがあ り、彫 り直 し以前のものをAa、 それ以後を

Abと して区別するが、Aaは出土 していない。摩滅 してい

るものが多 く、表面調整については不明な点が多い。個体

によっては、薄 く瓦他に抱詰めした段階で丸瓦部 (先端未

加工か)を接合 し、その後、凹面に接合粘土を充填するが、

瓦当縁部にかけて厚 く盛るため、結果的に瓦当裏面が大き

くくぼむ形状をなす。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で仕

上げる。焼成は不良で軟質、暗灰色を呈する。

6135型式 外縁に線鋸歯文を巡らし、やや長い三角形の

独立 した間弁をもつ。全体の直径に比 して中房径が小さい

のも特徴である。A～ CoEの 4種があ り、Aの みが出土

した。

A(1点、図55)蓮子が 1+6で、蓮弁は12弁、弁端は九

i正種著重ご五ユぶガ竜1動
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図 55 軒丸瓦 3

い。瓦当は比較的薄く、裏面に不定方向のナデ調整を施す。瓦当上半が大きく欠損 しているた

め、九瓦部との関係は不明である。焼成は不良で軟質、暗褐色を呈する。

6138型式 弁端が九 く、三角形あるいは水滴形の間弁をもつ。A～ C・ E～ Lの 11種があ り、 6138型 式

Bのみが出土した。

B(1点、図56)タト縁に線鋸歯文を巡らし、内区を一段高 くつ くる。蓮子は 1+5で、蓮弁は

12弁である。外区部分のみ残存する個体が 1点 出土 したのみである。かつ、摩滅も進行 してい

ることから製作技法等の詳細については不明である。焼成は不良で軟質、淡褐色を呈する。
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第Ⅳ章 遺 物

6225:型 5式

五 複弁蓮華文軒丸瓦 (図版 80～ 85)

6225型 式 外縁に凸鋸歯文を巡らし、内縁には珠文では

なく2重の圏線を巡らす。中房の径は大きく、蓮子は 1+8

である。蓮弁は 8弁で、Y字状の独立 した間弁をもつ。A
～ F・ Lの 7種のうち、A～ CoLの 4種が出土 した。

A(5点、図56)弁端が尖 り、間弁の開きがやや大 きい。

九瓦部凸面は縦方向のナデ調整を施す。瓦当下半の側面部

は摩減のため不明である。瓦当裏面にみられる横方向の粘

土級や、凹面接合粘土が存在しない点から、成形台による

一本作 りであることがわかる。瓦当裏面は大 きくくぼんで

お り、不定方向のナデ調整を施 している。焼成は良好で、

灰色を呈する。

B(1点、図56)こ の型式の中ではやや大型で、弁端や間

弁の様相はAに近い。瓦当下半の欠損状況などから、成形

台による一本作 りであることがわかる。九瓦部にも一部そ

の痕跡が認められる。九瓦部凸面は縦方向のナデ調整、内

面も同様の調整による。布圧痕は確認できない。瓦当裏面

から丸瓦部にかけては不定方向のナデ調整を施す。焼成は

良好で、灰褐色を呈する。胎土には長石片を多量に含む。

C(7点、図56)蓮子はやや小粒で、弁端は九い。間弁の

開きがやや小さい。九瓦部凸面には縦方向の、瓦当下半の

側面部には横方向のナデ調整を施す。接合式のものもあ

り、接合する際に瓦当裏面に接合溝を設け、そこに先端未

加工の九瓦部を接合するが、中には先端が接合溝の底に達

せず、空隙が残るものがある。その後、凹凸両面に接合粘

土を充損する。接合部内面は縦方向のユビナデ調整を施し、

瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。このほ

か、接合式ではなく成形台による一本作 りの個体も存在す

る。焼成は良好で、黒色～灰白色を呈する。

L(1点、図57)大型品で、直径は25cmあ まりに達する。

弁端や弁間の状況はCに よく似る。瓦当の一部のみが出土図 56 軒丸瓦 4

した。粘土の剥落状況から瓦当上部にあたると考えられる。製作技法等に関しては不明である。

焼成は不良で、外面は黒色を呈するが、内面は白色を呈する。

6235型 式  6235型式 外縁が素文で、蓮弁は 8弁、独立した間弁をもつ。いわゆる東大寺式軒丸瓦である。

A～ K・ M・ 0～ Qの 15種があり、Bのみが出土 した。

B(1点、図57)蓮子は 1+5で、珠文外周の圏線を欠 く。九瓦部凸面は工具による縦方向の

ナデ調整を施す。接合の際、九瓦部先端は未加工のままである。そして丸瓦部凹凸両面に接合

′27



2 瓦碑類

粘土を充填するが、内面には縦方向ののち、

工具による横方向のナデ調整が加えられて

いる。焼成はやや不良で、灰色を呈する。

6269型式 外縁に凸鋸歯文を巡 らし、蓮

弁は 6弁、T字状の間弁が先端で蓮弁に接

している。中房はわずかに突出し、蓮子は

1+6である。Aのみが確認されている。

A(1点、図57)瓦当側面に抱端痕は確認

できない。丸瓦部凸面には縦方向のナデ調

整、凹面接合部にもナデ調整を施す。瓦当

は比較的厚いが、接合粘土はさほど多 くな

い。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平滑

に仕上げる。焼成は良好で、暗褐色を呈する。

6273型 式 外縁に凸鋸歯文を巡 らし、蓮弁は 8弁、独

立 した間弁をもつ。中房がわずかに突出し、蓮子は 1+5

+9である。いわゆる藤原宮式軒九瓦である。A～ Dの

4種があり、A・ Bが出土している。

A(3点、図57)複弁中央部の盛 り上が りが大 きく、間

弁 もやや太めである。瓦当側面に抱端痕があり、瓦抱が

側面におよぶタイプであることがわかる。九瓦部を接合

する際には、まず絶詰めしている段階で九瓦部を立て、

さらに瓦当裏面に厚 く粘土を盛ったのち、凹凸両面に接

合粘土を充填する。九瓦部凹面の先端部には斜格子状の

刻み目を施す (図版81)。 凹面接合粘土には棒状の工具で

押 し当てたような痕跡が顕者に残る。瓦当下半の側縁部

は、縦方向のケズリ調整ないし工具によるナデ調整を施

したのちに、横方向のナデ調整を加える。焼成は良好で、

表面は黒色、内面は淡褐色を呈する。

B(5点、図58)弁の盛 り上が りはやや小 さく、タト縁の

凸鋸歯文が縦長である。瓦当側面に抱端痕があり、瓦籠

が側面におよぶタイプであることがわかる。凹面接合粘

土がやや薄 く、指頭圧痕が多 く残る。焼成はやや不良で、

灰褐色を呈する。

6275型 式 やや広い外縁に線鋸歯文を巡 らし、蓮弁は

8弁、独立した間弁をもつ。蓮子は3重だが、その配置

には種類ごとにヴアリエーシヨンがみられる。いわゆる

藤原宮式軒丸瓦である。A～ E・ G～ K・ Nの 11種があり、

C～ Eが出土した。

6269Z型 5式

6273 Ztt Ft

6275Z型 5式

図 57 軒丸瓦 5
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6281型 式

第Ⅳ章 遺 物

C(1点、図58)中 房は突出してお り、蓮子は 1+8
+15である。出土した個体は中房部分の破片のみであ

るので、技法等に関しては詳細不明である。わずかに

瓦当裏面に不定方向のナデ調整を施すことのみ指摘で

きる。焼成は良好で堅緻、色調は灰黒色を呈する。

D(1点、図58)タト縁が他種に比 してやや広 く、大ぶ

りの線鋸歯文を巡らせる。突出した中房に1+4+8

の蓮子を配する。間弁の一部は先端で連結 している。

瓦当は比較的薄く、瓦籠に粘土を詰める際に、周縁か

ら中央へと順に詰めていく状況がわかる。九瓦部凸面

には縦方向のナデ調整を施す。九瓦部を接合する際の

接合溝 (お そらく指による)が認められる。瓦当裏面は

不定方向のナデ調整で平滑に仕上げられ、そこからケ

ズリ調整によって垂直に立ち上がる。焼成はやや良好

で、灰褐色を呈する。

E(1点、図58)他種に比べてやや小型で、外縁端部

には 1条 の沈線が巡る。わずかに突出した中房に 1

+8+10の 蓮子を配する。瓦当側面に抱端痕は確認で

きない。九瓦部凸面には縦方向のナデ調整を施す。九

瓦部を接合する際、九瓦部広端付近の凹凸の両面に縦

ないし斜め方向の刻み目を施す。凹面接合粘土は比較

的少ない。瓦当裏面は不定方向のナデ調整によって平

滑に仕上げる。焼成は良好で堅緻、暗灰色を呈する。

6281型 式 外縁に線鋸歯文を巡 らし、蓮弁は8弁で

やや短 く、間弁が先端で連結する。蓮子はいずれ も

3重である。A・ Baは藤原宮からの出土例がある。A
～Cの 3種があり、A・ Bが出土 した。

A(5点、図59)中 房は突出せず、蓮子は 1+4+8

である。全体的に平坦である。籠傷が進行 した結果、

蓮弁と間弁、珠文同士がつながった個体がある。瓦当

側面に抱端痕が確認でき、瓦範が側面におよぶタイプ

と判断できる。九瓦部凸面には縦方向のナデ調整を施

す。瓦当裏面の九瓦接合部はかろうじて接合溝が確認

できる。凹面接合粘土は比較的多 く、瓦当下半部から

厚さを増しつつ九瓦部に充填する。瓦当裏面は不定方

向のナデ調整で平坦に仕上げる。焼成の状態はさまざ

まで、良好なものは青灰色を呈 し、良好でないものは

黒色を呈する。

」2び
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Ba(1点、図59)突出した中房に 1+8+8の 蓬子

を配する。出土例が瓦当下半部の破片 1点のみなの

で詳細は不明だが、瓦当裏面には不定方向のナデ調

整を施 して平滑に仕上げ、瓦当の側縁部には横方向

のナデ調整を施している。焼成はやや不良で、灰黒

色～灰白色を呈する。

Bb(3点、図59)線鋸歯文を巡らす外縁のさらに外

側に、素文の外縁を付加 したものをBbと して区別

する。瓦当は厚 く、側面に絶端痕は確認できない。

九瓦部凸面に縦方向のナデ調整を施す。九瓦部を接

合する際、瓦当裏面に丸瓦部を立てたのち、凸面側

から粘上をナデつけ、その上から接合粘土を付加す

る。凹面も同様の手法を用いた可能性があるが、接

合粘土はやや少ない。瓦当裏面に不定方向のナデ調

整を施すが、裏面中央がやや くぼむ。焼成はあまり

良好ではないが、表面は黒色を呈する。

6282型式 外縁に線鋸歯文を巡 らし、やや短い 8

弁の蓮弁をもつ。間弁は先端で連結する。蓮子中央

の 1顆のみが大きいのが特徴である (Aを 除く)。 A

～E・ G～ I・ Lの 9種 があ り、A～ E・ Gの 6種が

出土した。

A(1点、図59)中房径がやや大きい。蓮子は 1+8

で、すべての顆が同じ大きさである。他種に比して

瓦当は厚 くなく、丸瓦部の取 り付け位置はやや高い。

瓦当側面に他端痕は確認できない。九瓦部凸面に工

具による縦方向のナデ調整を施す。凹面は接合粘土

が剥落し、状況が不明である。接合部に瓦当裏面に

わずかに刻み目を入れ、九瓦部を立て、瓦当裏面か

ら凹面にかけてナデ調整を施す。その後、改めて丸

瓦部凹面に接合粘土をあてる。瓦当裏面は工具によ

る不定方向のナデ調整で平滑にする。焼成はやや甘

く、灰色を呈する。

Ba(20点 、図60)短い弁同士が離れ、外区の珠文外

周の圏線が太い。蓮子は 1+6である。瓦当はきわ

めて厚 く、狽↓面に絶端痕は確認できない。九瓦部凸

面は縦方向のナデ調整を施し、玉縁部の肩部まで達

する。九瓦部凹凸両面の接合粘土は厚 く、凹面側は

九瓦部中程まで縦方向のユビナデ調整を施す。その

2 瓦盛類

6282を型5式

図 59 軒丸瓦 7
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第Ⅳ章 遺 物

図 60 軒丸瓦 3

後、ケズリ調整により接合線を蒲鉾形に整える。九瓦部側面

もケズリ調整する。瓦当裏面はケズリ調整がおよばない箇所

に不定方向のナデ調整を施す。焼成は良好で、淡灰色を呈する。

Bb(5点、図60)中房の圏線を欠き、弁や間弁を細 く、かつ

蓮子 と外区珠文を大きく彫 り直 したものをBbと して区別す

る。九瓦部凸面は縦方向のナデ調整を施す。瓦当下半の側面

部は摩減が進み、調整は不明である。九瓦部の凹凸両面とも

に接合粘土が極端に厚 く、接合部は工具によるナデ調整を施

し、接合線は横長の台形をなす。瓦当もきわめて厚 く、裏面

は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。焼成はやや不良で、

灰色を呈する。

Ca(2点、図60)直径がやや小 さく、 1弁 を除いて複弁が接

する。蓮子は 1+6である。中房圏線 を彫 り直 したものを

Cbと して区別するが、Cbは 出土 していない。いずれの個体

も摩減が著 しく、細かい調整などは明らかではない。九瓦部

が剥落した個体では、九瓦郡先端が未加工のままで接合され

てお り、他種に比して凹凸両面の接合粘土が少ない。比較的

小型のためである可能性があろう。瓦当裏面は不定方向のナ

デ調整で平坦に仕上げる。焼成は不良で軟質、暗褐色を呈する。

D(2点、図60 Cに よく似るが、弁端がやや角張 り、内区

外周の圏線が細い。瓦当が厚 く、九瓦部の凹凸両面の接合粘

土も厚い。九瓦部凸面は縦方向の工具によるナデ調整を施 し、

凹面接合部は縦方向のユビナデ調整ののち、ケズリ調整に

よって仕上げるため、接合線が蒲鉾形をなす。瓦当下半から

九瓦部側面にかけてもケズリ調整がみられる。焼成はやや甘

く、灰褐色を呈する。

E(1点、図61)直径に比 して中房径が小 さく、中房の圏線

を欠 く。蓮弁は 1弁 を除いて複弁が接する。蓮子は 1+6で

ある。瓦当側面に施端痕があり、瓦絶が側面におよぶタイプ

であることがわかる。瓦当はかなりの厚みをもつ。九瓦部凸面では瓦当寄 りから中程まで、縦

方向のケズリ調整ののちに縦方向のナデ調整を施す。瓦当下半の側縁にも同様の調整を施す。

九瓦都中程から玉縁部までは、九瓦部製作時の横方向のナデ調整が残る。九瓦部凹面は接合部

から丸瓦部中程まで縦方向のナデ調整を施 し、それ以外の部分は布圧痕が残存する。接合粘土

は凹凸両面ともに厚い。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で比較的平坦に仕上げる。焼成は比較

的良好で、灰褐色を呈する。

G(3点、図61)中房の径が比較的大きく、複弁は離れている。内区外周の圏線が細い。蓮子

は 1+6である。残存状況の良好な個体がなく、製作技法等の詳細は不明である。図や図版に

取 り上げた個体も瓦当中央部のみの破片である。焼成は不良で軟質、赤褐色を呈する。胎土に
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2 瓦薦類

長石片・石英片・チャー ト片などを多量に含んでいる。

6284型 式 外縁にやや大ぶ りの線鋸歯文を巡らし、蓮弁

は 8弁 (Lのみ7弁 )、 間弁は先端で連結する。蓮子は 1+6

である。A～ FoLの 7種があり、Lを 除く6種が出土 した。

A(50点 、図61)弁が大 きく盛 り上がる。瓦当側面に範端

痕が認められ、瓦他が側面におよぶタイプであることがわ

かる。瓦他にある程度粘土を詰めてから丸瓦部を接合する。

九瓦部の先端は未加工のままである。その後、九瓦部凹凸

両面に接合粘上を充填 し、瓦当裏面にも粘土を盛って厚 く

仕上げる。丸瓦部凸面に縦方向のナデ調整を施 し、凹面は

九瓦部中程まで縦方向のユビナデ調整や細い工具によるナ

デ調整を施す。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕

上げる。なお、瓦当下半側面部は工具による縦方向のナデ

調整を施すものと、その上から横方向のナデ調整を加える

ものがある。全体的に焼成は良好で、黒色を呈する。

B(4点、図61)Aに 似るが珠文がやや小粒で、弁の盛 り

上が りもやや低い。間弁と外区圏線の間に範傷がみられる。

瓦当側面に抱端痕は確認できない。九瓦部凸面は縦方向の

ナデ調整で仕上げる。丸瓦部を接合する際には、まず一定

量の粘土を瓦飽に詰めたのち、接合溝を設けてから九瓦部

を接合 し、そこから瓦当裏面全体に接合粘土を厚 く盛る。

その際、九瓦部凹面の先端付近に刻み目をつけているもの

がある。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平滑に仕上げる。

焼成は良好で堅緻、灰色を呈する。

C(33点、図62)弁の盛 り上が りが低 く、他種より平坦な

印象を受ける。外縁の線鋸歯文もやや粗い。瓦当側面に他

端痕があり、瓦範が側面におよぶタイプであることがわか

る。瓦飽に粘土を一定量詰め九瓦部を接合する際、接合溝

を設けるものと設けないものがあり、後者が多い。九瓦部

の先端は未加工である (図版83)。 その後、凹凸両面に接合

粘土を盛 り、瓦当裏面にも粘土を盛って厚 く仕上げる。凸 図 61 軒丸瓦 9

面には縦方向のナデ調整を施 し、凹面の九瓦部中程までに維方向のユビナデ調整や細い工具に

よるナデ調整を施す。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。なお、瓦当下半の側

面部は工具による縦方向のナデ調整で仕上げるものと、さらにその上から横方向のナデ調整を

加えるものの両者がある。全体的に焼成は良好で、黒色を呈するのが特徴である。

D(1点、図62)弁が大きく盛 り上がるとともに、中房 もやや盛 り上がる。外縁の線鋸歯文は

粗い。九瓦部は籠詰めの途中で接合 し、その後さらに接合粘土を厚 く盛 り、瓦当自体を厚 く仕

上げている。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。瓦当下半の側面にはヨコナデ

62842型 5式
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6304ぞ型5式

調整を施す。焼成は良好で堅緻、灰色を呈する。

Ea(4点、図62)弁はやや平坦なつくりだが、子葉が太い。

中房は一段高 くつ くられている。なお、中央の蓮子を大き

く彫 り直 したものをEb、 さらに線鋸歯文を太 く、子葉を

細 く彫 り直 したものをEcと して区別するが、これらは出

土 していない。九瓦部凸面には縦方向のナデ調整、瓦当下

半の側面部にはヨコナデ調整を施す。九瓦部先端は未加工

のまま接合されている。瓦当裏面は不定方向のナデ調整に

よつて平坦に仕上げる。焼成は不良で、淡褐色を呈する。

F(3点、図62)他種に比して外区の珠文が大ぶりである。

全体的に摩耗が進んだ個体が多 く、調整不明な箇所が多

い。九瓦部凸面には縦方向の調整 (ナ デ調整か)がみられる。

瓦当下半の側面部も同様である。接合粘土は凹凸両面とも

にさほど厚 くない。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦

に仕上げる。焼成は不良で軟質、淡褐色を呈する。

6304型式 外縁にやや大ぶ りの線鋸歯文を巡 らす。蓮弁

は 8弁でやや長く、先端は尖 り気味である。間弁は先端で

わずかに連結する。中房が突出しているのも特徴である。

A～ EoG・ L・ NoOの 9種があり、C・ Lが出土 した。

C(12点、図63)他種に比 して弁は短いが、文様の凹凸が

比較的明瞭である。九瓦部凸面には縦方向のナデ調整、瓦

当下半の側面部には斜めない し横方向のナデ調整を施す。

九瓦部を接合する際には瓦当裏面に接合溝を設け、九瓦部

先端を未加工のまま接合する。なかには接合溝の底まで九

瓦部先端が達せず、空隙を残 している個体もある。その後、

九瓦部凹凸両面に接合粘土を充填する。瓦当裏面は不定方

向のナデ調整によつて平坦に仕上げる。焼成はやや良好で、

表面は黒色、内面は灰白色を呈する。

L(4点、図63)直径が約25cmに達する大型品である。九

瓦部が残存している個体は皆無であった。瓦当下半の側面

部は縦方向のケズリ調整をしたのちに横方向のナデ調整を

加える。瓦範が大きいためか、 3回程度に分けて絶詰めをおこなったのち、九瓦部を接合する。

その際、九瓦部先端は未加工のままである。そして丸瓦部凹凸両面に接合粘土を充損するが、

凹面接合粘土はさほど多 くなく、むしろ凸面接合粘土を厚 く充填する。また、丸瓦部は通常の

大きさであるためか、九瓦部をややゆがめて蒲鉾形に近い形状で接合 している (図版84)。 瓦当

裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げるが、一部側面に近い部分に側面調整のヘラケズリ

調整がおよんでいる箇所がある。焼成はやや良好で、表面は黒色、内面は灰白色を呈する。

6307型 式  6307型式 蓮弁が 8弁で、間弁をもたないのが特徴である。A～ 」・Lの H種があるが、外縁

図 62 軒丸瓦 10
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2 瓦悔類

や弁、通子の状況にヴアリエーシヨンがあ

る。Aの みが出土 した。

A(1点、図69 間弁をもたない複弁であ

るが、箇所によっては3弁が連結 していた

り、単弁になっていたりと変化が認められ

る。瓦当の一部のみ出上 した。絶詰めが何

回かに分かれておこなわれていたようで、

他詰めの際の指頭圧痕が顕著に残る。そし

て飽詰めの早い段階で丸瓦部を接合 し、そ

ののちに接合粘土を充損 していたものと推

定される。それ以外の諸特徴は不明である。

焼成はやや不良で、灰色を呈する。

6308型式 外縁に粗い線鋸歯文を巡らし、 6308と型F丸

やや長い 8弁の蓮弁と独立 した間弁をもつ。中房はやや小

さく、わずかに突出する。A～ DoH～ N・ Rの 12種があり、

A・ B・ Dが出土した。

Aa(3点、図64)弁は盛 り上が りをみせ、弁央端に小さな

三角文が配される。蓮子は 1+6である。弁や間弁と、珠

文や線鋸歯文の位置が整合 している。線鋸歯文外周に細い

凸線が巡る。なお、中房圏線を彫 り直 したものをAbと し

て区別するが、Abは 出土 していない。瓦当側面に範端痕

は確認できない。九瓦部凸面に縦方向のナデ調整、瓦当下

半の側面部に横方向のナデ調整を施す。瓦当裏面は大きく

くばみ、丸瓦部凹面接合粘土は少なく、横方向のナデ調整

を加える。焼成は不良で全体に摩減 してお り、赤褐色を呈

する。

B(3点、図64)諸特徴はAと ほぼ同様だが、わずかに弁

が細い。図示 した個体は中房の外側に抱傷が認められる。 図 63 軒丸瓦 11

九瓦部凸面に縦方向のナデ調整、瓦当下半の側面部に横方向のナデ調整を施す。瓦当裏面は不

定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。焼成はやや不良で、表面は黒色、内面は灰色を呈する。

D(1点、図64)弁央端に三角文が認められず、線鋸歯文外周の凸線 も認められない。Aに認

められたような弁や珠文、線鋸歯文の対応関係は崩れている。中房周辺の破片が出土したのみ

である。抱詰めの状況を如実に示 しており、粘土をまずは中房周辺にのみ詰め、それから周縁

にかけて厚みを増 しながら詰めている。ただし、中房付近に向けて厚みを減 じていくので、瓦

当裏面が大きくくぼむ可能性が高い。九瓦部が剥落した痕跡 も残ってお り、それによると未加

工のまま接合されているようである。焼成は良好で堅緻、灰色を呈する。

6311型式 諸特徴は6308型式に類するが、中房が突出しないのが特徴である。蓮子は 1+6 6311型 式

である。A～ Hの 8種があり、A・ Bが出土した。

6304C
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第Ⅳ章 遺 物

Aa(1点、図64)弁が盛 り上が り、弁端部が比較的高い。なお、

弁の輪郭を彫 り直したため、間弁が中房まで達しなくなった

ものをAbと して区別するが、Abは出土 していない。出土 し

た個体は比較的摩耗が進み、製作技法等の詳細がよくわから

ない。わずかに瓦当裏面をナデ調整で平坦に仕上げることを

指摘できるのみである。焼成はやや不良で軟質、黒色を呈する。

Ba(2点、図64)文様構成はほぼAと 一致するが、弁の中央

部が盛 り上がるという特徴をもつ。なお、弁の輪郭を彫 り直

したため、間弁が中房まで達 しなくなったものをBbと して

区別するが、Bbは 出上 していない。残存状況の良好な個体

がなく、図示 した個体も摩滅が進み、詳細は不明である。わ

ずかに内面接合粘土が極端に少ないことと、九瓦部先端が未

加工のままで接合されている点のみ触れておく。焼成は不良

で軟質、灰褐色を呈する。

6313型式 小型の軒九瓦で、外縁に線鋸歯文を巡 らし、 4

弁の蓮弁をもつ。蓮子が 1顆のみなのが特徴である。間弁は

独立して配されるものと先端部で連結するものとの両者があ

る。A～ Iの 9種があり、A～ Cが出土 した。

Aa(1点、図65)互いに接する複弁は盛 り上が りをみせ、弁

端が九い。独立した間弁をもつ。弁や間弁と、珠文や線鋸歯

文の位置が汁応する。中房と弁を彫 り直 したために、全体的

に中房が盛 り上がるものをAbと して区別するが、Abは 出土

していない。外区の珠文の数箇所に抱傷が認められる。瓦当

側面に抱端痕は確認できない。九瓦部は剥落しているが、九

瓦部凹面に付着していた布圧痕が剥落部に残つている。瓦当

裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる (図版85)。 焼成

はやや不良で、灰掲色を呈する。

B(1点、図65)文様構成はAと ほぼ同じだが、弁の盛 り上

が りが低 く、中房径もわずかに小さい。破損状況から、瓦当

に粘上を詰める際に周縁から中央へと順に詰め込んだ状況が

うかがえる。瓦当側面に抱端痕は確認できない。九瓦部凸面

に縦方向のナデ調整を施 し、凹面接合部も同様である。瓦当

裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。焼成は良くな

く、軟質で灰白色を呈する。

C(4点、図65)6313型 式の中でもっとも小型である。弁は

やや盛 り上がり、弁や珠文などの位置が対応 している。瓦当

側面に飽端痕は確認できない。九瓦部凸面には縦方向のナデ

調整を施し、瓦当下半の側縁部には縦方向ののちに横方向の

′,2
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2 瓦碑類

ナデ調整を加える。九瓦部接合時に細い接合溝を設けてい

る。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる (図

版85)。 焼成は良好で堅緻、灰色を呈する。

6314型式 これも小型の軒九瓦で、外縁に線鋸歯文を巡

らし、 4弁の蓮弁をもつ。間弁は先端で連結する。複弁が

互いに離れていることと、蓮子が 2重に巡ることも特徴で

ある。A～ Fの 6種があり、Aの みが出土した。

A(2点、図65)出土 した個体は摩耗が著 しく、瓦当面 も

文様が判別しづらい。ただし本来であれば、外縁の線鋸歯

文外周に凸線が巡る。また、内区外周に細い圏線をもつ。

弁は盛 り上が り、弁端は尖る。蓮子は 1+6で ある。弁や

間弁と、珠文や線鋸歯文の位置が対応する。製作技法につ

いても詳細がよくわからないが、瓦当はかなり厚い。焼成

は不良で軟質、淡褐色を呈する。

6320型式 蓮弁は24弁 で、間弁をもたずに互いに接 して

配されている。弁端も閉じていない。現状ではAのみ確認

されている。

Ab(4点 、図66)外縁に凸鋸歯文を巡 らせる。中房は突

出し、蓮子は 1+8である。珠文と鋸歯文の位置が対応す

る。外縁の凸鋸歯文と珠文をやや大きく彫 り直す以前、外

縁に線鋸歯文が巡るものをAaと して区別し、Abか ら中房

と蓮子を彫 り直したものをAcと して区別するが、Aa・ Ac

は出土 していない。瓦当側面に抱端痕は確認できない。ほ

ぼすべて破片であり、九瓦部凸面の状況は不明である。九

瓦部を接合する際に、九瓦部先端の凹面側を面取 りしてい

るものがある。瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕

上げる (図版85)。 焼成は良好なものとそうでないものとが

あり、前者は灰色、後者は赤褐色を呈する。

6314!型 5式

6320!型 it

7255型式 平安時代に降ると考えられる軒丸瓦である。                7255型 式

外縁は素文の傾斜縁で、子葉をもたない 8弁の複弁を配す。    図65軒丸瓦 13

間弁は独立 しているが、その形状は奈良時代のものと大きく異なる。蓮子は1+8だが中央の

1顆は極端に小さい。現状Aのみが認められている。

A(6点、図66)瓦当側面に他端痕があり、瓦絶が側面までおよぶタイプであることがわかる。

瓦当裏面は不定方向のナデ調整で平坦に仕上げる。丸瓦部凸面側は工具による縦方向のナデ調

整を施す。九瓦部の取 り付け位置はやや低い。胎土は長石片を多 く含み、焼成がやや甘 く暗掲

色を呈する。

6313C
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6641型 式

第Ⅳ章 遺 物

図 66 軒丸瓦 14

B 軒平瓦

軒平瓦は28型式53種、計848点が出土 した (型式が判明し

たもの1ま 613点 )。 これらは文様によって偏行唐草文と均整

唐草文に大別できる。以下ではこの大別によって説明する。

顎部の断面形態については、すでに『平城報告�』でなさ

れた分類にしたがって記述する。すなわち、大きくは段顎、

直線顎、曲線顎に分類 し、さらにそれらを細分する。段顎

は瓦当面と顎部の幅の比率を基準とし、顎部幅の方が広い

ものを ILと し、両者が等 しいものを Is、 顎部幅の方が

狭いものを I SSと する。曲線顎は凸面瓦当沿いの幅の狭

い平坦面の有無によって、ない、あるいはあっても幅約

l cm未満であるものを I、 幅約 l cm以上の平坦面がある

ものをⅡとする。

i 偏行唐草支軒平瓦 (図版86)

6641型式 右偏行唐草文で、上外区に珠文を配 し、下外区と脇区には線鋸歯文が巡る。いわ

ゆる藤原官式軒平瓦である。A・ CoE～ Pの 14種があり、C・ E・ Fが出土 した。

C(5点、図67)茎の起点 (左端)は反転せずに2本の支葉を配するのみで、末端 (右端)は小

さく巻き込む。粘土紐桶巻き作 りである。段顎 ILで、粘土帝を貼 り付けたのちに削 り出して

成形し、のちに横方向のナデ調整を施す。指頭圧痕が部分的にみられる。平瓦部凸面は全面に

横方向のナデ調整を施すが、縦方向の縄日「 きの痕跡も残る。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調

整を施し、それ以外の部分に縦方向のナデ調整を施す。ただし、一部に布圧痕が残存する。側

縁は面取 りする。焼成は概 して良好で、おおむね灰黒色を呈する。

E(5点、図67)茎 の起点は 1支棄を置いてから反転 して始まり、末端は巻 き込むことなく、

2支葉を配して終わる。粘土組桶巻き作 りである。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けたのちに削

り出して成形 し、その後横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面はナデ調整が認められる。凹面

は横方向のナデ調整で布圧痕を擦 り消してしまうものと、ナデ調整が瓦当寄 りのごくわずかな

部分にしか認められないものとの両者がある。後者は布圧痕と枠板痕が明瞭に残る。側面の凹

面狽1に 面取 りを施す。焼成は良好なものから不良なものまでさまざまである。色調 も暗褐色～

灰黒色を呈する。

F(2点、図67)茎 の起点は 1支葉を置いてから反転 して始まり、末端は巻き込んで終わる。

段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けたのちに削 り出して成形 し、のちに横方向のナデ調整を施す。

平瓦部凸面には、確認できる範囲内では縦および斜め方向のナデ調整を施す。凹面も瓦当寄 り

のみ横方向にナデ調整を施 し、それ以外の部分は縦および斜め方向のナデ調整を施す。側面の

凹面須1に 面取 りを施す。また、破損部分に粘土の合わせ目が確認できることから、粘土板桶巻

き作 りであることがわかる。焼成はやや不良で、表面は黒色、内面は白色を呈する。

6642型式 右偏行唐草文で、上外区、下外区、脇区いずれにも珠文を配するものである。い

′,7
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2 瓦棒類

わゆる藤原宮式軒平瓦である。

A～ Dの 4種 が あ り、A・ Cが

出土した。

A(1点 、図67)茎 の起点は反

転 して始まり、末端 も巻き込ん

で終わる。粘土紐桶巻き作 りで

ある。段顎 ISで、粘土帯を貼

り付けたのちに削 り出して成形

する。顎部は横方向のナデ調整

を施し、平瓦部凹面の瓦当寄 り

に横方向のナデ調整を施す。焼

成は良好で堅緻、暗灰色を呈す

る。

C(1点、図67)唐 草文の構成

はAと ほぼ同様だが、やや大ぶ

りになる。珠文もわずかに密で

ある。粘土紐桶巻き作 りである。

段顎 ILで、粘土帯を貼 り付け

たのちに削 り出して成形する。

顎部は横方向のナデ調整を施 し、

平瓦部凸面は摩減のため方向は

不明だが、ナデ調整を施す。凹

面は側縁部寄 りと瓦当寄 りにナ

デ調整を施し、これ以外には布

圧痕が残存する。焼成は良好で

堅緻、灰色を呈する。

6646型式 右偏行変形忍冬唐草文で、上外区に珠文を、下外区に線鋸歯文を配する。これも

いわゆる藤原官式軒平瓦である。A～」の10種があり、Aが出土 した。

A(1点、図68)吉の表現を2重のV字形で表すとともに、内区の両端に珠文を配することを

特徴とする。瓦当部の一部の破片のみが出土した。顎部はやや くぼむものの段顎 ILと 推定さ

れる。横方向のナデ調整を施す。平瓦部凹面は横方向の工具によるナデ調整で仕上げる。ただ

し破片のため、それが全面におよんでいたかは不明である。粘土板桶巻 き作 りと推定される。

焼成は良好で堅緻、灰褐色を呈する。

6647型式 上外区に珠文、下外区に線鋸歯文を配するのは6646型式 と同じだが、こちらは左

偏行変形忍冬唐草文である。いわゆる藤原宮式軒平瓦である。A～ E・ G～ Iの 8種があ り、

Aのみ出土した。

A(1点、図68)比較的大ぶ りの忍冬文が伸びやかに配される。粘土板桶巻き作 りで、段顎 I

Lで ある。顎部は粘土帯を貼 り付けて成形する。顎部は横方向のナデ調整を施 し、平瓦部凸面

図 67 軒平瓦 1

6646:型 テt
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6663Z型 】丸

第Ⅳ章 遺 物

も残存 している範囲ではナデ調整

を施す。凹面も残存 している範囲

内は全面ナデ調整である。側面の

凹面側に面取 りを施す。焼成は良

好で堅緻、淡灰色を呈する。

� 均整唐草支軒平瓦

(図版 86～ 93)

6663型式 花頭形の中心飾 りを

もち、その基部は界線につく。左

右 3回 反転の均整唐草文をもつ。

外区は2重の界線のみで珠文を欠

く。A～ F,H～ Mの 12種がある

が、そのうちA～ C・ Hが出土 し

た。

A(13点、図68)唐草文が伸びや

かに配され、左右の第 3単位主葉

と第 1支葉が界線につく。曲線顎

Iで、顎部に横方向のナデ調整を

施す。平瓦部凸面には縦方向の縄

叩き痕が残る。凹面の瓦当寄 りに

横方向のナデ調整を施 し、それ以外の部分は布圧痕が残存する。側面の凹面側に面取 りを施す。

焼成はやや不良で、暗褐色を呈する。

B(2点、図68)唐草文の各単位の基部が界線につ く。第 3単位の主葉と第 1文葉が界線につ

くのはAと 同じだが、第 2単位との間に珠文を置 く。曲線顎Ⅱで、粘上を厚 く貼 り付けたのち、

縦方向のヘラケズリ調整を施 し、最後に縦方向のナデ調整を施す。平瓦部凹面は瓦当寄 りに横

方向のナデ調整を施 し、それ以外の箇所では布圧痕が残存するが、わずかに横方向のナデ調整

を施す個体 もみられる。枠板痕が認められないことから一枚作 りであろう。側面の凹面側に面

取 りを施す (図版87)。 焼成は良好で堅緻、淡灰褐色を呈する。

C(5点、図69)唐草文の基部が界線につかず、左右の第 3単位主葉のみ界線につ く。右第 3

単位の第 1支葉はなく、左第 2単位の第 1支葉が下向きに巻 く。この第 1支葉を太 く彫 り直す

ものをCb、 それ以前のものをcaと して区分する。出土 したもので、その区分が可能な個体は

少ないが、曲線顎Ⅱのものがほとんどであるため、いずれもCbに属すると考えられる。顎部

は横方向のナデ調整を施 し、平瓦部凸面には縦方向の縄叩き痕が残る。凹面は瓦当寄 り5 cm

程度を横方向のナデ調整を施 し、それ以外の部分では平瓦部中央付近のみ横方向のナデ調整を

加える。 したがって、側縁寄 りに布圧痕が残存する。側面の凹面側にわずかに面取 りを施す。

焼成はやや甘 く、軟質で灰褐色を呈する。

H(1点、図69)唐草文の基部は界線につき、各単位の主葉 と第 1支葉が強 く巻 く。そのた

どJび

図 68 軒平瓦 2



2 瓦碑類

め、左右の第 3単位は界線にはつかな

い。瓦当部中央よりの破片のみ出土 し

た。摩耗・破損が著 しいため確定はで

きないが、段顎 I SSの 可能性がある。

平瓦部凹面瓦当寄 りにナデ調整を施す。

焼成は不良で、淡灰色を呈する。

6664型式 花頭形の中心飾 りをもち、

その基部は外区界線につ くものとつか

ないものとがある。左右 3回反転の均

整唐車文をもつ。左右第 3単位の主葉

は外区界線につ く。外区には珠文を巡

らす。A～ D・ F～ Pの 15種あ り、こ

の うちB～ D・ F・ H・ I・ K～ Mの 9

種が出上 した。

B●1点、図69)中 心飾 りの基部は界

線につかず、基部先端が開く。左右第

3単位は主棄だけでなく第 1支葉も界

線につく。外区の四隅は凸線で区画す

る。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けた

のちに削 り出して成形する。その後、

横方向のナデ調整を施す。平瓦部凹面

の瓦当寄 りには横方向のケズリ調整を加える。部分的に布圧痕が残る。側面の凹面側に面取 り

が認められない。焼成はやや不良で軟質である。灰褐色を呈する。

C(232点、図69)中心飾 りの基部は界線につかず、基部先端がわずかに開く。外区の四隅は凸

線で区画する。段顎 ILで、粘土帝を貼 り付けたのちに削 り出して成形する。その後、横方向

のナデ調整を施す。平瓦部凸面には横方向の縄口Πき痕が残るものが多い。一部に斜め方向の縄

Π「 き痕を斜格子状に残すものがある (図版87)。 ベンガラが顎部に付着 した個体もある。凹面は

瓦当から平瓦部中程まで、横方向のケズリ調整やナデ調整を施す。部分的に布圧痕が残る。側

面の凹面側にわずかに面取 りを施す。焼成はおおむね良好で、黒色を呈するのが特徴である。

D(4点、図70)中心飾 りの基部は界線につ く。唐草文全体がやや大い。外区の四隅に紡錘形

の珠文をお く。段顎 ILで、やや広めの粘土帯を貼 り付けたのちに削 り出して成形する。平瓦

部凸面は全体的に摩耗が著 しく詳細は不明だが、おそらく顎部は横方向のナデ調整を施 し、そ

れ以外は縄叩き痕が残る。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整を施 し、布圧痕を擦 り消す。側

面の凹面側に面取 りが認められない。焼成はやや良好で暗褐色を呈する。

F(3点、図70 中心飾 りの基部は界線につ く。外区の四隅に紡錘形の珠文をおく。瓦当外縁

部上に抱端痕があり、瓦籠が外縁部にかぶらないタイプであることがわかる。段顎 ILで、横

方向のナデ調整を施す。平瓦都凹面には縦方向のかなり太い縄叩き痕が残る。凹面瓦当寄 りは

横方向のナデ調整を施し、それ以外は縦方向のナデ調整によって布圧痕を擦 り消す。側面の凹

6664Z型 5t

if鵡 ・e静

図 69 軒平瓦 3
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第Ⅳ章 遺 物

図 70 軒平瓦 4

面側に面取 りを施す。焼成はやや不良

で、淡灰色を呈する。

H(3点、図70)中心飾 りの基部は界

線につかない。外区の四I局 に紡錘形の

珠文をお く。段顎 ILで、きわめて厚

い粘土帯を貼 り付けて成形し、横方向

のナデ調整を施す。焼成は良好で堅級、

黒色を呈する。

I(3点、図70)中 心飾 りの基部は界

線につかず、基部先端が開く。全体に

唐草文の巻きが強い。外区の四隅に紡

錘形の珠文をお く。段顎 ILで、粘土

帯を貼 り付けて成形 し、横方向のナデ

調整を施す。平瓦部凸面には横方向の

縄叩き痕が残る。また、顎寄 りの部分

にベンガラの付着が認められる個体が

ある。凹面は平瓦部中程までを横方向

のケズリ調整で仕上げ、それ以外の部

分には布圧痕が残存する。側面の凹面

側に面取 りを施す。図示 した個体は、

焼成前に瓦当中心部からやや右に寄っ

た位置において、平瓦部凹面に縦方向の切 り込みを入れ、焼成後に右半分を割 り取っている (図

版88)。 使用された部位は不明だが、特異な例として掲げてお く。

K(5点、図71)中心飾 りの基郡は界線につかず、基部先端がわずかに開く。外区の四隅に紡

錘形の珠文をお く。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けて成形 し、横方向のナデ調整を施す。平瓦

部凹面瓦当寄 りは横方向のケズリ調整を施す。側面には糸切 り痕が残る。このことから、一枚

作 りの可能性がある。焼成は良好で堅緻、灰黒色を呈する。

L(1点、図71)中心飾 りの基部は界線につかず、基部先端が開く。左右第 1単位の主葉が比

較的長い。四隅は紡錘形をなすが、上端は他種に比して月ヽ さい。瓦当部の破片が出土したのみ

で、製作技法等の詳細は不明である。焼成はあまり良 くなく、灰色を呈する。

M(2点、図71)他種に比 して瓦当幅が広い。中心飾 りの基部は界線につかず、基部先端が大

きく開く。内区幅はやや狭 く、唐草文の各単位が比較的長い。四隅のうち、上端の珠文は細い

紡錘形をなし、下端は凸線で区画する。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けて成形 し、横方向のナ

デ調整を施す。平瓦部凹面瓦当寄 りにも同様の調整を施す。焼成は不良で軟質、表面は黒色を、

内面は淡掲色を呈する。

6665型 式  6665型式 花頭形の中心飾 りをもち、その基部は外区界線につ くものとつかないものとがあ

る。左右 3回反転の均整唐草文をもつ。左右第 3単位の主葉は巻き込むため、外区界線につか

ない。外区には珠文を巡らす。A～ Cの 3種があり、Aが出土 した。

′98



2 瓦盛類

A(8点、図71)中 心飾 りはや

や太 く、その基部は界線につか

ない。基部先端がわずかに開く。

唐車文の基部は界線につかない。

外区四隅は凸線で区画する。段

顎 ILで、粘土帯を貼 り付けて

成形 し、横方向のナデ調整を施

す。平瓦部凸面には横方向の縄

叩き痕が残る。凹面は全体的に

横方向のナデ調整で布圧痕を擦

り消すが、瓦当寄 りにわずかに

工具による縦方向のナデ調整が

認められる (図版89)。 焼成は良

好で灰褐色を呈する。

6666型 式 花頭形の中心飾 り

をもち、その基部は外区界線に

つく。左右 3回反転の均整唐草

文をもち、各単位の基部が外区

界線につ く。また、左右第 3単

位の主葉も外区界線につ く。外

区には珠文を巡らす。Aのみ確

認されている。

A(5点、図72)顎は段顎 ILで、

粘土帯を貼 り付けて成形 し、そ 図 71 軒平瓦 5

ののち横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面には縦方向の縄叩き痕が残るが、顎部の周辺に横

方向の縄叩き痕が残るものもある。おそらくは顎部の接合にかかわるものであろう。凹面は瓦

当寄りを横方向のナデ調整を施 し、それ以外の箇所は部分的に縦方向のナデ調整を施すのみで、

布圧痕も残存する。側面の凹面側にわずかに面取りを施す。焼成は良好で、灰褐色を呈する。

6667型式 花頭形の中心飾 りをもち、その基部は外区界線につかない。基部先端がわずかに

開く。左右 4回反転の均整唐草文をもち、外区には珠文を巡らす。A～ Dの 4種があり、Cが

出土 した。

C(1点、図72)Aと よく似るが、Cの方が外区および脇区の幅が広い。左右第 4単位の主葉が

外区界線につ く。段顎 ILで、比較的薄い平瓦部に厚い粘土帯を貼 り付けて成形する。叛部は

横方向のナデ調整を施す。平瓦部凹面も瓦当寄りに横方向のナデ調整を施す。焼成は良好で堅

緻、暗灰色を呈する。

6668型式 花頭形の中心飾 りは尖 り気味で、その基部は外区界線につかない。左右 3回反転

の均整唐草文をもち、外区には珠文を巡らす。A～ Cの 3種があり、Aと 新種 と思われる個体

が出土 した。

6666と型5式

6667Z型 耳t

ご騨 !甕迭歩
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第Ⅳ章 遺 物

図 72 軒平瓦 6

A(36点、図72)左右の第 2単位の主葉

が比較的長い。段顎 ILで、粘土帯を貼

り付けて成形 し、横方向のナデ調整を施

す。顎部の段差は直角ではなく、ナデ調

整によってやや曲面を呈する。平瓦部凸

面には縦方向の縄叩き痕が残る。凹面瓦

当寄 りは横方向のナデ調整で仕上げる。

側面の凹面側にわずかに面取 りを施す。

焼成は良好で堅緻、灰褐色を呈する。

新 種 (1点、図7り 他種に比 して内区

の幅が小さい。やや珠文も密である。瓦

当右端部のみの出土であるため、6682型

式である可能性 も残る。段顎 ILで、粘

土帯を貼 り付けて成形する (肖 1り 出すか

どうかは不明)。 破片のため、詳細は不明

である。焼成は不良で、淡褐色を呈する。

6675型式 菱形の珠文の上にハ字状の

唐草が置かれる構成の中心飾 りをもち、

左右には 4回反転の均整唐草文をもつ。

6675二型5式

6679!型 ョ式

6681:型 コ式

上外区に珠文を配し、下外区と脇区に線鋸歯文を置 く。Aの み確認されている。

A(1点、図73)段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けたのちに削 り出して成形する。その後、横方

向のナデ調整を施す。平瓦部凹面も瓦当寄 りにヨヨナデ調整を施す。焼成は良好で堅緻、灰褐

色を呈する。

6679型 式 有軸三葉形の中心飾 りをもち、左右 4回反転の均整唐草文をもつ。上外区から脇

区にかけては凸線で連結する杏仁形の珠文を配し、下外区には線鋸歯文を置く。A～ Cの 3種

があるが、Bのみが出土 した。

B(1点、図73)Bは これまで中心飾 り周辺の破片のみ確認されていたが、初めて瓦当左半部

が出土 した。曲線顎 Iで、縦方向にヘラケズリ調整を施 したのちに横方向のナデ調整を施す (図

版90)。 平瓦部凸面に縦方向の縄叩き痕が残 り、縄 目が比較的密である。凹面は瓦当寄 りにヘ

ラケズリ調整を施し、それ以外の部分には布圧痕が残る。枠板痕がないことから一枚作 りと考

えられる。焼成はあまり良くなく、表面は黒色を呈する部分と白色の部分が混じる。

6681型式 有軸三葉形の中心飾 りをもち、左右 3回反転の均整唐草文をもつ。外区は 2重の

界線のみで珠文を欠く。A～ G・ Sの 8種があるが、Bが出土した。

B(4点、図73)左右第 3単位の主葉と第 1主葉が外区界線につ く。唐草文の各単位の基部は

外区界線につかない。曲線顎Ⅱで、縦方向ののちに横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面には

横方向の縄叩き痕が確認できる (図版90)。 凹面は瓦当寄 りを横方向のナデ調整を施し、それ以

外の部分には布圧痕が残る。側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は良好で堅緻、灰色～黒灰色

を呈する。なお特筆すべき点として、第305次調査で検出されたSB18141の柱掘方から出土 し

fイ0



2 瓦碑類

た個体 と、第315次調査で検出された小

土坑から出土 した個体が接合した。両遺

構の距離が比較的離れているにもかかわ

らず接合 した事実は、瓦の廃棄パターン

を考える際の好材料 といえよう。

6682型式 有軸三葉形の中心飾 りをも

ち、左右 3回反転の均整唐草文をもつ。

外区には珠文を配する。A～ Gの 7種が

あり、Aのみが出土 した。

A(3点、図73)唐草文の各単位の基部

は外区界線につかない。左右第 3単位の

主葉が外区界線につ く。曲線顎 Iで、粘

土帯を貼 り付けて成形 し、横方向のナデ

調整を施す。平瓦部凸面には縦方向の縄

叩き痕が残 り、縄がやや細い。凹面には

摩減が著 しいものの、瓦当寄 りにナデ調

整が、それ以外の部分では布圧痕が残る。

側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は不

良で軟質、灰白色を呈する。

6685型 式 小型の軒平瓦である。有軸

三葉形の中心飾 りをもち、左右 3回反転

6682Z型 ョ式

と

6685Z聖 三t

の均整唐草文をもつ。左右第 3単位の主葉と第 1主葉は外区界線につく。外区には珠文を配す

る。A～ Fの 6種があり、A・ B・ Dが出土した。

A(18点、図74)唐草文がやや太 く、珠文 も大ぶ りである。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けて

成形し、横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面は顎部から中程までに縦方向のナデ調整を施 し、

それ以外では縦方向の縄叩き痕が残る。凹面は全面に横方向のヘラケズリ調整を施すが、部分

的に布圧痕が確認できる。側縁部にはごくわずかな面取 りを施す。なお、側面には糸切 り痕が

残ることから、一枚作 りと考えられる (図版90)。 焼成は良好で堅緻、暗灰色を呈する。

B(8点、図74)脇区の珠文が 1顆 しかない。段顎 ILで、顎部に横方向のナデ調整を施す。平

瓦部凸面は横方向の縄叩き痕を残すが、顎部から5 5cmの 範囲にはおよばない。凹面は横方向

のナデ調整で、布圧痕を完全に擦 り消す。側面はヘラケズリ調整で、わずかに凹面側に面取 り

を施す。焼成は良好で暗褐色を呈 し、やや硬質である。

D(3点、図74)上外区の珠文がやや疎である。瓦当面と凹面 との角度が鋭角をなす個体があ

る。また、瓦当面の地文に範の本目の痕跡が残る。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けて成形 し、

その後横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面は横方向の縄叩き痕を残す。凹面は瓦当寄 りを横

方向のナデ調整を施す。焼成は良好で堅緻、暗灰褐色を呈する。

6688型式 中心飾 りの有軸三葉形はやや華奢で、左右 3回 反転の均整唐草文ながら、右第 1 6688型式

単位が逆転 している。外区には珠文を配するが、両脇区の界線は2重である。A・ Bの 2種が

図 73 軒平瓦 7
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6691型 式

6694Z型 ぅ式

6702ぞ型5式

6710:型 ョ式

第Ⅳ章 遺 物

図 74 軒平瓦 8

あり、Aのみ出土 した。

Ab(1点 、図75)中 心飾 りは逆 T字状 を呈す る。

唐草や界線、珠文を彫 り直 したものをAb、 彫 り直

す前のものをAaと して区別するが、Aaは 出土 して

いない。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けたのちに削

り出して成形する。削り出す際に顎部の範囲を定め

るための裁面が明瞭に残る。顎部はナデ調整を施す

(方向は摩滅のため不明)。 平瓦部凹面は瓦当寄 りのみ

横方向のナデ調整を施し、あとは布圧痕を残す。枠

板痕が認められないことから一枚作 りと考えられる。

側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は良好で、灰褐

色を呈する。

6691型式 中心飾 りは花頭形で基部が軸状に変化 している。左右 4回反転の均整唐草文をも

つ。唐草文はどの単位も外区界線にはつかない。外区には珠文が巡る。A・ B・ D・ Fの 4種が

あり、Aが出土した。

A(13点、図75)中心飾 りの基部は外区界線につかない。この型式の中でもっとも整った唐草

文をもつ。曲線顎Ⅱで、粘土帝を貼 り付けて成形 し、ナデ調整を施す (摩減のため方向は不明)。

凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整をわずかに施 し、それ以外の部分には布圧痕が残る。枠板

痕は認められず、一枚作 りと考えられる。側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は不良で軟質、

灰白色を呈する。

6694型 式 有軸三棄形を挟むようにして 2乗が配置された中心飾 りをもつ。左右 3回反転の

均整唐草文をもち、各単位の基部は外区界線につ く。左右第 3単位は巻いてお り、外区界線に

はつかない。外区には珠文を配する。現在はAのみが確認されている。

A(1点、図75)瓦当中央部の破片のみが出上 している。剥離痕跡などから、まず瓦籠に薄 く

粘土を詰めてから、平瓦部および顎部を成形 している (図版91)。 顎部は破片のため断定は難 し

いが、曲線顎 Iあ るいは段顎 ILの可能性がある。顎部は横方向のナデ調整を施す。平瓦部凹

面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整がみられる。焼成は良好で灰白色を呈する。

6702型 式 逆T字形の中心飾 りをもつ。C以外は左右 3回反転の均整唐草文をもつ (Cは 4回

反転)。 唐草文の各単位の基部は外区界線につかない。外区は一重の界線のみで、珠文を欠 く。

A～ Iの 9種があるが、新種が出土した。

新 種 (1点、図75)出 土 したのは瓦当部左端部のみである。唐草文がほとんど巻かず、棒状

に近いのが特徴である。曲線顎 Iと 推定される。顎部は横方向のナデ調整を施 し、平瓦部凹面

も横方向のナデ調整で布圧痕を消している。焼成は良好で堅緻、淡褐色を呈する。

6710型式 中心飾 りは上巻きの唐草の上に三角文を置 く。左右 3回反転の均整唐草文をもつ。

外区には珠文を配する。A・ C・ Dの 3種があり、Cが出土 した。

C(1点、図75)や や唐草文が太 く、外区上端隅は珠文を置かず、無文とする。瓦当左端部を

含む破片が出土したのみである。脇区の珠文には顕著な飽傷が認められる。瓦当に近づ くにつ

れ、厚みを増す直線顎と考えられる。側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は不良で軟質、黒灰
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色を呈する。

6718型 式 2つ の円を弧線で連結 し

たような中心飾 りをもつ。左右 5回反

転の均整唐草文で、中心飾 りと唐草文

の各単位が連結 している。左右第 1単

位以外は第 2支葉を欠 く。外区には珠

文を配する。現在はAのみが確認され

ている。

A(117点、図76)曲線顎Ⅱで、粘土帯

を貼 り付け、横方向のナデ調整を施す。

ナデ調整は平瓦部凸面の 4分の 1程度

までおよび、それ以外には縦方向の縄

叩き痕が残る (図版91)。 凹面側は瓦当

寄 りに横方向のナデ調整を施 し、それ

以外には布圧痕と糸切 り痕が残る。枠

板痕はなく、一枚作 りの可能性が高い。

側面の凹面側にわずかに面取 りを施す。

焼成はやや不良で、暗掲色を呈する。

胎上に大きなチャー ト片や長石片が混

じることがある。

6719型式 薄手のつ くりの軒平瓦で、

中心飾 りは上巻きの唐草と無軸の三葉

文の組み合わせからなる。左右 5回反

転の均整唐草文をもつ。外区は 1重の

圏線のみで珠文を欠 く。A・ Bの 2種
※新種の下地の拓本は6702Aを使用

図 75 軒平瓦 9

6718:型 耳式

6719!型 テ荒

があり、Aが出土 した。

A(1点、図76)唐草文を伸びやかに配す。直線顎をもち、平瓦部凸面はほぼ全面に縦方向の

縄叩き痕が認められる。ただし、瓦当寄 りと側面寄 りはヘラケズリ調整を施す (図版91)。 凹面

は布圧痕と糸切 り痕が認められ、枠板痕が認められないことから一枚作 りと判断できる。凹面

も瓦当寄 りと側面寄 りにヘラケズリ調整を施す。側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は良好で

堅緻、胎土は灰色を呈する。

6721型式 中心飾 りは上巻きの唐草と無軸三葉文からなる。左右 5回反転の均整唐草文をも 6721型 式

ち、外区に細かな珠文を配する。A・ C～ Kの 10種があり、A・ C・ D・ F～ Hの 6種が出土 した。

A(1点、図76)三葉文の左右 2葉がほぼ水平に配されている。脇区には珠文を欠く。瓦当付

近の凹凸面に籠端痕があり、瓦抱がタト縁部にかぶるタイプであることがわかる (図版91)。 曲線

顎Ⅱで、顎部の端面に横方向のナデ調整を施し、顎部から平瓦部凸面にかけて縦～斜め方向の

ヘラケズリ調整で仕上げる。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整を施 し、それ以外の部分には

布圧痕が残る。枠板痕はないが、糸切 り痕が明瞭に残 り、一枚作 りの可能性が高い。側面の凹
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図76 軒平瓦 iO

していない。図示 した個体は摩減が著 しく、特徴 と

みである。焼成は不良で、淡褐色を呈する。

面狽1に わずかに面取 りを施す。焼成は良

好で、表面は黒色、内面は灰色を呈する。

C(15点、図76)三葉文の左右 2葉 の中

央寄 りが低い。脇区には珠文を欠 く。瓦

当付近の凹凸面に他端痕があり、瓦抱が

外縁部にかぶるタイプであることがわか

る。曲線顎Ⅱで、顎部の端面に横方向の

ナデ調整を施し、顎部から平瓦部にかけ

ては縦方向のナデ調整を施す。ナデ調整

がおよんでいない箇所には斜め方向の縄

叩き痕が残る。凹面は瓦当寄 りに横方向

のナデ調整を施し、それ以外の部分には

布圧痕が残存する。枠板痕はない。側面

の凹面側に面取 りを施す。焼成は良好で、

灰黒色を呈する。

Da(1点、図77)三葉文の左隅に凸線状

の傷が入る。珠文や唐草文を彫 り直 した

ものをDbと して区別するが、Dbは 出土

しては曲線顎Ⅱであることを指摘できるの

Fb(4点、図77)左第 5単位の唐草文が全体的に短い。脇区には珠文を欠く。珠文や唐草文な

どを彫 り直 したものをFb、 それ以前をFaと して区別するが、Faは 出上 していない。瓦当付近

の凹凸面に範端痕があり、瓦籠が外縁部にかぶるタイプであることがわかる (図版92)。 曲線顎

Ⅱで、顎部の端面に横方向、顎部から平瓦部凸面にかけては縦方向のナデ調整を施す。凸面

の大部分には斜め方向の縄日「き痕が認められる。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整を施すが、

部分的に縦方向のナデ調整が認められ、大部分に布圧痕が残存 している。枠板痕は確認で きな

い。側面の凹面側に面取 りを施す。焼成は良好で堅緻、灰黒色を呈する。

Ga(1点、図77)三葉文の左右 2葉がやや湾曲する。唐草文の右 5単位の第 2支葉を欠 く。外

縁がなく2重に界線が巡る。脇区には珠文を欠 く。出土した個体は摩滅が著 しく、曲線顎だが

Iか Ⅱかは不明。平瓦部凸面も大きく摩滅 しているが、斜め方向の縄叩き痕を縦方向のナデ調

整で擦 り消 している。凹面は布圧痕が残存 しており、枠板痕は確認できない。ただし、瓦当寄

りに横方向、側縁部寄 りに縦方向のナデ調整を施 して布圧痕を擦 り消す。側面の凹面側に面取

りがあったかどうかは不明である。焼成は不良で、軟質で淡褐色を呈する。

Gb(4点、図77)Gaの範端を彫 り直 して外縁をつ くるものである。曲線顎 Iで、縦方向のナ

デ調整を施す。平瓦部凸面には斜め方向の縄叩き痕が残る。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調

整を施し、瓦当外縁にわずかに面取 りを施す。それ以外の部分には布圧痕が残存する。枠板痕

は確認できない。側面の凹面側にわずかに面取 りを施す。焼成は良好で、灰色を呈する。

Hc(6点、図77)脇区にも珠文を配する。外区の上端隅に珠文をもたないものをHa、 彫 り足

f孝孝



2 瓦碑類

して珠文 を付加 した もの をHb、 さ

らに中心飾 りの三葉文 と唐草文を彫

り直 したものをHcと して区別するが、

Hao Hbは 出土 していない。瓦当付近

の凹凸面に絶端痕があり、瓦絶が外縁

部にかぶるタイプであることがわかる

(図版92)。 また、左第 3単位の主葉か

ら第 2支葉にかけて顕著な抱傷が認め

られる。曲線顎Ⅱで、顎部の端面に横

方向のナデ調整を施 し、顎部自体には

縦～斜め方向のケズリ調整を施す。顎

部の端面か ら10cm前 後の位置に、ベ

ンガラの付着が認められる。凹面は瓦

当寄 りを横～斜め方向のケズリ調整で

仕上げる。焼成は良好で堅緻、灰黒色

を呈する。

6727型式 下向きの矢印のような中

心飾 りをもつ。左右 3回反転の均整唐

車文をもつ。唐草文の各単位の主葉と

第 1支葉が外区界線につ く (第 2支葉

はつくものとつかないものとがある)。 タト

区には珠文をやや疎に配する。A・ B

の 2種があり、Bが出土した。

B(1点、図78)脇 区の珠文が 1顆 の

6727!型 】式

みである。瓦当左端部の破片が出土 したのみである。段顎 ILで、粘土帯を貼 り付けたのちに

削 り出して成形する。その後、横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面には縦方向の縄叩き痕が

残る。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整を施 したのち、側縁寄 りに縦方向のナデ調整を施す。

それ以外の部分には布圧痕が残存している。側面の凹面側にわずかに面取 りを施す。焼成は良

好で堅緻、暗赤褐色を呈する。

6732型式 中心飾 りは上向きの三葉文を上へ巻 く唐草文で囲み、その上に対葉花文を置 く。 6732型 式

左右 3回反転の均整唐草文で、外区には大粒の珠文をやや疎に配する。A'C～ O・ Q～ S・

U～ X・ Zの 22種があり、A・ CoOが出上した。

A(15点、図78)曲線顎Ⅱで、粘土帯を貼 り付けて成形 し、横方向のナデ調整を施す (図版93)。

平瓦部凸面は縦方向の縄叩き痕が残る。凹面は瓦当寄 りにわずかに横方向のナデ調整を加え、

大部分は布圧痕が残存する。側縁部の面取 りはやや広 く、凹面狽1に大きく傾いている。焼成は

やや不良で、淡灰色～灰黒色を呈する。

C(21点、図78)曲線顎Ⅱで、横方向のナデ調整を施す。平瓦部凸面は縦方向の縄叩き痕が残

る (図版93)。 凹面は瓦当から平瓦部中程までに横方向のナデ調整を施し、布圧痕を残す。枠板

図 77 軒平瓦 11
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6760Z型 5式

6763を型ョ式

新 型 式

第Ⅳ章 遺 物

痕が な く一枚作 りと判断 される。側面の凹面側 に面取 りが認め られず、凹面側の一部 にヘ ラケ

ズリ調整を施す。焼成は不良で、淡褐色～黒褐色を呈する。

O(2点、図78)曲線顎 Iで、顎部付近にナデ調整を施す (方向は不明)。 平瓦部凸面には縦方

向の縄叩き痕が残る。凹面は瓦当寄 りに横方向のナデ調整を施し、あとは布圧痕が残存する。

焼成は良好で、暗灰色を呈する。

6760型式 中心飾 りとして唐草文の間に花文を置 く。 4回反転の均整唐草文で、各単位が連

結 して一連の文様をなす。外区には珠文を配する。A・ Bの 2種があり、Aが出土 した。

A(1点、図79)Bに 比 して外区の珠文が小ぶ りである。瓦当右端部を含むわずかな破片のみ

出土した。瓦当面に近づ くにつれ厚さを増す直線顎と推定され、厚さを増すために粘土を貼 り

付けた痕跡が認められる。顎部には縦方向の縄叩き痕を横方向のナデ調整で擦 り消 した痕跡が

ある。焼成はやや不良でわずかに軟質、淡灰色を呈する。

6763型式 中心飾 りは上向きの三葉文で、 3回反転の均整唐草文である。第 1単位の基部は

中心の三葉文より派生 し、下向きに巻 く。外区には大粒の珠文をやや疎に配する。A～ Cの 3

種があり、Aが出上した。

A(1点、図79)第 2単位第 1支葉が 1本である。曲線顎Ⅱであるが、形状は段顎 ISに 近い (図

版93)。 粘土帯を貼 り付けたのち、横方向のナデ調整を加える。平瓦部凸面は縦方向のナデ調

整を施す。瓦当タト縁 と凹面の瓦当寄

りには工具による横方向のナデ調整

が顕者である。側面の凹面側に幅広

い面取 りを施す。それ以外には布圧

痕が残存する。焼成は良好で堅級、

暗灰色を呈する。

新型式 (図79)F平城京 。藤原京出

土軒瓦型式一覧』には含まれない新

型式と思われる軒平瓦が出土 した。

ただし、瓦当左端部を含むわずかな

破片のため、全体像がわからず、型

式番号等 を設定することがで きな

かった。今後、出土例が増加 した際

に改めて設定することにして、特徴

のみを記述する。外区には珠文がな

く、 2重の圏線が巡る。唐草文は大

きく変形 してお り、既存の型式で

は6710Daに 近い。曲線顎工である。

破片のため、それ以外は不明である。

焼成は不良で軟質、赤褐色を呈する。

′イび
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2 瓦盛類

C 丸 瓦 (図版94～ 98)

第一次大極殿院地区で本報告の対象範

囲から出土 した丸瓦の総点数は39,066点

であり、総重量は3,719.42kgで ある。そ

の出土分布は、図801こ 掲
'デ

たとおりであ

る。これをみると、基本的には第一次大

極殿院築地回廊に沿って分布 しているこ

とから、出土 した丸瓦を築地回廊所用の

ものと判断して差 し支えない。 しかし、

これらの九瓦には、型式的にさほど差異

が認められない。これは、奈良時代を通

じた九瓦の型式的変遷をうかがい知るこ

とが難 しいことも理由の一つであるが、

基本的に出土した丸瓦の斉一性がきわめ

※新型式の下地の拓本は6710Daを使用

図 79 軒平瓦 13

出土点数と

重   量

て高いことを示 している。

丸瓦は、いずれも杵状の模骨に粘土板を巻き付けたのち、丸瓦の肩部に粘土を付加 して成形  製 作 技 法

する。そして、丸瓦部凸面に縄叩きを施すことによって叩き締め、最後に凸面にナデ調整やハ

ケ調整を施す。凹面は未調整のままである。その後に乾燥過程を経たうえで、二つに分割して

いる。その際、分割面にヘラケズリ調整を施す場合もあるが、多 くは分割破面を残 したままで

ある。玉縁部は凸面同様に、横方向のナデ調整を施 している。以下、それぞれの個体ごとに説

明を加える。

1～ 3は縦方向の縄日「 きののちに、横方向または斜め方向のナデ調整を施すものである。

1は全長39.2cm、 幅16 0cm、 厚さ1.8cm、 玉縁長5 6cmで ある。凸面端部寄 りと肩部およ

び玉縁部にヨコナデ調整を施すが、凸面中央部には縦方向の縄口「きの痕跡が認められる。凹面

は未調整のため、布圧痕と糸切 り痕が残存 している。側面は分割ののち、一応はヘラケズリ調

整を施 しているが、両側面ともに外側部分に分割の際の破面がそのまま残されている。

2は残存長36 8cm、 幅16 2cm、 厚さ1.4cmであり、玉縁部を欠損 している。凸面はかなり

摩滅が激しいが、凸面は縦方向の4電口「 きののちに、横方向のナデ調整を施 している。凹面には

布圧痕の他に、粘土板の合わせ目が明瞭に残る。側面は両側ともヘラケズリ調整を施 し、分割

破面の痕跡は認められない。また、側面のヘラケズリ調整は凹面の側面寄 りにも一部およんで

いる。

3は全長37.7cm、 幅17 1cm、 厚さ2.Ocm、 玉縁長5 1cmで ある。凸面は縦方向の縄口「 きののち、

狭端側より斜め方向のナデ調整を施す。玉縁部は横方向のナデ調整で仕上ιデるが、一部に指頭

圧痕が残されている。凹面は布圧痕のほか、一部に糸切 り痕が確認できる。側面はヘラケズリ

調整を施すが、分割破面を残す部分がある。また、凹面の側面寄 りと端部寄 りの部分にもヘラ

ケズリ調整がおよんでいる。

4～ 8は縦方向の縄叩きののちに、工具による縦方向のナデ調整を施すものである。 4は

Z孝 7



大型の丸瓦

玉縁が台形

の 丸 瓦

凸   面

ハ ケ 調 整

第Ⅳ章 遺 物

全長37 2cm、 幅15 0cm、 厚さ1 5cm、 玉縁長5 0cmで ある。肩部は粘土が一部剥離 しており、

その剥離 した面には糸切 り痕が認められる。凹面には布圧痕や糸切 り痕のほか、分割の際の目

印となる分割界線や、布級 じの圧痕が残されている。側面にヘラケズリ調整を施し、分割破面

は残さない。なお、凹面の端面寄 りもヘラケズリ調整が認められる。

5は全長33 4cm、 幅14 8cm、 厚 さ2 1cm、 玉縁長4.8cmで ある。玉縁部から肩部にかけて

は横方向のナデ調整を施すが、それ以外の部分は縦方向の工具によるナデ調整を施す。一部、

凸面の端部寄 りに横方向のヘラケズリ調整が認められる。凹面は布圧痕以外に顕著な痕跡はな

い。側面はヘラケズリ調整を施し、わずかに分割破面の痕跡が残る程度である。

6は全長33.7cm、 幅12 4cm、 厚さ2.lcm、 玉縁長4 4cmで ある。全体的に摩減が進行 して

いるが、玉縁部から肩部にかけては横方向のナデ調整を施し、それ以外の部分は工具による縦

方向のナデ調整を施しているようである。凹面も布圧痕以外の顕著な痕跡は認められず、わず

かに端部寄 りに横方向のヘラケズリ調整が確認できるのみである。狽1面 もヘラケズリ調整を施

すが、一部に分割破面の痕跡が残されている。

7・ 8はやや大型の個体である。 7は全長39 7cm、 幅19 2cm、 厚さ3 3cm、 玉縁長5.4cm

の非常に厚手の個体である。凸面の調整は4～ 6と 大差ないが、玉縁部の一部に縦方向のナデ

調整が認められる。凹面には布圧痕が認められるとともに、端部寄 りの 3～ 6 cmの範囲にか

けて横方向のヘラケズリ調整がみられる。側面もヘラケズリ調整を施しているが、分割破面が

大きく残されている。 8は残存長39 5cm、 幅20 4cm、 厚さ2.3cmで、玉縁部は残存 していない。

この個体の最大の特徴は端部寄 りに粘土紐を積み上げた痕跡が残つていることである。それに

よると、おおむね3.5cm幅 の粘土紐を積み上げているようである。ただし、それ以外の特徴は

4～ 7と ほとんど変わらない。

9,10は凸面の調整は他のものと変わらないが、玉縁部が先端に向かって徐々にすばまって

典型的な台形を示すものである。これらの個体の特徴として、側面から玉縁部まで一連のヘラ

ケズリ調整を施 し、分割破面を残さない点が挙げられる。 9は全長39.7cm、 幅16.Ocm、 厚さ

1 8cm、 玉縁長5 9cmで ある。凸面は縦方向の縄日「 きののちに工具による縦方向のナデ調整を

施 し、玉縁部に横方向のナデ調整を施す。凹面は布圧痕以外に顕著な痕跡はみあたらないが、

端部寄 りに横方向のヘラケズリ調整を施している。10は残存長32.8cm、 幅15 8cm、 厚さ1 5cm

であり、端部を欠損 している。調整技法は9と 変わらないが、凹面には糸切 り痕のほか、紐状

の分割界線の圧痕が残っている。

11。 12はやや細身の個体である。11は残存長35 6cm、 幅144cm、 厚さ1.4cmで、端部を欠

損 している。凸面には横方向から斜め方向にかけてのナデ調整を施 している。一部、玉縁部と

肩部に沈線がみられるが、これはおそらく意図的なものではなく、工具の傷などによるものと

考えられる。凹面には布圧痕以外の顕者な痕跡はない。側面はヘラケズリ調整を施すが、両狽J

面の外側に分割破面が残る。12は残存長35 5cm、 幅14 2cm、 厚さ1 2cmで、端部を欠損 して

いる。凸面は縦方向のナデ調整を施し、玉縁部に縦方向のナデ調整を施す。それ以外はHと ほ

ぼ同じ調整技法である。

13～ 16は 凸面に横方向のハケ調整を施すものである。これらの個体の特徴として、いずれも

粘土紐を積み上げた痕跡が認められる点が挙げられる。13は 残存長24 2cm、 幅17.4cm、 厚さ

′イ∂
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玉 縁 突 帯

短 い 丸 瓦

出土点数 と

重   量

第Ⅳ章 遺 物

1.9cm、 玉縁長5 8cmで、体部を大きく欠損する。凸面は維方向の縄口「 きののちに横方向のハ

ケ調整を施す。条痕の密度は 2 cmあたり11本である。玉縁部は横方向のナデ調整を施す。凹

面には、おおむね3 3cm幅 の粘土紐を積み上げた痕跡が認められる。側面はヘラケズリ調整を

施し、分割破面は残っていない。14は残存長23.2cm、 厚さ2 3cm、 玉縁長5 4cmで ある。凸面

は横方向のハケ調整を施 し、条痕の密度は 2 cmあたり8～ 14本である。ただし、ハケ調整の

のちに縦方向のナデ調整を加えている。凸面をみると、粘土紐の痕跡はごくわずかしか残って

おらず、粘土紐の幅は不明である。15は残存長28 8cm、 厚さ1 7cm、 玉縁長6 0cmで ある。凸

面は縦方向の縄叩きののちに横方向のハケ調整を施 し、条痕の密度は 2 cmあたり21～ 23本で

ある。凸面には粘土紐の痕跡が顕著で、粘土組の幅はおおむね3 0cm程度である。また玉縁部

の端面寄 りにヘラケズリ調整を施しているほか、部分的に分割界線とみられる圧痕が残ってい

る。16は残存長30.5cm、 幅16 3cm、 厚さ1.9cm、 玉縁長6 8cmで ある。これは玉縁部にのみ

横方向のハケ調整が認められるもので、体部は肩部周辺を横方向のナデ調整、それ以外は縦方

向のナデ調整を施 している。凹面の粘土紐の痕跡はごくわずかで、粘土紐の幅は不明である。

なお、布綴 じの圧痕が顕著に残る。側面にヘラケズリ調整を施すものの、分割破面が残存 して

いる。

17・ 19は 玉縁部に水切 りの突帯を設けるものである。17は残存長16.8cm、 厚さ1.4cm、 玉

縁長5.2cmで、凸面は縦方向の粗い工具によるナデ調整を施す。また、凹面も維方向のナデ調

整を粗 く施 している。19は残存長31 8cm、 幅7 0cm、 玉縁長5 7cmで 、凸面は縦方向の縄叩き

ののち、工具による横方向のナデ調整を施す。凹面は布圧痕が残存するのみで、側面にヘラケ

ズリ調整をするものの、分割破面が明瞭に残っている。

18・ 20は 極端 に短い体部をもつ、特異な形状 をした九瓦である。18は 全長12 7cm、 幅

13.8cm、 厚さ1 4cm、 玉縁長5 1cm。 201よ残存長18.2cm、 厚さ2.2cmで、玉縁部を欠損 してい

る。いずれも凸面は横方向のナデ調整を施 し、凹面の側面および端面寄 りにヘラケズリ調整を

施す。これらの九瓦は、おそらくは降棟の長さ調整に用いられたと想定される。

21は残存長4.8cm、 厚さ2.lcmの端部の破片である。焼成が非常に堅級であり、かつ粘土紐

の痕跡を残すのが特徴である。粘土紐の幅はおおむね 3～ 5 cm程度である。22は極端に玉縁

部が長い個体で、残存長25 4cm、 厚さ3 0cm、 玉縁長8.8cmで ある。大半が久損 しているが、

復原すると長大な丸瓦になると考えられる。凸面は横方向のナデ調整で、玉縁部には指頭圧痕

が顕著に残っている。凹面は布圧痕のほか、布綴 じの圧痕が残っているのみである。

D 平 瓦 (図版99～ 103)

第一次大極殿院地区の発掘調査で本報告の姑象範囲から出上 した瓦碑類のうち、もっとも多

いのが平瓦である。総出土点数は142,489点、その総重量は12,165 52kgに 達する。その出土分

布を図81に掲げた。これをみると、九瓦と同様、第一次大極殿院築地回廊に沿って分布 してい

ることがわかる。したがって、出土した平瓦の多 くは第一次大極殿院築地回廊に用いられてい

た可能性が高い。出土した平瓦の大半は破片であるが、その中で、比較的全形を復原できたも

のについて報告する。出土した平瓦の多 くは、その凹面に枠板痕や糸切 り痕が認められるので、

粘土板桶巻き作 りで製作されたことがわかる。いわゆる一枚作 りの平瓦も存在するが、その数
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2 瓦悔類

は決 して多 くない。凸面には縦方向の縄日「きを施 してお り、部分的にナデ調整を施す。狽1縁部

は桶から分割 したのちに調整を加え、凹面と狽J面のなす角度が鋭角になるように調整する。こ

れらの特徴 を踏まえたうえで、以下ではそれぞれの個体について詳述する。

1・ 2は もっとも典型的な、平面形が台形をなす平瓦である。 1は全長34 2cm、 狭端幅

21 7cm、 広端幅26 3cm、 厚さ2 0cmで ある。凹面には布圧痕や枠板痕のほか、狭端寄 り4 cm

程度の範囲に横方向のナデ調整が、そして両側面寄りと凹面右側にかけて縦方向のナデ調整が

施されている。枠板痕は幅2 5cm前後で、布 目の密度は l cmあ たり9本である。一部には縦

方向に走る糸切 り痕も確認できる。凸面は縦方向の縄叩きが残るが、狭端から4～ 6 cm程度

の範囲と、広端から8～ 9 cmの範囲には横方向のナデ調整を加え、縄叩き痕を一部擦 り消 し

ている。縄の密度は 2 cmあたり9本程度である。

2は全長34 5cm、 狭端幅21 3cm、 広端幅25 6cm、 厚さ1.9cmである。凹面には布圧痕と模

骨の枠板痕が良好に残っている。布 目の密度は l cmあ たり10本で、枠板痕の幅は2 9cmで あ

る。このほか、凹面の狭端 。広端・両側縁に沿って、幅 1～ 2 cmの範囲にヘラケズリ調整が

認められる。凸面には、他の個体に比してやや斜めに傾いた方向に縦方向の縄日「 きを施してい

る。縄の密度は2 cmあ たり9～ 10本である。狭端から5～ 6 cmの範囲と広端から3～ 4cm

の範囲に横方向のナデ調整を加え、一部縄口「 き痕を擦 り消 している。

3は狭端幅と広端幅の差がほとんどなく、その平面形が長方形をなす平瓦である。その形

状から、おそらくは径がほぼ一定の円筒形の桶を用いて製作 したと考えられる。 3は全長

36 5cm、 狭端幅26 4cm、 広端幅27 7cm、 厚さ2 1cmで ある。凹面は全体的に摩減が進行 して

おり、表面の状況を明確にうかがい知ることはできないが、布圧痕や枠板痕、糸切 り痕などを

わずかに判別することができる。枠板痕の幅は3 5cm前後である。凸面は縦方向の縄叩きを狭

端から広端にいたるまで全面に施している。縄の密度は 2 cmあたり8本である。

4は上原真人氏の分類による「恭仁宮B型式」の平瓦である。全長38 5cm、 狭端幅26 2cm、

広端幅28 8cm、 厚さ1 8cmである。凹面は大部分に縦方向の、一部に横方向のナデ調整を施し、

布圧痕はわずかに残存するのみである。一部、狭端寄 りと広端寄 りに横方向のヘラケズリ調整

を加え、わずかに面取 りをおこなう。また、広端右隅あたりには「国万呂」の刻印が狭端を下

にした場合に文字が正位置となる方向で押され、それにともなう棒】犬圧痕も認められる。凸面

には縦方向の縄叩きを施すが、狭端から10～12cmの範囲には横方向の工具によるナデ調整を

施 している。縄の密度は 2 cmあ たり8本である。なお、この恭仁宮B型式の平瓦は一枚作 り

と考えられている。

5～ 7も 狭端幅と広端幅の差がほとんどないことから円筒形の桶を用いたと推定できるが、

3に比してきわめて厚手である。 5は全長35 2cm、 狭端幅24 5cm、 広端幅25 0cm、 厚さ3 2cm

である。凹面には布圧痕と枠板痕が明瞭に残っており、布目の密度は l cmあ たり8本で、枠

板痕の幅は2.5cm前後である。一部に、縦方向に走る糸切 り痕も認められる。凸面には縦方向

の縄日Πきが施され、縄の密度は 2 cmあたり8本である。広端から7 cm前後の範囲を横方向の

ナデ調整で擦 り消 している。なお、次端縁には 2箇所、指頭圧痕が認められる。

6は全長34.8cm、 狭端幅26 2cm、 広端幅27 2cm、 厚さ3.0～4.Ocmで ある。凹面には布圧痕

と枠板痕のほか、縦方向の円弧状に走る糸切 り痕が明瞭に残る。布 目の密度は l cmあ たり10

台形の平瓦

長 方 形 の

平   瓦

恭 仁 宮 の

平   瓦

厚手の平瓦
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2 瓦悔類

本で、枠板痕の幅は2 8cm前 後である。また、片狽1の側縁については、凹面狽1にヘラケズリ調

整による面取 りをおこなっている。凸面には縦方向の縄叩 きが施 され、縄の密度は 2 cmあ た

り8本である。広端か ら4～ 5 cm程度の範囲に横方向のナデ調整 を加え、縄叩 き痕を擦 り消

している。なお、この個体の凸面には側面 と平行に大 きく色調の異なる境界があ り、この個体

がかつてどのように使用 されていたかについて、重要な手がか りとなる。

7は全長35.5cm、 幅26.5cm(欠 損のため狭端幅と広端幅は測定できず)、 厚さ3 5cmで ある。こ

の平瓦は凹凸両面ともに縦方向の縄叩きを全面に施す。縄の密度は凹凸両面ともに2 cmあ た

り7～ 8本である。おそらくは 5・ 6の ような平瓦を、凹形成形台のようなものに載せて凹面

に縄叩きを施 したものと推定される。

8は一枚作 りの平瓦である。全長35 0cm、 狭端幅22.8cm、 広端幅25,Ocm、 厚さ2.lcmであ

る。凹面に枠板痕はなく、全面に布圧痕が残る。布目の密度は l cmあたり5本 ときわめて粗い。

両側縁寄 りには幅 1～ 2 cmに わたってヘラケズリ調整を施す。凸面には縦方向の縄叩きを施

すが、広端から3～ 10cm程度の範囲には、横方向のナデ調整や縦方向に指でナデつけるよう

な痕跡が認められる。なお、縄の密度は2 cmあ たり6本 と少なく、全体的に粗い印象を受ける。

9は やや小型の平瓦である。残存長31 0cm、 狭端幅21 2cm、 厚 さ1 8cmで ある。凹面には

ほば全面にわたって縦方向ないし横方向のナデ調整を施 し、布圧痕 と枠板痕はわずかに確認

できるのみである。凸面には縦方向の縄叩きを施すが、狭端から7～ 8 cmの範囲は横方向の

工具によるナデ調整で縄叩き痕を擦 り消 している。なお、縄の密度は 2 cmあ たり8本である。

また、この平瓦の側面と凹面のなす角度は90° に近 く、他の平瓦のように鋭角になるまで調整

を加えていない点で、特徴的である。

10～13は隅切平瓦である。いずれも凹面には布圧痕と模骨の枠板痕が、凸面では縦方向の縄

叩き痕が認められることから、 1・ 2の ような平瓦の広端部を切 り落として成形 しているもの

と考えられる。切 り落としたのちは、ヘラケズリ調整によって面を整えている。10の凸面には

側縁から2.5cm程 度の範囲に変色が認められる。11の 凸面の広端か ら3 cm程度の範囲にはヘ

ラケズリ調整の痕跡が残る。12の 凹面には粘土板の合わせ目とともに、布綴 じの圧痕も認めら

れる。13の 凸面の広端から4 cm程度の範囲は横方向のナデ調整によって縄叩き痕を擦 り消し

ている。

E 鬼 瓦 (図版 104)

いずれも鬼の全身を表す、毛利光俊彦氏の分類による平城宮式鬼瓦 I ttAである (F研究論集

Ⅵ 奈良目立文化財研究所学報第38冊』)。 外縁は傾斜縁で、側面に1 5cm前後の幅で籠端痕が確認

できる。したがって、瓦抱は側面におよぶタイプであることがわかる。製作に際しては、まず

瓦絶に1.0～ 1.5cm前後の厚みで粘土を詰めていき、そののちに粘土塊を詰めて成形する。厚

手のものと薄手のものとが存在する。裏面は不定方向のナデ調整を施 し、側面は横方向のナ

デ調整を施す。焼成前に眉間の部分と腹部に、方形の釘孔を穿孔するが、眉間では一辺1.Ocm、

腹部では一辺1.4cmと 若干大きさが異なる。残 りの良い個体では眉間の釘孔の周囲に円圏が巡

らされている。また、下端中央には半円形の李Jり 方があるが、これはすでに瓦施の段階で範囲

が決められており、瓦籠から鬼瓦を取 り外 したのち、その範囲を今けり抜 くことによって李Jり 方

両面タタキ

一 枚 作 り

小型の平瓦

隅 切 平 瓦

正 式 A
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を作ったようである。

1～ 4は厚さ7 cm程度の厚手の部類に属するものである。 lは頭部右側周辺の破片で、側

面には範端痕が明瞭に残る。 2は頭部右側の巻毛状表現がよく残っている。外縁は破損 して

残っていない。3は下端部の右側周辺の破片で、文様の一部のみが残存する。南面築地回廊出土。

4も 同じく下端部右狽」の破片である。 5は厚さ不明の細片である。文様の残存部から右手周

辺の破片であることがわかる。 6は唯―の全形がわかる個体である。高さ39.4cm、 幅43 0cm、

厚さ6,3cmの 薄手の部類に属するものである。他詰めの当初に薄 く粘土を貼つた部分が大きく

欠損 してお り、文様の残存状況はさほど良 くない。タト縁も破損 して残存 していない。今Jり 方は

幅13 7cm、 高さ7 8cmの やや平たい半円形をなす。裏面は腹部の穿孔部分を中心に若千 くば

んだ形状をなす。

F 隅木蓋瓦 (図版 105)

4点の出土を確認できる。いずれも西楼SB18500柱抜取穴より出土 した。これらの諸特徴は、

千田剛道氏の分類による平城宮A型式に似るが、わずかに細部が異なる。 しかも確認できた隅

木蓋瓦片は最低でも2個体分あり、その両者に関しても細部に差がみられる。したがって、平

城宮A型式を細分することにし、東楼SB7802出 土品から復原 したものをAl型式、報告する

2個体分をそれぞれA2・ A3型式とする。なお、Al型式の詳細についてはここでは触れず、

既報告の文章を参照されたい (『平城報告�』)。

A2型式 (3点)瓦 当右半部 (3・ 4)と 今Uり 込み部の破片 (1)が出土 している。瓦当文様は

左右 4反転の花雲文と考えられるが、薬師寺出土品同様に瓦当文様の上下が逆転 している。外

区の珠文も、より密である。下面両側縁に幅1 5cm、 高さ1 0cm程度の細い凸帯をもつ。そし

て上面中央部に背稜をもつのが最大の特徴である。後部には大きく今Uり 込みが設けられ、その

角度はほぼ80° である。また、背稜を挟み左右対称の位置に一辺1 5cm程度の方形の釘孔が一

対設けられている。側面に平行する方向でナデ調整が丁寧に施され、きわめて平滑に仕上げら

れる。これらは型作 りで成形され、その型は背稜が下を向き、上となる下面両側端の凸帯部ま

でおよぶ構造と推定される。成形後、型から取 り外 した時点で背稜が上になるように据え、瓦

絶による施文と釘孔の設定がおこなわれ、最終的に全体をナデ調整で仕上げたようである。

A3型式 (1点)瓦 当右半部の破片 (2)が出土 したのみである。左右 4反転の花雲文をもつ

と考えられるが、Al型式と同様に中央飾 りが上を向くように配されている。ただし、A2型

式の他が逆転 して押捺されたものである可能性がある。下面側端の凸帯部はA2型式よりもや

や幅が広い (20～ 2 5cm)。 製作技法等はA2型式とほぼ同じであるが、背稜の有無は不明である。

G 面 戸 瓦 (図版 106)

焼成前に九瓦を加工 して成形 した面戸瓦が115点 出土した。奈良時代の面戸瓦には、大棟な

どに用いられるT字形ないし逆台形をなす蟹面戸と、降棟に用いられる平行四辺形の鰹面戸が

あるが、確認できた面戸瓦はほぼすべてが蟹面戸である。T字形をなす蟹面戸を蟹面戸 I類 と

する。これはいわゆる「被せ面戸」で、九瓦の間に納まる舌部と、九瓦の上に被る袖部からな

る。平面形が逆台形をなし、舌部のみからなるものを蟹面戸Ⅱ類とする。
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2 瓦悔類

1・ 2は蟹面戸 I類である。 1は幅28 5cm、 径14.5cm、 舌部の幅が13 5cmである。袖部は

九瓦の形状をほぼそのまま残 してお り、袖部の端部付近から舌部の左右両側縁部の凹面に、ヘ

ラケズリ調整を連続 して施し、面取 りを施す。袖部の両端は一部欠損 しているが、これは寸法

を合わせるために意識的に打ち欠いたものかもしれない。舌部は比較的幅広に面取 りを施 して

お り、薄手に仕上げている。 2は幅24 7cm、 径14 6cm、 舌部の幅が13 1cmである。 1と 同様、

袖部は九瓦の形状をそのまま残 しているが、この個体は袖部の端部も九瓦先端部の形状をその

まま残 している。そして袖部の端部付近から舌部凹面にかけて一連の面取 りを施 しているが、

1と 比べて面取 りの幅が狭 く、さほど丹念でないため、全体として厚手である。

3・ 4・ 7は蟹面戸Ⅱ類である。 3は幅24 3cm、 径14,7cm、 舌部の幅が10,5cmで ある。九

瓦の狽1面の形状が両端にそのまま残る。両側縁部はかなり破損 しているが、凹面の一部に面取

りが残る。 4は残存幅11,lcm、 残存径9,8cmの 細片である。丸瓦の筒部だけでなく、玉縁部

も利用 してお り、凸面側では筒部と玉縁部の間の段を斜めに削 り落としている。凹面は、面取

りを比較的幅広 く施し、舌部の両側縁部をやや薄手に仕上げる。 7は大型の蟹面戸Ⅱ類である。

残存幅19 0cm、 残存径17 0cm、 舌部の幅が9.8cmで ある。厚さが3 0cmも あるため、非常に

大型の印象を受ける。そしてこの厚みのため、狽1縁部から舌部にかけて、面取 りを非常に幅広

く施 している。

5・ 6はやや特殊な面戸瓦である。 5は残存幅12 7cm、 残存径12.2cmで、九瓦筒部の長軸

に対 して斜め方向に、 2面の面取 りが「V」 字状に施される。全体形が判然としないために詳

細は不明だが、やや特殊な鰹面戸 となる可能性がある。 6は残存幅19 8cm、 残存径8.7cmの

やや細長い面戸瓦であるが、これも全体形が判然としない。舌部凹面に幅広の面取 りを施すが、

他の面戸瓦に比べ舌部の幅がかなり広い。また、側縁部は丸 く張 り出した形状である。これも

特殊な形状の鰹面戸となる可能性があろう。

H え斗瓦 (図版107)

焼成前に平瓦を分割するか、平瓦に切 り込みを入れたうえで焼成後に分割する「切焚斗」が

59点出土 した。平瓦を焼成前に加工せず、焼成後に割つて用いる「割焚斗」も存在 したと考え

られるが、それらと割れた平瓦片との区別は非常に困難であるため、切憂斗のみを報告の対象

とする。これらの奥斗瓦はすべてが粘土板桶巻き技法によるもので、一枚作 りの切憂斗は確認

されなかった。これについては、一枚作 りが導入された段階には切憂斗よりも割焚斗が多用 さ

れていたとの指摘がある。

切憂斗は粘土板桶巻き技法によってつ くられ、多 くは焼成前に分割される。 しかし、この分

割方法にも2種類があることから、それぞれ I類・Ⅱ類として分類する。

I類 (1～ 3)憂斗瓦の凹面と両側面のなす角度がほぼ90° となるものである。平瓦の項でも

触れたように、通常、粘土板桶巻き技法によってつくられた平瓦は、分割されたのちに側面と

凹面のなす角度が鋭角になるように調整される。ところが、この I類の憂斗瓦は両側面ともに

凹面との角度が90° のままであり、分割されたのち、破面にヘラケズリ調整を施すのみである。

当初からえ斗瓦として平瓦と異なる手法で製作されたか、側面を鋭角に調整 しない平瓦 9の よ

うなものを分割 したか、あるいは平瓦を3つ以上に分割 したうちの両端以外の部分と考えられ

蟹面戸 I類

蟹面戸Ⅱ類

切 戻 斗 瓦

な

瓦

殊

戸

特

面

類
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る。 1は幅10 0cmと 比較的幅が狭いもので、厚 さも2.9cmと 他のものに比 してやや厚めである。

2は平均的な大 きさで、幅16.3cm、 厚み も1 6cmで ある。 3は幅が18 7cmと やや大型で、凹

面下端には枠板痕が良好に残っている。これらはいずれも凸面下端の縦方向の縄叩き痕をヨコ

ナデ調整によって擦り消しており、平瓦 1・ 2な どを加工したものと考えられる。

Ⅲ 類 (4～ 7)叉斗瓦の側面のいずれかと、凹面とのなす角度が鋭角となるものである。こ

れは、平瓦の側面調整技法と同一であるため、平瓦を2分割したものと考えられる。いずれも

粘土板編巻き技法によるものである。 4は幅16 6cm、 厚さ1 9cmで、凸面の広端寄りの部分

に縦方向の縄叩き痕を擦り消した痕跡が認められ、平瓦 1・ 2を加工したものと考えられる。

5は幅16.9cm、 厚さ1.9cmで、凹面の狭端付近には1条の凹線が巡る。

6は英斗瓦ではなく平瓦片であるが、凹面には長軸に沿つた 1条の沈線がある。焼成前に分

割のための裁線を入れ、焼成後に分割して見斗瓦として利用するはずが、何らかの事情でこの

裁線に沿つて分割されることがないまま残ったものと考えられる。凹凸両面ともにヨコナデ調

整を施しており、側縁付近にはタテナデ調整も認められる。細片のため、詳細は明らかではな

いが、一枚作りの可能性もある。

7は焼成前の加工がない平瓦であるが、ほぼ2分されていることや破面が丁寧に打ち欠かれ

たような状況であることから、「割憂斗」の可能性がある。幅12.9cm、 厚さ2.5cmで、凸面に

平行方向の刻み目をもつ板による叩き痕が認められ、胎土も堅緻で焼成も非常に良好である。

藤原宮所用の平瓦を分割した割叉斗と推定しておく。

I 文字瓦 (図版108)

出土 した文字瓦はヘラ書 きが 4点、刻印が 4点のみである。うち、ヘラ書 き2点 (1・ 3)

は判読できないため、単なる記号の可能性もあるが、ここであわせて報告する。

1～ 4はヘラ書きが施されている。 1は平瓦片で、矩形状のヘラ書きが凹面広端右隅にある。

平瓦にしては曲率が低 く平坦であ り、特殊な形状といえる。 2は「廿五枚」とのヘラ書きがあ

る焚斗瓦である。先に触れたように、側縁と凹面とのなす角が直角であるため、切戻斗瓦と判

断できる。 3は蟹面戸 I類の凸面に弧線が描かれているものである。残存状況から判断すると、

蟹面戸 I類の左半分に右上から左上へと曲線を描 くようにヘラ書 きが施されている。九瓦を

切つて面戸瓦を作る際の下描きである可能性もある。 4は「□君奉」とのヘラ書 きがあるえ斗

瓦である。幅13 6cm、 厚さ1.4cmの切焚斗瓦であり、ヘラ書きは凹面に施されている。

5～ 8は刻印瓦である。 5は九瓦の凸面の広端付近に「理」の刻印がある。文字の下半は欠

損 している。 6は平瓦の端部 (狭端部か)に「司」の刻印がある。平瓦の凸面には縦方向の縄

叩きが施され、一部に離れ砂が確認できる。凹面は布圧痕と糸切 り痕が残存 し、端部付近は横

方向のヘラケズリ調整が施される。一枚作 りと推定できる。 7は平瓦の狭端部に「十」の刻E「

がある。これも凸面には縦方向の縄叩きが施され、凹面には布圧痕が残存 している。凹面の側

縁部に近い部分にはタテナデ調整が施されている。これも一枚作 りであろう。 8は九瓦の筒部

の玉縁寄 りに「理」の刻印がある。九瓦筒部の長軸に財 して文字が横位になるように押されて

いる。九瓦は残存長23.8cm、 径14.6cm、 厚 さ1 8cm、 玉縁長5.5cmで あ り、玉縁には 1条の

凸線が巡る。凸面は縦方向の縄叩きをタテナデ調整で丁寧に擦 り消すが、そののちに横方向の

′5び
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2 瓦盛類

擦痕ないしは圧痕が認められる。それらの調整後に押印したようである。

J 樽 (図版 109)

全部で451点 出土 した。出土 した碑 のうち、原位置をとどめて出土 した ものは碑積擁壁

SX6600の ものに限られ、それ以外はすべて柱抜取穴や包含層から出土 している。ただし、碑

積擁壁SX6600に 用いられている碑は、他所で出土した碑 と法量や製作技術がほぼ同じである。

碑はその形状から大 きく2つ に分類できる。 1つ は、平面形が長方形をなす もので、出土

した碑の 9割以上を占めている。もう 1つ は、全形を保っているものは確認できないものの、

正方形に近い形状に復原できるものである。長方形をなす碑は、おおむね長さ29cm前後、幅

15cm前後、厚さ8 cm前後の法量をもつ。いずれも各面をナデ調整で仕上げている。

長方形をなす碑のなかには、剥離面に指頭圧痕を明瞭に残すものがある (図版1097)。 これ

は、碑が木枠あるいは箱のようなものに粘土を詰めることによつてつくられたことを示 してお

り、まず木枠あるいは箱の隅から詰め始め、そこから2～ 3回に分けて粘土を詰めたものと考

えられる。

碑の断面形は、上下面の幅が 2～ 3mm程度異なり、わずかに台形を呈する。これは、粘土

を詰めた後取 り出しやすいように木枠あるいは箱の側板をわずかに傾け、一方に開くような形

状であったためと考えられる。

1～ 8は長方形の碑である。 1は長さ29 8cm、 幅16.5cm、 厚さ8 0cmで ある。全面にナデ

調整を施 しているが、碑の下面、すなわち粘土を詰める際の上面には布圧痕や、指頭圧痕がわ

ずかに残されている。 2は長さ29,Ocm、 幅15,Ocm、 厚さ7 5cmで ある。この個体は上面 と側

面をナデ調整によつて丹念に調整 しているが、俸の下面、すなわち粘土を詰める際の上面につ

いてはナデ調整が施されておらず、粘土を詰めた際の粘土緩などが明瞭に残されている。 3は

長さ29,Ocm、 幅15,Ocm、 厚さ8 4cmで ある。全面にナデ調整が施されているが、焼成が不良

のため、やや摩減が進んでいる。 4は長さ26 0cm、 幅14.5cm、 厚さ8 1cmの わずかに小型の

個体である。これも3と 同様、焼成が良好でなく、軟質であるため、表面は摩滅・風化が進ん

でいるが、全面にナデ調整が施されていたようである。 5は長さ29 5cm、 幅11 5cm、 厚さ8 3cm

の細長い形状をした長方形の悔である。一方の短辺付近 (図版1095下側)は、一部が粘土を詰

める際の作業面で剥離して欠損 し、段差がついたような状態となっている。他の個体では粘土

詰めの作業面で層状に剥離することが多いが、この個体では側面が比較的垂直を保ったまま

欠損 している。したがって、碑の焼成後に何 らかの要因で側面を削 り取つている可能性が高い。

なお、このような焼成後の加工は他の個体においてもいくつか認められる。 6は長さ26.5cm、

幅14 4cm、 厚さ8 3cmで ある。法量が 4と ほぼ同じで、同じ型で作 られている可能性が高い。

この個体も表面の摩減が著しいが、全面にナデ調整を施しており、一部には工具によるナデ調

整が認められる。 7は残存長15 2cm、 幅15 0cm、 厚さ8 1cmで ある。全面にナデ調整を施す

が、この個体は粘土詰めの作業面で層状に大きく剥離 している。剥離面には一面に指頭圧痕が

残る。剥離面が全体の厚さの中程で生 じていることから、この個体では粘土詰めが大 きく2回

に分けておこなわれていたことがわかる。 8は残存長14.2cm、 残存幅10 0cm、 厚 さ8,Ocmで

ある。全面にナデ調整を施しているが、側面にはわずかに布圧痕が認められる。どの段階でつ

隠 の 分 類

長方形の時
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いたかは不明である。

正方形の悔  9,10は正方形の碑と考えられる個体である.。 9は残存長19.5cm、 幅26iOcm、 厚さ8.Oo仰

である。全面にナデ調整を施している点や、剥離部の状況から、木粋ないし―箱に詰めた.よ うな

痕跡も認められることから、基本的には長方形の樽と同1様の特徴を有しているといえる。10は

残存長192cm、 幅25.5cm、 厚さ8.Ocmで ある。全面ナデ調整を施すなど、9と 同様の特徴を

有している。

1)第 170次調査出土の九・平瓦は、未整理のため、     技術から見た平城宮式鬼瓦と南都七大寺式鬼

本報告から除外している。              瓦の変遷」 (『史林』第84巻第 3号 )。

2)注 1参照。                   6)千 田剛道1991「平城宮の隅木蓋瓦」(『奈良国

3)上原真人1984「平・丸瓦」(『恭仁宮跡発掘調     立文化財斬究所紀要1991』 )o

査報告 瓦編』―京都府教育委員会)。       7)注 6参照。

4)注 3参照。                   3)清 野孝之2004「平城宮の見斗瓦J(『奈良文化

5)岩戸品子2001「奈良時代の鬼面文鬼瓦■瓦葺     財研究所紀9200瑚 )。
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3 土 器

土器の器形や成形 。調整手法や胎土による群別、および年代観 (平城宮土器 I～Ⅶ)について

は、既刊の F平城宮発掘調査報告』に準 じる。しかし頻出する用語については、下記のとおり

再説しておこう。

土師器の食器類 (杯・皿・椀など)は、その調整時に採用した手法・仕上が り時の状態から分  土 師器 の

類が可能である。ひとつめはa手法といい、口縁部の外面をヨコナデで整えるが、底部を不調  調 整 手 法

整にとどめるか、不定方向の粗いナデを施 して仕上げる場合である。この手法では底部外面に

成形時の指頭圧痕を残 し、ときに木葉痕をとどめる。この状態からさらに進み、底部外面をヘ

ラケズリで整えるのがb手法で、ヘラケズリが底部にとどまらず口縁端部までおよぶとc手法と

なる。これに射し、口縁部直下に幅の狭いヨコナデを施 し、これより下位を不調整にとどめる

手法をe手法という。e手法の土器は主として小形品であり、九味を帯びる底部には指頭圧痕が

残る。

土師器の食器には、杯・皿・椀など外面にヘラミガキを施すものがある。ヘラミガキの有無

やこれを施す都位から4つの手法が区別される。ヘラミガキを施さない場合を0手法とし、日

縁部のみにこれを施す場合を 1手法、底部のみに施す場合を2手法、国縁部～底部にかけてヘ

ラミガキを施す場合を3手法という。上にみたa～ c手法と組み合わせることで、例えばaO手法、

al手法、a2手法・・・が識別できる。

土師器の胎土は2種類に大別することが多 く、この点は従来の記載と同じである。すなわ  土 師器 の

ち、器面が明灰色を呈し、砂粒をほとんど含まず精良な胎土の I群 と、器面が掲色系で砂粒が  群   別

多 くやや粗い胎土のⅡ群とを区別する。前者の食器は椀Aを除き、一貫 してa・ b手法を用いる

が、後者は奈良時代後半からc手法を多用する。なお、 F平城報告�』では、平城宮土器Ⅶに属

する土師器を I′群・Ⅱ
′
群とし、それぞれ平城宮土器V以前の I群・Ⅱ群に近いとする観察が

ある (P167)。 このときⅡ
´
群は「雲母 。長石粒を多量に含み、茶褐色～赤褐色を呈する」と定

義されたが、これは F平城報告�』にいうⅡ群に近い。本書ではⅡ
´
群をⅡ群に含めて記載す

ることにしたい。

3

須恵器は土師器と異なり、食器類を成形・調整手法によつて細別することが少ない。しかし、

代わりに胎土および製作技術上の特徴が異なる以下のグループ (群)を識別 している。

I群 主として青灰色を呈 し、硬質に焼 き上がるものが多い。胎土には長石・石英の粒子を

含む。火欅をとどめた例がある。杯類の底部はヘラ切 り痕を残すものと、ロクロケズリで整え

たものとがある。

I群 おもに明灰色を呈 し、硬 く焼 き上がる。胎土はきわめて緻密で、ロクロナデやロクロ

ケズリによつて延びる黒色粒子が特徴的である。ロクロケズリは丁寧で、ヘラミガキを施 して

金属器の質感を表現 したものもある。食器類のほかに鉢A・ 壼Aがある。

Ⅲ 群 灰白色を呈 し、硬 く磁器質に焼 き上がる。胎土には砂粒を含む。器種は杯Bと その蓋、

皿Bと ヴアラエテイが少ない。杯Bと その蓋では、同心円状の刻み目をもつ当板で粘土板を叩

き出した痕跡を残す例が報告されている。

須 恵 器 の

群   別
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第Ⅳ章 遺 物

Ⅳ 群 粗大な長石粒や白色の砂 を含み、焼成温度が低 く暗灰色に焼 き上がる。

V群 やや砂っぽい胎土で微細な黒色粒子を含む。高温の酸化焔焼成のため、器体は赤味を

帯びる暗灰色を呈 し、窯口付近で焼成された重・奏の類には自然釉がかかる。食器のうち杯B

蓋は笠形をなし、頂部にロクロメをとどめるものが多い。

M群  砂っぽい胎上で焼 き締まりが悪 く、表面がざらざらしている。高温焼成により明灰色

～暗灰色を呈 し、貯蔵器のほか食器にも自然釉がかかる。杯B蓋 は笠形の頂部をもつ例が多い。

以上 I～Ⅵ群は、現在のところ I・ Ⅱ群が和泉国陶邑窯、Ⅲ群が播磨国 (ま たは備前国)、 Ⅳ

群が生駒東麓窯、V群が尾張国猿投窯、そしてⅥ群が美濃国の製品と推定している。

A 大極殿院西辺整地上下層木屑層・炭層出土の土器

佐紀池南辺では、第一次大極殿院西辺整地土 (12期 )の下位に「炭層」、「茶褐色木屑層」

または「茶褐色粘質土」という土層が堆積 している。第177次調査では、炭層・茶褐色木屑層

から多 くの土師器・須恵器 (平城宮土器Ⅱ)が出土 したが、これらの土器群は和銅 4年 (711)～

養老 6年 (722)の紀年木簡をともなっている。土師器は細片が多いものの器面の保存状態が

良好で、須恵器には大破片が比較的多い。なお、茶褐色木屑層と炭層から出土した土器の間に

は同一個体の接合関係がある。本稿では、炭層および茶褐色木屑層の上器群をひとまず一括 し

て記載し、層位ごとの検討は別におこなうことにしたい。

土師器 (図版 110,111)

杯 A(1～ 7)杯 Aは茶褐色木屑層・茶褐色粘質土で 9個体、炭層で11個体ある。前者は口径

19,0～20 0cm、 器高4 5cm前後の杯AIと 、日径19 0cm前後、器高3.4～ 4 0cmの杯AⅡ 、日径

15.6cm、 器高3 1cmの杯AⅢ がある。 しかしながら、炭層出土の杯Aは 月ヽ片のため図示できな

いものが多い。

1は bュ 手法の杯AⅢ で、内面に 1段斜放射+連弧暗文および螺旋暗文を施 し、外面のヘラミ

ガキは比較的粗い。底部外面には細い線刻で「×」印を刻んでいる。

2～ 4は杯AI。 2は 1段斜放射暗文 +螺旋暗文で、a手法による。 3・ 4は 1段斜放射暗

文十連弧暗文および螺旋暗文を施 し、いずれもb手法による。 4の斜放射暗文は左上が りで、

通貝Jと は異なる。口縁部外面のヘラミガキは粗 く、ヨコナデの屈曲部にはこのミガキがおよん

でいない。

5。 6は杯AI。 内面に2段斜放射暗文 +螺旋暗文を施すもので、器高が杯AⅡ に比 しやや

高い。 5は胎土に砂粒を多 く含み、器表面が赤褐色を呈する。 6も 杯AIだが、器表面は明褐

色を呈 し、 2段斜放射暗文が松葉状あるいは「v」 字形単位の連なりからなる。暗文の重複関

係からは下段→上段へと施文 したことがわかる。外面のヘラミガキは初密で、底部～口縁部に

かけてのヘラケズリののち、ヘラミガキを施 している (cl手法)。 口縁端部の巻き込みも小さく、

これ以外の杯Aと は形状が異なる。

7は炭層出土の杯AIで、日縁部の外傾度が大きい。調整手法はa手法で、内面には暗文を

施さない。見込みには焼成後に刻んだ「 ×」印の線刻がある。炭層出土の杯Aは、これ以外に

1段斜放射暗文 +連弧暗文の破片が 5個体、 1段斜放射暗文のみの破片が 3個体、無暗文 (a
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表6 木屑層・炭層出土土器の器種構成

土師器 器種 個体数 士ヒ≧客 (%)

供
膳
具

杯 A

杯 B(

杯 C

皿A

皿 B

蓋 X

椀 C

椀 X

高杯

鉢 E

鉢 X

盤A

身

蓋

20

3

8

6

4

3

1

5

5

1

1

4

2

貯
蔵
具

身

蓋
Ａ一霊 5

i:i }    55

煮
炊
具

甕A

甕B

甕 C

13

4

6 荘1邪
合計
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手法の杯AⅡ )が 1個体ある。 2段斜放射暗

文を施 した例は確認できない。

杯B蓋 (8'9)杯 B蓋 は合計 8個体出土

している。 8は 口径21.4cmで 、頂部外面

のヘラミガキはつまみ部の周辺で4単位、

頂部外周近 くでは 8単位 とみられる。頂部

の内面には螺旋状の暗文を大きく描き、つ

まみ部の上面にも螺旋状のヘラミガキを

施す。器表面は褐色 を呈する。 9は 口径

21.8cmで、頂部外面のヘ ラミガキは 4単

位である。頂部内面にはやはり螺旋状のヘ

ラミガキを施す。器表面は灰褐色を呈 し、

内面の一部には煤が付着する。

杯 B(10・ 11)杯Bは茶褐色粘質土と炭層

とで 3個体出土 している。10は茶褐色粘質

土からの出土で、日径16.Ocm、 器高3 5cm。

内面には 1段斜放射暗文十連弧暗文、螺旋

暗文を施す。胎土はやや粗い。11は炭層出

土で、日径17 8cm、 器高3 7cm。 内面 に

は 1段斜放射暗文 +連弧暗文、螺旋暗文を

施している。

杯 C(12～ 16)杯Cは炭層で 6個体を数え

る。12は杯CIで、日径17.Ocm、 器高2.8cm。

調整手法はa手法で、底部外面には木棄痕

をとどめる。内面の 1段斜放射暗文は短 く、

日縁端部までおよばない。内面見込みには

螺旋暗文を施す。13は 口径18 0cm、 器高

2 8cmで、内面に 1段斜放射暗文十螺旋暗

文を施す。底部外面には軽微なヘラケズリ

を施す (bl手法)が、その合間には指頭圧

痕が残 り、細い線刻で「米」印を刻んでい

る。茶褐色粘質土より出土。14・ 15は al手法の杯CI。 内面には 1段斜放射暗文十螺旋暗文を

施し、底部外面は不調整のままとする。このうち、14は灯明器として用いたものである。16は

bl手法の杯CI。 内面には 1段斜放射暗文十螺旋暗文を施すが、 1段斜放射暗文は通例とは異

なる左上がりである。胎土は砂粒分を含み、やや粗い。

皿 A(17・ 18)皿 Aは炭層で 4個体を数え、a手法の I群土器とc手法のⅡ群土器とがある。17

はC3手法の皿AIで、外面には初密なヘラミガキを施す。18は 17と 同様の特徴をもつが、復原

口径は河ヽさい。

須恵器 器種 個体数 士ヒ≧岳 (%)

供
膳
具

(

(

杯A

杯 B

皿A

皿B

皿D

盤A

盤B

身

蓋

身

蓋

13

4

17

3

2

4

4

3

1

貯
蔵
具

壼A(

壺B

壺D

鉢D

甕A

甕C

身

蓋

0

2

1

1

3

5

12

合 計 1000
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椀 C(19・ 20)いずれも口縁部直下をヨコナデし、それ以下を不調整にとどめる。19に は指

頭圧痕の凹凸が残る。

椀 X(21～26)椀Xは茶褐色木屑層から2個体、炭層から3個体が出土 している。21～24は 口

縁端部の直下をヨコナデ、それ以下を不調整にとどめるもので、破片ながら器形にヴアラエテイ

がある。25は小片だが、底部外面にヘラケズリを施す。

鉢E・ 鉢X(27～ 30)茶褐色木屑層から5個体が出土 している。復原口径は18～21cm、 器高は

5～ 6cm程度である。27～29は底部を欠くが、日縁部の上端付近にヨコナデを施 し、これよ

り下位は不調整である。胎土は径約 3mmま での砂粒を含み、やや粗い。28の 内外面には煤が

付着している。29は 器表面が明橙色を呈 し、内面には工具の接触痕跡とみられる直線状の条線

が数条残る。外面の不調整部分には粘土組の接合痕があり、乾燥時のひび害Jれ も目立つ。30は

26～ 29と 同様の器形ながら、外面のヨコナデ以下を粗 くヘラケズリしたもので、ヘラケズリに

よる砂礫の移動痕跡が目立つ (鉢E)。 胎土は砂礫を多 く含み粗い。

蓋 X(31)頂部外面をヘラケズリした蓋で、つまみ部分を欠失 している。ヘラケズリの方向

は頂部中央付近で不定方向、頂部縁辺で横方向となり、端部付近および内面をナデで仕上げる。

日径23.8cm。

高 杯 (32)高杯は 1個体が出土。杯部の口径は23 0cmに 復原でき、脚部の断面形は9角形

をなす。杯部の内面には 1段斜放射暗文十連弧暗文を、外面にはヘラミガキを施す。

盤 A(33・ 34)茶褐色木屑層 と炭層とで 1個体ずつが出土。331ま茶掲色木屑層で出上 した個

体で、口径34 0cmに 復原でき、器高9.2cmで ある。内面には 1段斜放射暗文 十連弧暗文およ

び螺旋暗文を、外面にはヘラミガキを施 している。34は炭層からの出土で、日径41 4cm、 器

高11 0cmと 33よ りひと回り大きい。内面には 2段斜放射暗文および螺旋暗文を施すうえ、連

弧暗文を斜放射暗文の 1段 目と2段 目との間付近に巡らせている。外面にはヘラミガキを施し

ている。

壷 A(35～37)胴部中位に把手をそなえた薬壼形の器形で、茶褐色木屑層 と炭層 とで30片近

い破片が出土 している。これらは胎土・色調や調整手法からみて、おそらくは 5個体分であろ

う。口縁部 (35)は破片のみだがヨコナデで仕上げ、肩部以下には丁寧なヘラミガキを施して

いる。36は胴部中位～底部にかけての部位が残る。器壁は最大でも7mm程度と、後述の37よ

りは薄く、色調は赤褐色を呈する。胴部外面に施したヘラミガキは初密で、下地の調整痕がほ

とんど残らない。胴部内面には横方向のハケメを残すが、指頭圧痕がハケメを潰す部分がある。

高台は接合部で剥落している。37も 胴部中位～底部にかけての部位で、茶褐色木屑層および炭

層の両方から破片が出土している。35と は同一個体であろう。底部は最大で9mmと厚 く、胴

部内面には横方向のハケメを明瞭に残す。胴部の中位にはヘラミガキを施している。底部には

外方へと開く高台を付 しており、その最大径は18 6cm(復原値)である。

甕 A(38・ 41・ 42)茶褐色木屑層で 6個体、戊層で 7個体が出上 している。38は 口縁部～胴部

上半を残 し、胴部外面には縦方向のハケメをとどめる。41は 日縁部～胴部下半をとどめ、短 く

外方へと突出する国縁部と、ほぼ球形の胴部とをもつ。胴部外面には斜め方向のハケメを残す。

42は 口縁部内面に横方向のハケメを残 している。

甕 B(43・ 44)茶掲色木屑層で 1個体、え層で 3個体を数える。43は 茶褐色木屑層出土。口
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3土 器

縁部の内面には横方向のハケメをとどめ、胴部外面を縦方向のハケ、内面をほぼ横方向のハケ

で整える。441ま炭層出土の甕Bの胴部。日縁部を欠 くが、胴部外面を縦方向のハケ、内面を不

定方向のナデで仕上げている。把手の接合部分には径 2mm程度の小孔を18箇所に穿っている。

甕 C(40・ 41)6個体が出土 している。40は胴部下半を欠 くが、短 く外方へ と突出する日縁

部と、やや球形の胴部とをもち、胴部外面に縦方向のハケメ、同内面に縦方向のケズリを施 し

ている。41も 40と はほぼ同形だが、内面に横方向のケズリを施す点が異なる。

� 須恵器 (図版■2・ 113)

杯 A(45～49)茶褐色木屑層の出土 (47～ 49)と 炭層出土 (45。 46)と がある。45は 平坦な底

部とほぼ直角に立ちあがる口縁部とからなり、器形が特徴的である。国縁部の内面には火脹れ

が連なり、外面上半には重ね焼き痕が残る。底部はロクロケズリで平滑に整える。46は 日縁部

のみが残るが、底部外面はロクロケズリとみられ、口縁部には火欅がかかる。Ⅱ群土器か。47

は底部をナデで仕上げるもので、焼成がやや悪い。48は底部をロクロナデで整えるが、ヘラ切

り痕が消えずに残る。胎土には粗大なチャー ト礫・石英を含む。49は器高がやや高 く、日縁部

下半にロクロケズリを施す。

杯 B(58・ 59・ 61)58は炭層から出土した灯明器。底部外面はほぼ不調整で、回転ヘラ切 りの

痕跡が残る。61は杯BIで、炭層からの出土。日縁部下半にロクロケズリ、上半にロクロナデ

を施す。器表面は灰色を呈するが、日縁部外面のみ暗灰色に発色する。

杯B蓋 (50～ 57)501よ つまみの形状が特徴的である。頂部には降灰を認め、胎土はやや粗い。

51は笠形の頂部と、内傾する縁部とをもち、扁平なボタン状のつまみを付 したもの。頂部タト面

にはロクロケズリを施したのち、ロクロナデを加える。胎土は砂粒を含み粗い。Ⅵ群 (美濃産)

か。52の頂部内面には不定方向のナデが残る。53は杯BⅣ蓋で、口径12.Ocm。 やや笠形の頂部

に扁平なつまみを付す。54は頂部中央がややくぼみ、硯に転用 したもの。頂部内面の中央部は

硯 として使用 したため摩減 している。56は頂部への降灰が顕著だが、半円形の重ね焼き痕 (復

原回径は約10cm)が くつきりと残る。57はやや扁平な頂部をもち、つまみを欠 く。胎土は砂質

で粗大な石英粒を含み、軟質に焼きあがる。

皿 A(67)や や開き気味の口縁部と、ほぼ平坦な底部とをもつ大皿。口径は約30cmで ある。

口縁部はロクロナデ、底部外面はロクロケズリで整形している。

皿 B(66)66は 底部外面 (高台の内側)に墨が付着 し、硯に転用されたことを思わせる。口縁

部の外面には自然釉がかかる。茶褐色木屑層からの出土で、口径の復原値は約26cm。

皿B蓋 (62～65)笠形の頂部に宝珠形のつまみを付すもので、日径26～ 31cm。 茶褐色木屑層

と炭層の双方で出土している。いずれも頂部外面をロクロケズリで整えている。62は頂部外面

に降灰を認め、堅 く焼きあがるもの。64は胎土が白色で、内面の縁部付近には墨が付着する。

65は胎土に砂粒を多 く含み、やや軟質に焼きあがる。

皿 D(60)601ま 低平な皿の底部に低い高台を付 したもので、内面の降灰が顕著である。

壷A蓋 (68・ 69)茶褐色木屑層で 1個体、炭層で 1個体ある。681ま やや膨らんだ頂部と、外方

へと開き気味の縁部とからなり、頂部に扁平な宝珠形のつまみを付す。頂部にはロクロケズリ

の痕跡を残す。色調は灰白色で、胎土はやや砂質である。美濃産か。茶掲色木屑層出土。691ま
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平坦な頂部と、直線的な縁部とからなり、つまみを久失する。胎土はやや粗 く、白色の砂粒が

多い。

壺 B(70)茶褐色木屑層からの出土例で、短い口縁部と広い肩部、直線的な胴部からなる。

内外面ともにロクロナデの痕跡が残る。その肩部には蓋を重ね焼きした痕跡があり、その外狽1

には緑色の自然釉がかかる。

壺 D(71)直 立する短い口縁部をもつ広口・扁平な重で、高台を付 している。内外面ともに

色調は暗灰色で、ロクロナデが残る。日縁端部および高台の接地面には使用時の磨耗を認める。

盤 A(72)茶掲色木屑層から出上 した盟状の器形で、日縁部はやや外方へ直線的に立ち上が

り、側面には「U」 字形の把手を付 している。把手の接合部は器体の中位付近で、水平方向の

沈線のうえに貼 り付けている。口径は47 5cm。 焼成はやや悪 く、色調は灰色～暗灰色を呈する。

同じ個体の破片が、炭層からも出土 している。

甕 C(73～ 77)茶褐色土からは広口短頸の甕Cが 5個体分出土 している。このうち、73お よび

75は肩部に耳状の把手を一対備えるもので、胴部外面にはタタキメが残る。74は胴部外面のカ

キメが顕著である。76は 口縁部をヨコナデで仕上げ、胴部内面に当具痕を明瞭にとどめている。

77は 口縁部～底部付近までをとどめ、胴部内面に当具痕、外面にタタキメを残す。

B SD12965出 土の土器

第316次調査で検出したSD12965は 東へと流れ、基幹排水路SD3825へ と注 ぐ東西溝である。

溝埋上の下層 (灰褐色・暗灰色砂層)からは神亀 3年 (726)銘の木簡とともに平城官土器Ⅱの土

師器杯Aが 3個体出土しているが、上層 (暗褐色。青灰色砂礫層)からは土師器杯A・ 皿A・ 椀A・

椀Cな どを含む平城宮土器Ⅳ～Vの土器が出土している。後者は、後述するSD3825C出 土土器

群と内容が一致する。

i 土師器 (図 82)

杯 A 上層から2個体、下層から3個体が出土している。78は 内面に1段斜放射暗文十螺

旋暗文を、79は 1段斜放射暗文十連弧暗文十螺旋暗文を施すもので、ともに I群土器である。

85

0              10cm
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SD12965下 層の出土。80はbO手法、81は cO手法で、後者は国縁部の外傾度が高い。いずれ も

SD12965上 層埋土か らの出土。

皿 A 上層 (砂礫層)か ら4個体が出土 している。82は皿AI。 底部～口縁部下半をヘラケズ

リするcO手法である。

椀 A 上層 (砂礫層)か ら6個体が出土。84は底部を欠 くが、日縁部外面にはヘラミガキを施す。

椀 X 83は椀X。 口縁部は強いヨコナデで外反する。底部外面には指頭圧痕およびナデの痕跡

をとどめる。

� 須 恵器 (図 82)

杯B蓋 85は杯Btt。 平坦な頂部と内側へやや屈曲する縁部とをもち、扁平なつまみを頂部中

央に付す。

鉢 A 下層から1個体が出土 している。86は 底部を欠 くが、口縁部には幅の広いヘラミガキ

を施す。

C SB17870柱抜取穴出土の土器

掘立柱建物SB17870の柱抜取穴から出土 した土器群は、多量の瓦や燃えた木片・炭とともに

廃棄されていたもので、Ⅱ期建物群の廃絶時期を示すものである。 2箇所の柱抜取穴 (IL52・

IG49地 区)か ら出上 したものが多いが、これ以外の柱抜取穴でも土器は出土 している。土師器

は保存状態がわるく、器面の剥落が進み細かい観察に耐えないものもある。土師器食器は杯 A、

皿A、 杯C、 杯B蓋、椀A、 高杯、盤Aな どからなる。杯・皿や椀ではc手法が主体となるが、a

手法・b手法の I群土器も認められる。須

恵器は土師器に比 し出土量が少なく、器種

構成は杯A・ 同Bお よびその蓋にほぼ限ら

れる。ほかに皿Cの小片や甕の胴部片があ

る。主として土師器食器の器形や調整手法

から平城宮土器Vに属すると考える。なお、

Ⅱ期建物SB7150の柱抜取穴から出上 した

土器群 (『平城報告�』)はSB17870の それと

内容が似ており、SB17870と 同時に解体さ

れたものとみられる。

土師器 (図版114)

表 7 SB17870出 土土器の器種構成

土師器 器種 個体数 士ヒ至筈 (O/。 )

供
膳
具

杯A

杯 B(

杯 C

皿A
皿C

椀A

高杯

盤A

身

蓋

4

0

3

2

12

2

5

1

3

744

貯蔵具 霊 l

煮炊具 甕 10 233     233

合計

SB17870
出 土 土 器

平 城 宮 V

杯 A(87～ 89。 100 杯Aは 4イ固体 出土 し

た。図示する3個体はいずれも杯AIで、

口径約19.Ocm、 器高約4.Ocmで ある。87・

89は CO手法により、日縁部は少し内彎 し、

国縁端部がわずかに肥厚する。一方、88は

やや外反する口縁部をもつ点が異なってい

比率 (%)

供
膳
具

167

278

444

56

56

杯A

杯B  ( 昌
皿 C

鉢 D
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る。底部をヘラケズリで整えるが、日縁部はヨコナデで仕上げている (bO手法)。

杯B蓋 (96～ 98)杯B蓋は 3個体出土 した。96。 97は やや扁平な笠形の頂部にヘラケズリを施 し、

その後ヘラミガキを加えたもので、つまみを欠失する。98は 笠形の頂部に直径2 8cmの つまみ

を付す。頂部は黒色の付着物に覆われているが、おそらくヘラケズ リののちにミガキを施 して

いる。

杯 C(90・ 95)杯 Cは 2個体を数える。90は付着物が多 く器表面を観察 しがたいが、底部は

ヘラケズリで整え、日縁部をヨコナデで仕上げたもの (bO手法)で、日径15 2cm、 器高2.5cm。

95は 口径17.Ocm、 器高2 9cmで 、タト底部に指頭圧痕をとどめ、国縁部はヨコナデで仕上げる

(aO手法)。 いずれも明褐色の I群土器である。なお、次に述べる皿AIと は法量がほぼ等 しいが、

胎土および口縁部の形状、そして調整手法が異なっている。

皿 A(91～ 94・ 99～ 102)皿Aは 12個体あり、大小 2種に分かれる。cO手法でつ くられたもの

が主体となり、日縁部はやや内彎気味で、その端部を九 くおさめたものが多い。91～94は法量

がほぼ等 しく、日径15.0～ 16.6cm、 器高2.3～2 8cm(皿AⅡ )。 91は 底部に指頭圧痕が残 り、残

る部分には口縁部上半までヘラケズリを施す (cO手法)。 941ま 回縁部に煤が付着 し、灯明器とし

て用いたことがわかる。99～ 1021よ 口径180～ 22 0cm、 器高27～ 2 9cm(皿AI)。 1001よ外底部

に指頭圧痕を残す I群土器で、a手法による。101・ 102は底部ヘラケズリで口縁部はヨコナデ

で仕上げる。

椀 A(105～ 108)椀Aは 5個体を数える。日径は12.4～ 13.Ocm、 器高は3.7～ 3 9cmと 法量が

等しい。105。 106・ 1081よ c手法で、外面にヘラミガキを施さないもの。106の底部外面には「×」

印の線亥Jを 認める。一方、107はe手法によっており、タト面に粗いヘラミガキを加える。ヘラミ

ガキの間隔が広 く、下地には指頭圧痕の凹凸が残つている。

菱 A(114～ 120)顕 部～日縁部にかけての破片から10個体分 とみたが、このうち半数はIL52

区の柱抜取穴から出土 した。114。 115は球胴形の甕とみられ、内側へと屈曲する短い口縁部を

もち、頸部と胴部とがはっきりと区画されたもの。胴部は大半を失うが、外面に縦方向のハケ

メを残す。また、日縁部内面にも横方向のハケメを認める。116～ 119は小形の甕。いずれも胴

部には縦方向のハケメをとどめる。116は全体に器壁が薄い。頸部は強めのナデで屈曲するが、

胴部との境界は不明瞭である。1171よ 口縁部の巻き込みがなく、端部を九 くおさめるもの。胴

部内面には指頭圧痕が残る。120はその全形をとどめるもので、短い口縁部の端が内方へ屈曲し、

胴部はほぼ球形をなす。器表面の剥落が著しいが、縦方向のハケメをとどめる部分がある。胴

部内面には煤が付着する。

工 須恵器 (図版 115)

杯 A(121・ 122)杯Aは 3個体を数える。121は杯AVで、扁平な底部にヘラ切 り痕を残す。

122は 回縁部に重ね焼 きの痕跡をとどめるもの。

杯 B(123～ 126)杯Bは 5個体が出土 した。123は高台を底部のもっともタト狽Jに貼 り付け、日

縁部と高台との間で段差がつかない。高台の内側にはナデを施すが、ヘラ切 り痕が残存する。

124～ 126も 高台を底部のもっとも外側に貼 り付けてお り、125は 高台の内側をナデて整える。

一方、1241よ 口径21 0cmの 杯BIで、器高は8 7cmと 大 きい。断面がほぼ四角形をなす高台の
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3土 器

内傾1を ロクロケズリで仕上げる。

杯B蓋 (127～132)小片 を含めて 8個体ある。127・ 1281ま 中央がつぶれた扁平な頂部 をもち、

前者は端部付近に重ね焼 き痕がある。1301よ軟質で焼成がわるく、笠形をなす頂部の中央には

ヘラ切 り痕が消えずに残る。1301よ つまみが剥落 したもので、やはリヘラ切 り痕が残存する。

131も 扁平な頂部をもつが、ヘラ切 りののちロクロナデで仕上げたもの。1321よ 責灰色を呈 し、

砂分が多 く焼成がわるい。頂部はヘラ切 り後ロクロナデとみられるが、風化が進んでいる。

鉢 D(133)鉢Dは 1個体を数える。上半部を欠失 した鉢で、体部にはロクロナデをとどめ、

灰がかかつている。高台は四角形で外方に踏ん張るかたちをみせる。

平 瓶 (134)小形品でミニチュアとみられる。内部には土が詰まるが、頂部には緑色の自然

釉が付着する。把手の外れた痕跡が 2箇所にある。

D SB17871柱抜取穴出上の土器

SB17871の柱抜取穴では土器があまり出土せず、図示できるのは須恵器の甕 (135)の みであ  SB17871

る。胴部外面には降灰をみとめ、平行夕タキメを残す。胴部内面には同心円状の当具痕が残る。 出土 土器

E SB17874柱抜取穴出土の土器

Ⅱ期掘立柱建物SB17874で は、 2箇所の柱抜取穴から数イ固体の土師器が出土している。工期

建物の抜取穴から出土した点は前述したSB17870の 土器群と同じだが、こちらは埋土に炭を含

まず、出土した抜取穴が一部に限られる点が異なる。しかも、多 くはI」64区 (第 295次 )の 1基 (卜 四)

から出土 したもので、出土状況はやや特異である。土師器食器は個体数が少ないが、SB17870

出土の土師器に比し器高がやや小さく、タト傾度が大きい。これらの特徴から、土器群は平城宮

土器Ⅶに属すると考え、SB7152お よびSB6663・ 6666の 出土土器と同時期のものとみる。なお、 平 城 宮Ⅶ

可64区 の柱抜取穴は、 7問 ×3間の掘立柱建物 (南北棟)の、北から2つ 目の西側柱にあたる。

土師器 (図版114)

杯 A(109)杯 Aは 1個体のみ。109は赤褐色のⅡ群土器で、胎土には金雲母を含む。直線的

に開く口縁部と上方へ と折れる端部とをもつ。cO手法だが、底部外面には指頭圧痕のくぼみ

が残る。

皿 A(110～ 113)皿 Aは 4個体を数える。褐色～明褐色を呈 し、Ⅱ群土器とみられる。110～

112は 口径162～ 17 2cm、 器高2.0～3 1cmで、いずれもcO手法による。1111ま 口縁部のヨコナ

デを削 り残 しており、113の底部外面にはヘラケズリ時の工具痕がある。

F SB18140柱抜取穴出土の土器 (図 83)

SB18140は、対称位置の東脇殿SB6660と 同じく桁行 7間 ×梁行 4間の東西棟 とみられるが、

土器が出土したのは 1箇所の柱穴 (HS55区 )に限られる。HS55区 の柱穴は、身舎の南西隅から

数えて東へ 2つ 目の柱位置 (口 七)に あたり、この柱抜取穴からは土師器食器 (杯A・ 皿A)4

個体と、須恵器杯Bl個体が出土 している。これらの土器はⅡ期建物の解体時を示 し、土師器

の調整手法や器形から平城宮土器Ⅶとみられる。なお、先にみたSB17874と は土器の出土状態

SB18140
出 土 土 器
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(1箇所の柱抜取穴から

出土)と 器種構成が類

似 している。

杯 A ttAは 1イ固体の

みが出土 している。155

は黄褐色を呈 し、cO手

法による。日縁部はクト
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図 83 SB18140桂 抜取穴出上の上器

傾度が大きく、日縁端部直下にはヨコナデの削り残しがある。

皿 A ttAは 3個体を数える。156～ 158は いずれもcO手法で、156のタト面にはヘラケズリの条

痕と、これにほぼ直交する工具の「当たり」が明らかである。内面の見込みは 1方向ナデで

仕上げている。157・ 158は外面のヘラケズリ単位がよく残つている。口縁端部を削 り残すので、

この部分が上方へと小さく突出する。

G SX18160出 土の土器

Ⅱ期の暗渠SX18160で は、凝灰岩切石の抜取痕跡から奈良時代後半の土器群が出土 した。個

体数は少ないものの、Ⅱ期建物群とそれに付随する施設の解体にともない廃棄されたものとみ

られ、この点で上にみた土器群と性格を同じくしている。ただし、土師器は保存状態がわるく、

細片化が進んでいる。

i 土師器 (図版 115)

椀 A(136)136は 椀AⅡ (口径13.Ocm)。 橙褐色のI群土器で、c3手法である。やや粗いヘラ

ミガキの間に、ヘラケズリで整えた下地がみえる。ヘラミガキは 4単位にわかれ、狭い底部は

1方向である。日縁端部を失うが、外傾度は小さい。

椀 C(137)137は椀Cで、日径は12.4cm。 淡褐色を呈 し、指頭圧痕の凹凸が残る半球形に近

い底部と、強いヨコナデで作 り出した日縁部とからなる (e手法)。

皿 A(138)138は 皿AIで、口径23.Ocm。 平滑な底部外面はヘラケズリによるが、短い口縁

部はヨコナデで仕上げる (bO手法)。 口縁端部を内側に肥厚させている。

� 須恵器 (図版■5)

杯 A(144)1441よ 焼成がよく堅い。やや深い器形で、底部をロクロナデで平坦に仕上げる。

杯B蓋 (139・ 140)139は杯BVの蓋。扁平な頂部は中央がほぼ平坦で、ヘラ切 り痕が深 く残る。

杯 B(141～ 143)141～ 143は杯B。 いずれも断面四角形の高台を底部クト縁近 くに貼 り付け、高

台の内側をロクロナデで整える。

H SK17910出土の土器

SK17910は 、西面築地回廊SC14280の東雨落溝SD14290に かかる土坑で、埋土か らは土師器

を主体 とする土器群が出土 している。土師器は細片が多 く、保存状態がわるい。杯A2個体、

皿A7個体、杯C2個体、杯B蓋 1個体で、ほかに杯B小片・椀A小片 と奏の破片がある。全体
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に褐色～赤褐色 を呈するⅡ群土器が多 く、 I群土器は一部にかぎられる。後者では皿AⅡ が欠

落 し、代わりに杯CⅡ が現れる。土師器食器の構成やc手法の多用、また一部に I群土器 を含

む点は先にみたSB17870柱抜取穴出土の土器群 (平城宮土器V)に似る。よって、この土器群  平 城 宮

もⅡ期の終焉とともに廃棄されたものと考えたい。一方、須恵器はきわめて少なく、杯A小片、

杯C小片、杯B蓋の小片 (4個体)のみである。

土師器 (図版115)

杯 A(145)杯Aは 2個体が出土 している。145は杯AIで、橙褐色の正群土器。cO手法によ

るが、日縁端部の直下にはヘラケズリがおよばない。底部外面の中央部には指頭圧痕の くぼみ

を残 している。全体にやや厚手である。

皿 A(146～ 148・ 150。 153・ 154)146・ 1471よ 皿AIで、日径21～22cm前 後の もの。胎土か ら

I群土器とみる。146は底部外面に指頭圧痕を残 し、aO手法による。口縁部は外反 し、端部が

丸 く肥厚する。147は保存状態がわるいが、底部をヘラケズリで整えたもの。148・ 150は 掲色

～赤褐色のⅡ群で、ともに皿AIに属する。日縁部は内彎気味で、端部が内方へと肥厚する。

148は 表面の剥落が進んでいるが、おそらくcO手法による。150も cO手法によるが、器壁がや

や厚い。153・ 1541よ 皿AI(口径154～ 17 0cm)。 いずれも日縁部が内彎気味で、口縁端部 を丸

くおさめる。154は赤褐色のⅡ群土器で、cO手法による。

杯 C(151・ 152)151・ 152は杯Cで、胎土や色調からともに I群土器とみる。151は bO手法に

よる。日縁部の上半はやや外湾 し、日縁端部は内傾する。152は底部外面に指頭圧痕の くぼみ

を残す (aO手法)。

杯B蓋 (149)149は杯BIの蓋で、赤褐色のⅡ群土器。復原径は約25cmである。頂部外面は

ヘラケズリののちヘラミガキを施すが、口縁部付近にはヘラミガキがおよばない。

I SK17905出 土の土器

SK17905出 土土器は土師器片が多 く、須恵器は少ない。細片化 した土師器は保存状態がわる

く、器表面の剥落が著 しいが、大多数は掲色～赤褐色を呈するⅡ群土器である。杯A・ B、 皿

A、 高杯、壼E、 甕類がある。一方、須恵器には杯B・ 杯B蓋などがあるが、全体に小片が多 く

図化に耐えないものが多い。土師器食器の成形手法や器形から、平城宮土器Ⅶに属する。

土師器 (図版■6)

杯 A(159'160)ど ちらも赤掲色を呈するⅡ群土器で、1591ま 器表面の剥落が進むがCO手法 と

みられる。160も cO手法によるが指頭圧痕の凹凸が消え残ってお り、口縁端部を小さく内側ヘ

と巻き込む。

皿 A(161～ 166・ 168169)掲 色～赤褐色 を呈するⅡ群で、cO手 法による。日径約155～

17 0cmの もの (161～ 165i ttAⅡ )と 18.0～ 20 0cmの もの (166・ 168,169:皿 AI)と があ る。

161～ 164は大きさが揃い、わずかに内湾する国縁部と平坦な底部とをもつ。同形でひと周 り大

きいのが168だが、その底部外面には指頭圧痕が残 り、底部がやや厚い。165・ 166・ 169は ヘラ

ケズリで器壁を薄 く仕上げており、日縁部の外傾度が大きい。なお166・ 169の 日縁部にはヨコ

廃棄上坑の

上 器 群

平 城 宮 Ml
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第Ⅳ章 遺 物

ナデ時のくばみが残 り、ヘラケズリが不徹底である。

杯 B(170)器 表面が剥落しているが、口縁部外面をヘラケズリで整える。底部には断面三角

形の高台を付 している。ほぼ真直 ぐに開く口縁部をもち、底部外面には高台貼 り付け時に生 じ

たとみられる段差が残る。掲色のⅡ群土器である。

杯B蓋 (167)赤褐色のⅡ群で、器表面の剥落が進むが頂部にヘラミガキをとどめる。復原口

径は約28cm。

高 杯 (171)171は 高杯の脚部。縦方向のヘラケズリで整えた脚部は断面 7角 形をなし、心棒

に粘土を巻き付けて成形したものである。

壺 E(172)172は 壼Eで、日縁部付近の小片である。

甕 A(173・ 174)173は 器表面の剥落が著 しいが、胴部内面に指頭圧痕が残る。1741よ 短い口

縁部と球形の胴部とからなり、内面および外面の胴部上半は黒色を呈する。内面には指頭圧痕

をとどめている。

J SK17907出土の上器

廃棄土坑の  sK17907出土土器も土師器片が多く、須恵器は少ない。土師器は全体に風化し細片が多く、
土 器 群 保存状態は概してわるい。先にみたSK17905出土の土器と同様に、大多数は褐色～赤褐色を呈

するⅡ群土器である。杯A・ B、 皿A・ 椀A・ C、 高杯の脚部のほか、甕、重がある。一方、須

恵器には杯Bと その蓋、皿C小片、鉢A小片、重がある。土師器食器類の器形および成形手法

平城宮Ⅶ からみて、平城宮土器Ⅶに属すると考えられ、上にみた土坑SK17905の 土器群とは同時期のも

のであろう。

i 土師器 (図版 116)

杯 A(175～177)4個体を数えるが、ほかに小片 も出土 している。175'176は 赤褐色のⅡ群で、

cO手法による。175は ヘラケズリで外面を整えるが、日縁端部の直下に削 り残 しがある。口縁

端部は内側に小さく巻 き込む。176の 表面は剥落 しているが、おそらくcO手法であろう。177

は責褐色を呈 し、底部を欠くがcO手法によるとみられる。

椀 C(178)178は椀C。 器表面が剥落 しているが、日縁端部下に強いヨコナデ痕を残す。底

部外面は不調整とみられる。

皿 A(179～ 185・ 187～ 191)20イ固体 を数え、ほかに細片多数がある。179～ 1831ま 口径167～

17.4cmと ほぼ同寸で等法量のものだが、日縁部の外傾度に違いがある。179・ 180は cO手法

で、内湾気味の回縁部をもち、日縁端部を九 くおさめている。一方、181・ 182は器壁が薄く器

高も低い。184・ 185お よび188～ 191は 口径20 0cm前後で、これらもcO手法による。このうち、

190・ 191は器壁が薄 く浅い器形をなし、先にみた181・ 182と はほぼ同形のものである。

杯B蓋 (186)2個体を数える。186は杯B蓋で、笠形の頂部に直径2.Ocmのつまみを付 し、頂

部にはわずかだが交叉状のヘラミガキをとどめる。

� 須恵器 (図版 116)

杯 B(193・ 196)完形に復原できるものが 2個体ある。193・ 1961ま いずれも断面がほぼ四角
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形の高台を底部外縁部近 くに貼 り付けたもので、196については口縁部下半と高台との間に明

らかな段差がつかない箇所 もある。1931ま 高台の内側にヘラ切 り痕を、196は ロクロケズリの痕

跡を明瞭にとどめている。

杯B蓋 (192・ 195)7個体を数え、うち 2個体は完形に復原できる。192は平坦な頂部にボタ

ン状のつまみを付 したもの。日径19,Ocm。 195は笠形の頂部をもち、頂部の外面はロクロケズ

リを施したのちロクロナデで整える。口径12.lcm。

壺 (197)1個体が出上 している。197は全体に赤黒 く発色 し、頸部～胴部にかけて降灰を認

める。焼成は堅緻。胴部外面には斜めのタタキメが残 り、内面の頸部付近には粘土接合痕があ

る。色調などから猿投窯産とみられる。

壺A蓋 (194)194は重の蓋で、頂部にはロクロケズリ痕を残す。

K SD18155出 土の上器 (図 84)

この溝はⅢ期築地基壇の東裾にあり、土師器杯Al個体、同皿A2個体が出土 した。資料が

少なく土器群としての様相は明らかでないが、器形や調整手法から平城宮土器Ⅶに属する。な

お、この溝をおおう「灰色炭混土」からは、器表面が剥落 した淡赤色の土師器皿Aと 、c手法

の杯類や黒色土器片、須恵器平瓶などが出土している。この土層には瓦器片も混入するが、出

土した土器の多 くは平城宮土器Ⅶとみられる。

杯 A(198)褐色のⅡ群土器で、cO手法による。口縁部にはヨコナデの削り残 しがある。

皿 A(199・ 200)外傾度が大きく、器高が小さい。1991よ 淋表面が摩減 しているが、200は ヘ

ラケズリ痕を残す。口縁部のヨコナデは削 りきれずに残る。

L SD18143出 上の土器 (図 84)

Ⅲ期の東西溝SD18143か らは土師器を主体 とする土器が出土 したが、個体数はごく少ない。

土師器は杯Aが 2個体、皿Aが 5個体、椀Aが 3個体と食器が中心で、これ以外に高杯や盤の

小片、黒色土器片がある。須恵器は杯A・ Bが各 1個体、甕小片が出土 しており、これに灰釉

陶器片が加わる。土師器食器の器形や調整手法 (cO手法)か ら、これらの上器は平城宮土器Ⅶ

に属するとみられる。

土師器

杯 A 残存部が少なく図化できないが、cO手法のものと、口縁部をヨコナデで仕上げるもの

が各 1個体ある。前者は褐色のⅡ群土器であるのに対 し、後者は橙褐色を呈 し胎土の粒子が細

かい。

皿 A(204～ 208)す べてcO手法により、日径は14.2～ 16.6cm、 器高は2 3cm前後である。204

の口縁端部が内側へと肥厚するほかは、日縁端部を上方へと小さくつまみ上げたものである。

日縁部にはヨコナデ時のくぼみが消えずに残ったものが多い。204が明るい褐色である以外は

橙掲色を呈 し、Ⅱ群土器とみられる。

椀 A(201～ 203)201は cO手法でタト面を整えるが、指頭圧痕のくぼみが消えずに残る。灯明器

として使用 しており、口縁部に煤が付着する。202も cO手法によるもので、日縁端部はやはり

Ⅲ 期 溝 の

土 器 群

平 城 宮 Ⅶ

平 城 宮 Ml
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図 84 SD18155'SD13143・ SB14200柱 抜取穴出上の上器

上方へと小さくつまみ上げている。203は 回縁部にヨコナデ痕をとどめている。

� 須恵器

杯 A(209)灰 白色を呈 し、焼成はよくない。ほぼ平坦な底部外面には回転ヘラ切 り痕を残 し

ている。日縁部には煤が付着し、灯明器として用いたものである。口縁部タト面には「♯」の線

刻がある。

杯 B(210)やや暗い灰色で、軟質に焼きあがる。高台は断面がやや潰れたかたちをみせ、口

縁部と底部との境目に貼 り付けている。

灰釉陶器 (211)灰釉陶器の椀。口縁部が内彎気味に立ち上がり、口縁端部が外反する。

M SB14200柱抜取穴出土の土器 (図 84)

Ⅲ期掘立柱建物SB14200の柱抜取穴からは、土師器を主体とする土器群が出土した。多くは

北側柱 の抜取穴か ら出土 してお り、土師器の同一個体が異 なる抜取穴か ら出土 した場合 もある。

′72
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3土 器

H」 64地 区の柱抜取穴 (二六)か ら出土したものが多い。須恵器は小片がわずかに出土したのみで、

土師器には杯Aが 5個体、皿Aが 10個体、高杯 1個体 (脚 部)がある。土師器食器の器形や調

整手法から、平城宮土器Ⅶに属する。

杯 A(212)212は 底部を欠くがcO手法によるもので、日縁部にはヨコナデの削 り残 しがある。

口縁端部はやや上方につまみ上げている。国径15 0cm。

皿 A(213～ 217)口 径約17～20cm、 器高1.8～ 2.5cmの 皿AIで、日縁部の外傾度が大 きい。

器表面が剥落したものもあるが、器壁が薄いことからいずれもcO手法によるとみられる。214

の口縁端部は九 くおさめている。215。 216は 回縁部にヨコナデの削 り残 しをとどめる。2171よ

口縁端部を内側に肥厚させたもので、口径20 1cmで ある。

高 杯 (218)218は高杯の脚部。断面円形の心棒に粘土を巻きつけて成形 したもので、台脚の

裾にあたる部分にはヘラミガキを施しているが、粘土接合時の段差が解消されずに残る。脚部

は残高約22cmと 長脚で、ヘラケズリによる面取 りのため断面形は6角形を呈す。赤褐色のⅡ

群土器である。

N SD3825C出 土の上器

SD3825は大極殿院の西狽1を南へと流れる基幹排水路で、今回の報告範囲では北から第316次・

第315次・第28次で調査をおこなっている。第316次 と第315次・第28次 とは調査地が約80m離

れている。第316次では下位からSD3825 A・ 同B。 同Cを確認 しているが、SD3825Aか らは土

器が出土していない。遺物はSD3825 Cに 多い。一方、第315次では上位から白色砂層 (① )、 灰

色砂層 (② )、 暗黒色粘土 (③ )、 白斑暗

黒色粘土 (④ )、 暗黒色砂層 (⑤ )、 灰白

色砂層 (⑥)と 続 く。このうち、土器は

②～④に多いが、この間で③十④あるい

は①十③十④など、層位をこえて接合す

る個体がある (図 85)。 ⑤・⑥は遺物が

少なく小片が多い。一方、第315次の南

側 (第28次 )で は、SD3825 Cの 埋土を上

位から「溝 1砂」、「溝2黒」と細分して
図85 SD3825Cの層位と接合関係 (第 315次 )

おり、それぞれ第315次の①・②および

③に姑比できるとみられる。

SD3825 C出 土の土器群には、第316次の出上分と第315次以南のものとがあるが、土器群と

しての様相はほぼ同じである。また、上のように層をこえて接合するものがあることから、こ

こでは一括して記載することにしたい。

土師器 (図版117・ 図版118)

土師器は杯A・ 杯C,皿A・ 椀Aが主体をなし、これに盤Aな どが加わる。杯Cを 別にすれば、

褐色で胎土に砂粒分を含むいわゆるⅡ群土器が多い。杯Aに は外面をヘラケズリで整えたのち

ヘラミガキしたものが含まれるが、内面に暗文をもつものは皆無である。椀Aは破片数が多く、

平 城 宮 Ⅶ

SD3825C
の 雄 積 土

暗 景 色 砂

灰白色砂

白斑暗黒色粘土

ど7J
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土師器食器の主体をなしている。いずれも半球形で、外面にヘラミガキを施すもの。杯C(I群 )

と皿A(Ⅱ 群)と は法量がほぼ等しく、「うつわ」としては同一種であろうか。以上の特徴から、

SD3825Cの 土器群は主として平城宮土器Vに属すると考える。ただし、溝埋土の最上層には

平城官土器Ⅶに属する土師器が含まれるほか、溝の中層には10世紀代の土師器杯が少量混入し

ている。

杯 A(219～ 222)16個 体を数える。2191よ 溝の下層埋土 (暗黒色砂層)か ら出土 した杯AⅢ で、

日径13 8cm、 器高3.8cm。 褐色を呈するⅡ群土器である。底部はヘラケズリで整え、日縁部

にはヨヨナデののちヘラミガキを加える (bl手法)。 日縁部のタト傾度が小さく、日縁端部はほ

ぼ丸 くおさめる。220・ 221は c3手法の杯A。

褐色のⅡ群で、器形が相似 している。222

は責灰色の I群で、器表面の剥落が進むが

bO手法によるとみられるもの。

杯 B923・ 220 3個 体を数える。223は

褐色を呈するⅡ群土器で、ヘラケズリのの

ち口縁部にヘラミガキを加えるが、高台の

内側はヘラケズリのままとしている。224

は高台の内側をナデて仕上げたもので、ヘ

ラミガキの間隔は223に 比してやや粗い。

杯B蓋 (225・ 226)4個 体が出土 している。

225は 器面の剥落が進むが、頂部には径

2 5cmのつまみを付 し、 4単位のヘラミガ

キを施 している。灰褐色の I群土器。226

は笠形の頂部をもち、やはり4単位のヘラ

ミガキで器表を整える。

杯 C鬱27～ 231・ 237～ 246)23個 体が出土

している。胎土は級密で淡褐色～黄灰色

を呈 し、すべて I群土器とみられる。227

は杯CI。 口径21.5cm、 器高3 0cm程 度

で、a手 法による。237～241は 日径150～

17.2cm、 器 高2.3～2,8cmの 杯CIで、や

はりaO手法による。いずれ も底部外面に

指頭圧痕をとどめ、241に は完存 しないが

「×」とみられる線刻がある。239は 口縁部

に煤が付着し、灯明器として用いたことが

わかる。

228～ 231・ 242～ 246は 、同じI群に属す

るがbO手法による。日径は17.0～ 19 0cm

で、17cm台 が多い。底部のヘラケズリが

774

表 3 SD3825C出土土器の器種構成

土師器 器種 個体数 ナヒヨ吾(%)

供
膳
具

杯A

杯B(

杯 C

皿A

椀A

椀 C

椀X

高杯

盤A

把手付

大型蓋

身

蓋

16

3

4

23

38

31

4

1

7

3

1

貯
蔵
具

身

蓋

ｒ

ｉ

く

１

く

Ｂ士空
1

0 i:〔 }  07

煮
炊
具

甕A
甕B

甕C

13

0

0 ||| 1    90

合計

須恵器 器種 個体数 上ヒロ径 (%)

供
膳
具

杯A

杯B  ( 
昌

皿C

高杯

鉢A

4

11

8

1

1

1

９

２６

・９

２

２

２

貯
蔵
具

壺A(

壺E

霊H
壼K
壺 L

壺M

鉢 F

甕A
甕C

身

蓋

合計 1000



3土 器

不徹底なため、指頭圧痕が残存 したものが目立つ。229の底部にはヘラケズリ時の工具痕が残 り、

243は灯明器としての使用痕跡をとどめている。

皿 A(232～ 236・ 247～ 252)38イ固体が出土 している。すべて褐色系のⅡ群土器で、胎土はやや

粗 く砂分が多い。232～ 236は 皿AIで、口径21.Ocm以 上、器高26～ 3.3cm。 内彎気味の口縁

部と九 くおさめる日縁端部とをもつ。いずれもcO手法によるが、ヘラケズリは回縁部の上部

を削 り残す。248～ 252は 皿AⅡ 。口径約15～ 19cm、 器高25～ 3 4cmで、調整手法は皿AIと

同じである。248・ 252の 回縁部には煤が付着し、灯明器とわかる。

249は器形が異なってお り、褐色系だが金雲母を多 く含む。口縁部は外傾 し器高は小 さい。

外面は4度の持ちかえでヘラケズリしているが、口縁端部直下にヨコナデのくばみを削 り残す。

狭い底部は 1方向のケズリで整える。その器形および調整手法からみて、平城官土器Ⅷに属す

るとみられる。

椀 A(253～262)31個 体が出土 している。SD3825出 上の土師器では高い割合を占めるが、残

存率が約 6分の 1未満の破片が多い。253は椀AⅡ で、復原口径95m、 器高2 9cmo c3手法だが、

ヘラミガキの間隔が粗 く下地のヘラケズリ痕がみえる。口縁部外面に赤彩あり。254～258・

260～262は椀AIで、口径12,7～ 14 4cm、 器高40～5,Ocm。 淡褐色～黄灰色系の I群 (257・

258)と 、褐色系のⅡ群 (254～ 256・ 260～ 262)と の両者がある。どちらもほとんどがc3手法によ

るが、前者は口縁部にヨコナデ時の屈曲がわずかに残 り、口縁端部がやや内傾気味である。こ

れに対 し、後者はヘラケズリが徹底 しており、器壁が前者に比 してやや薄い。258は外面に黒

斑があり、260・ 261は灯明器に用いたもの。259も 椀AIと するが、口縁部をヨコナデで仕上げ、

ヘラミガキを施さない。端部が内側へとわずかに屈曲している。

椀 C(263・ 264)4個 体が出土 している。椀Aに比 して個体数は少ない。日径は13cm台 で、

器高3.8～ 4 7cm。 263は胎土に砂粒を多 く含み、外面に指頭圧痕を残す。日縁部のヨコナデは

幅が狭 く、屈曲も弱い。264は椀Cの 典型で、日縁部を強いヨコナデで仕上げ、日縁端部が内

傾 している。

盤 A(265'266)3個 体が出土。265は 黄灰色を呈する I群土器で、強く外反する日縁部をも

つ。外面にはヨコナデののち粗いヘラミガキを施す。高台の内狽Iはヘラケズリで仕上げる。一

方、266は橙褐色を呈するⅡ群土器で、日縁端部の形状が265と は異なる。縦方向のヘラケズリ

で日縁部外面をととのえ、ヘラミガキを施している。

菱 A(267～269)破片が多 く把手の有無がわからないが、ここでは甕Aと して記載する。い

ずれも球形の胴部と強 く屈曲する頸部をもつ。2671よ灰褐色の I群土器に属 し、復原口径は

17.5cmと 小形のものである。胴部外面には縦方向のハケメを残すが、上半と下半とではハケ

メの方向がやや異なる。一方、内面の胴部下半には指頭圧痕が残 り、胴部上半～口縁部にかけ

てはヨコナデを施 している。268は胴部外面に左下が りのハケメを残 し、頸部はヨコナデで強

く屈曲する。内面の胴部下半には指頭圧痕が残る。269は器面の剥落が進むが、胴部のない外

面にハケメをとどめる。

� 須恵器 (図版 118)

須恵器は杯A・ 杯Bと その蓋が主体をなし、これに椀A・ 皿Cな どの食器類や壼E・ 甕などが
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加わる①杯A・ Bは どちらも最月ヽの規格 (杯AV ttBV)の ものが多い。

杯 A(270～ 272)4個体が出上 している。270は杯AIで、日径21.4cm。 口縁部上半に重ね焼

き痕を、底部付近に火欅 をとどめる。271は灰白色軟質のもので、口径 13.8cm、 器高3 6cmで ある。

272は杯AVで、復原口径 10 8cm、 器高3 1cm。 白色で軟質に焼 きあがる。口縁部の上半に

は重ね焼 き痕をとどめ、タト底部はヘラ切 りのままとする。

杯 B(273～ 276・ 281～ 286)11個 体が出土。すでに述べたように杯BVが多い。273・ 274は杯B

Ⅱで、口径172～ 17 8cm、 器高5.6～ 5 8cm。 273に は降灰を認め、一部が火脹れを起こしてい

る。274は 口縁部の下部をヘラケズリしたもので、幅狭 く細い高台をもつ。275・ 276は杯BⅣで、

口径130～ 14.lcm、 器高40～ 4 5cm。 どちらも右回転のヘラ切 り痕を底部外面にとどめている。

高台は断面形がほぼ四角形をなし、底部の外縁に貼 り付けている。281～286は杯BV。 口径は90

～10 4cm、 器高は31～ 3 7cmで ある。図示 したものはいずれも灰色 を呈する。高台は断面形

が逆台形～四角形をなし、底部のタト縁近 くに貼 り付けるものが目立つ。283・ 286は 口縁部と高

台との間に明確な段差がない部分 もある。282は 高台の内側にヘラ切 り痕を残すが、281・ 285

はロクロナデを施 している。

杯B蓋 (277～ 280)8個体 を数える。277～2801よ 杯BⅢ の蓋。日径 は150～ 16 2cmと ほぼ同

じだが、頂部が笠形のもの (277・ 279)と 扁平なもの (278・ 280)と に分かれる。2771ま 宝珠形

のつまみを付 してお り、頂部に残るヘラ切 り痕はロクロが右回転であったことを示 している。

278は頂部をロクロケズリで整え、279は つまみの周囲に回転ヘラ切 り痕をとどめている。

皿 C鬱87)1イ団体を数える。287は灰白色で軟質に焼きあがったもので、平滑な底部をロク

ロケズリで整える。

壺 E(290)器表面は灰色を呈 し、短い口縁部と直線的な胴部とをもつ。口径9 7cm、 器高5,8cm。

壺A蓋 (288)扁 平な頂部の中央部に宝珠形のつまみを付 したもの。全体に降灰を認め、一部

が火脹れを起こしている。口径18 6cm。

重 L(291)2個体が出土。291は 卵形の体部と外反する頸部とをもつ。頸部はやや傾 き、日

縁部の内面には降灰を認める。胴部下半はロクロケズリで整え、底部には断面台形の高台を付

している。

塔 A(289)1個 体が出土。2891よ 短 く外方へとひらく日縁部と、胴部上半とを残す。胴部内

面には当具痕を、同外面にはタタキメをとどめる。

O SK3831～ 3833・ SK3835 B三上の 二上器

SK3831～ 3833・ SK3835は 基幹排水路SD3825の 西側にある浅 く不定形な土坑群である。出土

土器には土坑間で接合するものがある。例えば、SK3831・ SK3832・ SK3833・ SK3835間 では

須恵器甕や須恵器杯B蓋が、同 じくSK3833・ SK3835間 では土師器高杯が接合 している。土器

群の様相からもほぼ同時期のものとみられるので、本書ではこれらを一括 して記載することに

したい。土器群は平城宮土器 V～Ⅶに属 し、これらの土坑群が平城宮廃絶時以降に属すること

を示 している。
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3土 器

i 土師器 (図 86)

杯A、 杯B、 杯C、 皿A、 皿C、 椀A、 椀C、 盤A、 高杯、奏A、 甕C、 甕X(計107個体)があるが、

全体に細片が多 く無存状態はわるい。また、杯Aに は 9世紀代のもの (e―c手法およびe手法など

による)が含まれている。

杯 A(292～ 296)292は杯AⅡ (口径168～ 17 6cm)イ こ属 し、器表面の剥落が進むものの器形か

らcO手法によるとみられる。平城宮土器Vに属する。

293～ 296は 口径17.6～ 18 0cm、 器高3.1～3 6cmで、杯AI(平城宮土器Ⅶ)に属する。上に

示 した杯AI(平城宮土器V)に比 して口縁部の外傾度が大 きい。このうち、293・ 294お よび

296は褐色を呈するⅡ群土器でcO手法によ

るのに射 し、295は 淡灰掲色の I群系土器

である。2931よ ほIF完形で、口縁部のヘラ

ケズリが 5単位からなり、底部は 1方向の

ヘラケズリで整えている。口縁部にはヨコ

ナデのくぼみが残る (餅c手法)。 295は底部

を不調整にとどめ、日縁部をヨコナデで仕

上げている。

皿 A(297～ 304)皿AI(口径185～21 0cm:

297～ 299)と 皿AⅡ (口径160～18 0cm:300～

304)と がある。aO手法 (298・ 299)、 bO手法

(297・ 304)、 cO手法 (300～ 303)がある。 こ

のうち、301は口縁部の外傾度が大きく、平

城宮土器Ⅶに属すると考える。

椀 A(307～ 311)307は 日径10.8cm、 器高

3 4cmで、 I群土器である。e手法で成形

ののち口縁部にヘラミガキを施すが、ヘ

ラミガキの間隔が粗い。308は 口径12.lcm、

器高3.9cmで、c3手法による。 4単位のヘ

ラミガキを外面に施している。一部に煤が

付着 し、灯明器に用いたことを示す。

309～ 3111よ 椀A(平城宮土器Ⅶ)で、すべ

て椀AⅡ (口 径1318cm、 器高31～3.3cm:309

～311)で ある。すべて褐色 を呈するⅡ群

土器で、cO手法による。外面のヘラケズ

リは309。 310が 5単位、311が 6単位である。

309・ 311の 回縁部にはヨコナデ痕が削 り切

れずに残る。

椀 X(305)手捏ねで器形をつくり、内面

表 9 SK3831等 出土土器の器種構成

土師器 器種 個体数 上ヒヨ岳(%)

供
膳
具

杯A

杯B(

杯 C

皿A
皿C

椀A

椀 C

高杯

盤A

身

蓋

20

4

0

2

21

2

15

1

4

3

煮
炊
具

奏A
甕B

奏C

甕X

30

0

4

1

合計

須恵器 器種 個体数 比率 (%)

供
膳
具

杯A

杯 B(

杯 C

皿A
皿B

皿C

高杯

鉢D

鉢 F

身

蓋

9

15

11

1

2

1

3

2

1

1

貯
蔵
具

壺A(

壺 G

壷 L

壺M

横瓶

甕

身

蓋

2

5

2

1

1

1

6

合計 1000
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3土 器

と外面の口縁部付近とをヨコナデで仕上げたもの。外面には指頭圧痕が明瞭に残っている。器

表面は淡灰褐色を呈するが、 2次的に火を受けた痕跡をとどめ、被熱による表面の剥落も認め

られる。口径は16 3cm、 器高5 3cmである。

高 杯 (312)312は 高杯の脚部。残存高は16 6cmで、底部径は15,4cmで ある。橙褐色の工群

土器で砂粒分が多い。脚部は心棒成形で、外面のヘラケズリは 7面である。台脚の内外面はナ

デで仕上げている。

甕 A(313・ 314)甕Aは 30個体を数えるが、細片化が進んでいる。314は 器表面がほぼ剥落 し

ているが、胴部外面に縦方向のハケメ、内面に横方向のヨコナデが残る。口縁部の内狽1に は横

方向のハケメをとどめている。

� 須 恵器 (図 86)

杯A、 杯Bお よびその蓋、杯C、 皿A、 皿B、 皿C、 鉢D、 鉢F、 高杯、重A、 壼G、 壼L、 重

M、 壷の蓋、横瓶、奏 (計64イ固体)がある。このうち、主体を占めているのは食器類 (719%)で、

これ以外が壼・甕などの貯蔵具である。甕類は破片が多いものの接合 しない。

杯 A(315。 320～ 322)320～ 3221ま 杯AV(口径94～ 10 6cm、 器高3 3cm)に 属する。320は やや

軟質の焼 き上が りで、底部外面にヘラ切 り痕を残 している。国縁部には煤が付着し、灯明器と

して用いたものである。321'322の 底部はほぼ平坦で、時計回りのロクロ回転を利用したヘラ

切 り痕を残す。315は杯AⅣ (口径13 9cm、 器高4 1cm)。 暗灰褐色で焼成がわるく、底部にはヘ

ラ切 り痕をとどめる。

杯 B(316・ 317・ 323・ 324)15イ固体が出土 している。324は杯BⅡ (口径17 5cm、 器高5 5cm)で、

断面四角形の高台を付 し、高台の内狽Jに墨が付着する。転用硯であろう。3171ま 杯BⅢ で、ほ

ぼ垂直に立ち上がる国縁部が特徴的である。3161ま 杯BⅣ。323は杯BVで、断面逆台形の高台

を付 し、高台の内側には時計回りのロクロ回転を利用 したヘラ切り痕を残す。

杯B蓋 (327～330)11個体が出土。327・ 328は 平らな頂部と屈曲する縁部からなり、環状のつ

まみを付 している。いずれも金属器模倣の蓋付椀 と一具をなすものである。327は 口径15 2cm

で、環状つまみの高さは1 0cmである。重ね焼 きの痕跡を縁部外面にとどめている。328は口

径18 0cmで ある。

329は杯BIの蓋で、日径19 0cm。 頂部は扁平で中央部がややくぼみ、ヘラ切 り痕はロクロ

ナデで消去 している。3301よ 口径13 9cmで、全体に厚手である。頂部は平坦で、ヘラ切 り痕を

わずかに残す。内面には重ね焼き痕がある。

皿 B(331)1個体が出土。口径は復原値で約27cmである。器表面は灰色を呈するが、口縁

部外面には緑色の自然釉がかかり、内面および高台の内側にはこれが付着しない。内面および

外面はロクロナデで整形している。高台の内側にはロクロケズリの痕跡が残る。高台は断面台

形に近 く、日縁都より2 cmほ ど内側に付 している。

皿 C(318・ 319。 325)3個体が出土。325は 皿CI(口径19 6cm)に属 し、底部をほぼ欠くがヘ

ラ切 り痕を一部に残 している。3181よ 皿CI(口径14 0cm)で 、灰白色を呈 し、底部外面のみが

橙色に発色する。焼成はややわるい。

高 杯 (333)2個体が出土している。333は 高杯の脚部。残存高は15 6cmで、器壁が厚い。断
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面形は正円で、脚部を粘土紐巻上げで成形 し、ロクロナデで仕上げたのち杯部に貼 り付けてい

る。背部の底部内面には 1方向のナデが残る。

重A蓋 (326)破片を含め 5個体が出土 している。326は 平坦な頂部に宝珠形のつまみを付 した

もので、頂部か らつ まみ部にかけて緑色の自然釉がかかる。猿投窯の産品であろう。SK3831

か らの出土。

密 (332)6個体が出土 している。3321よ 胴部中部から下半 を失 うが、頸部付近の胴部にタタ

キメを残 している。頸部には降灰が認められる。頸部接着時の段差およびロクロメが内面に残つ

ている。

P SB18500柱抜取穴出上の上器

西楼SB18500の柱抜取穴から出土 した土器は整理箱15箱 を数える。同時期に解体されたとみ

られる東楼SB7802の柱抜取穴からは土師器234イ固体以上、須恵器242個体以上におよぶ多量の

土器が出上している (『平城報告�』)が、SB18500の 土器はこれに比べると量が少ない。SB7802

平城 宮 Ⅳ 出上の土器と同様に平城官土器Ⅳに属 し、西楼の解体時期に廃棄された土器群である。

i 土師器 (図版 119)

土師器には杯A、 杯C、 皿A、 椀A、 椀

C、 鉢B、 甕Aな どがあるが、細片が多い。

須恵器には杯A、 杯B、 杯B蓋、杯C、 皿A、

短頸壼の蓋、甕Cがある。甕Cは 3個体あり、

うち2個体には内面に煤が付着するなど使

用の痕跡がある。土師器食器 (杯A・ 皿A)

には内面に 1段斜放射暗文や螺旋暗文をも

つ個体もある。

杯 A(334～ 336)7個 体が出土 している。

いずれも淡灰褐色を呈する I群土器で、日

径 は19.2～21 0cm、 器 高 は40～ 4 4cmで

ある。334は 底部を欠 くがbO手法とみられ

る。335は bO手法で、底部外面には指頭圧

痕が削りきれずに残っている。内面には 1

段斜放射暗文十螺旋暗文を施す。3361よ a0

手法で、暗文をもたない。

皿 A(337～ 339)3個体 を数 える。いず

れも淡灰褐色の I群土器であるが、338は

皿AI(口 径20 4cm)、 3391ま 皿AⅡ (口 径

15 6cm)に属する。338はbl手法で、内面

には 1段斜放射暗文十螺旋暗文を、日縁部

の外面には粗いヘラミガキを施 している。
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表 10 SB18500柱 抜取穴出土土器の器種構成

土師器 器種 個体数

杯A

杯 B

杯 C

皿A
皿C

椀A

椀 C

鉢 B

供
膳
具

( 曇

Ｚ

α

３

ｎ

■

＆

暫

努

開

煮炊具 甕 5 192

合計

須恵器 器種 個体数

供
膳
具

杯 A

杯 B

杯 C

皿 C

鉢 A

( 量

6

4

10

1

2

1

ヱ

■

独

２

開

郷

貯
蔵
具

壺A
重A蓋

壺K
壺M

平瓶

甕A

甕C

3

1

1

1

1

3

∞

酪

郷

”

郷

郷

酪

合計
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339はbO手法で、内面に 1段斜放射暗文を施 している。口縁端部には煤が付着 し、灯明器とし

て使用 したものである。

杯 C(340)5個 体を数える。淡灰褐色を呈する I群土器で、日径17 0cmで ある。器表面の

剥落が進んでいるが、b手法によるとみられる。

椀 A(341)2個体が出土。341は 椀AI。 褐色・砂質の工群土器で、c手法による。日径は

15 4cmで 、SK820や SK219出 土の椀AIに ほぼ等 しい。口縁部にはヘラミガキを施している。

鉢 B(342)1個体が出土 している。342は 口径約19cm、 残存高62 cmである。日縁部直下を

ヨコナデし、それ以下にはヘラケズリを施 している。粗いヘラミガキは底部までおよばない。

口縁端部を内側に小さく巻き込んでいる。

甕 A(343)甕 類は胴部の細片が多 く、このため個体数は 5点 と少なく見積 もらざるをえない。

胴部片のうちでは、内面をナデ、外面をハケメで整える球胴形のものが多いが、これ以外に内

外面をハケメで整えた破片 も少なくない。343は 胴部下半を欠 くが、ほぼ球胴形であったとみ

られる。胴部上半にナナメハケ、頸部に縦方向のハケメをとどめ、内面はナデて仕上 tデ る。日

縁部内面には横方向のハケメを残 している。

� 須恵器 (図版 119)

須恵器には、杯A、 杯B、 杯B蓋、杯C、 皿A、 重A蓋、甕Cな どがある。 これらの器種は

SB7802の 出土土器の組成に含まれるものだが、出土量は概 して少ない。 しか し墨書土器は 5

個体を数える。なお、SB18500の甕Cは 3個体を数えるが、SB7802で も同じ器種が 8個体出土

しているのが興味深い。

杯 A(344)6個体を数える。3441よ 杯AV。 口縁端部の大部分を欠失するが、重ね焼 き痕を

とどめている。底部外面には回転ヘラ切 り痕が完全には消えずに残る。

杯B蓋 (350～352)10イ団体 を数える。350・ 351は 口径が12.5～ 13 0cmで、杯BⅣ の蓋である。

350は やや笠形の頂部をロクロケズリで整形 したものだが、焼成がわるく白色に焼きあがる。

内面に黒色の付着物がある。351は平坦で中央がやや くぼむ頂部をもち、重ね焼き痕が明瞭で

ある。重ね焼 き痕の直径は11.4cmである。頂部内面は不定方向にナデて整える。352は杯BⅢ

の蓋で、ほぼ平坦な頂部をもち、中央部にはヘラ切 り痕を残す。頂部外面に墨書「香」、同内

面には墨書「印香賊」がある。

杯 B(345～ 348)4個 体が出土。345は杯BI、 346・ 3471ま杯BⅢ 、348は 杯BⅣである。348は

高台を底部タト縁近 くに貼 り付けたもので、底部外面をナデてヘラ切 り痕を消去 している。347

は外面に降灰を認める。

杯 C(349)1個体のみ出土。349は 日縁部のみの破片資料であるが、日縁部が土師器杯Aの

ように屈曲し、口縁端部を上方へとつまみ上げている。

重A蓋 (353・ 354)3個体を数える。ともに扁平な頂部と直立する縁部とをもち、頂部の中央

部には宝珠形のつまみを付す。縁端部はいずれも内端を下方へ突出させるもので、縁部の外側

が段をなす。

弩 C(355～357)接合 して本来の形状を確認できるものが 3個体ある。355は 西楼SB18500の

柱抜取穴イ三の東南部から出土したもので、接合 してほぼ完形に復する。日径35.4cm、 胴部
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の最大径40 0cm、 器高は31 lcmで ある。内面は胴部下半を左上が りのナデ、同上半を水平方

向のナデで整え、口縁部はロクロナデで仕上げている。外面にはロクロケズリの痕跡が明瞭に

残る。焼成はやや甘 く器表面は白色を呈するが、胴部内面には煤が付着 している。日縁部の内

面は半周にわたり器表面が剥落するが、被熱によるものかはわからない。

356は 口径27 4cm、 胴部の最大径29.lcm、 器高19 6cmで、口縁部外面をヨコナデ、内面を

右上がり優勢のナデで仕上げている。胴部外面には格子目状のタタキメを残 しているが、ナデ

によりやや不明瞭である。色調は灰色を呈する。22と は異なり、内外面への煤の付着は軽微で

ある。

357は 356と ほぼ同寸・同形で、日径34 8cm、 胴部の最大径38.2cm、 器高29 8cmで ある。口

縁部をヨコナデ、胴部内面をほぼ水平方向のナデで仕上げ、胴部外面には左上が りのタタキメ

を残 している。高台は周囲から打ち欠いた形跡があり、全形をとどめない。器表面は灰白色で、

胎土には微細な黒色粒子を含んでいる。355と 同様、内面と外面の一部には煤が斑状に付着 し

ている。

重 M(358)1個体のみ出土。頸部を失っているが、やゃ潰れた球形の胴部をもち、断面四

角形の高台を付 している。胴部上半には降灰が認められる。

Q陶 硯

今回報告する範囲では、第一次大極殿院西辺整地土下位の茶褐色木屑層 (第177次 )や第一次

大極殿院の西南隅 (第296次 )、 西面築地回廊付近 (第 305次 )、 基幹排水路SD3825(第315次 )か ら

陶硯の破片がごく少量出土 している。層平城報告�』で報告された陶硯は20点にすぎず、第一

次大極殿院出土の陶硯がわずかであることを示 している。以下、既報告資料 (『平城京出土陶硯

集成 I』 )ではあるが、あらためて紹介する。

茶掲色木屑層 (第177次)圏足円面硯の脚部が出土 している (図 87-3)。 残存部位は脚部 2本分

で、この間は長方形の透孔となる。内面には降灰を認める。

SD3825(第 315次)圏 足円面硯が 2個体分出土 している (図87-1・ 2)。 1は 圏足円面硯の硯

面を残 し、 2本の脚とその間の透孔の上部をとどめる。タト堤の側面には、櫛祐きの波状文を施

している。 2は圏足硯の脚部で、 3本の脚が部分的に残存 し、その間に十字形の透孔が残つて

いる。

このほか、赤褐色バラス層 (第296次)か ら蹄脚円面硯Bの脚部 1本が、灰色粘土 (第305次 )

から圏足円面硯の脚部が出土 している。

R 墨書土器・墨画土器

今回報告する範囲では、第一次大極殿院西辺整地土下位の木屑層・炭層や、基幹排水路

SD3825、 西楼SB18500柱抜取穴 (第337次 )な どの遺構で墨書土器・墨画土器が出土 している。

その総数は45点 と決 して多 くはなく、 F平城報告�』に掲載の墨書土器・墨画土器 (26点 )と

合わせてみても、第一次大極殿院地区の墨書土器は、なお100点 に満たない。その中でも最 も

出土量が多いのはSD3825で 、基幹排水路からの出土例が多いという、これまでの平城宮内で

の出土傾向に一致する。以下、既報告の資料 (『平城宮出土墨書土器集成』 I～ Ⅲ所載)が多いが、
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3 土 器

遺構別にあらためて紹介する (表 11、 図版120)。

木屑層・炭層 (第 177次 )土 師器杯Cの底部片

外面に「酒郭」と記したものがあるが、これ以

外に墨書土器は皆無である。

SD3825(第 28・ 315。 316次 )14点 を数 える。

内訳は須恵器10点、土師器 4点で、前者が多い

のは平城宮で出土する墨書土器の一般的な傾向

といえるが、一文字が多 く判読できるものは少

ない。判読できる文字には「大」、「水」、「厨」

がある。

SD3839(第 28次)4点 を数え、すべて須恵器

である。墨書には「大炊所」。「丹波坊」。「厨」。「伊佐」などがある。

SK3823・ SK3831・ SK3832(第28次)SK3831で は須恵器の壼底部外面に「□ 〔福力〕来」

と記 した墨書土器が出土 している。このほか、SK3832で はつまみ部に「吉」と墨書 した須恵

器杯B蓋が出土している。

SB18500柱 抜取穴 (第337次 )4点 を数え、すべて須恵器である。杯B蓋で、頂部外面のつま

み右側に「香」、内面には「印香賊」の墨書をもつものがあるが、その他の墨書土器はいずれ

も1文字分の墨書をとどめ、文字の判読が難しい。

その他の遺構 上記以外の遺構では、SX18160(第 305次)か ら「近衛府一」と記した須恵器杯Bが、

また底部外面に「右兵/粥坑」、内面に「兵部粥」との墨書を記した須恵器杯Bが出土している。

墨画土器 第316次の包含層から、口縁部外面に鳥の絵を描いた須恵器皿B片 (図版120)が 出 墨 画 土器

土している。鳥の絵は翼を広げたかたちで描かれたものである。このほか、蓮の花弁とみられ

る模様を外面に描いた須恵器片 (図版120)も 出土しているが、小片であるため器形は明らかで

ない。

″〃| 1川 ‖キ {ゝヽキ

10cm

図 87 第一次大極殿院地区出上の陶硯
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第Ⅳ章 遺 物

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

315

315

315

315

315

315

315

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

305

337

337

337

337

337

177

177

177

177

192

192

遺構/土層名

SD3825C

SD12965

暗灰褐色粘質土

SD3825C

SD3825C

SD3825C

SD3825C

SD3825C

東西溝 1/南北溝

SD3825C

SD3825C

SX18256

褐灰色砂質土

暗灰褐色粘質土

SD18219

暗黒色粘土

SD3825

SD16040

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SK3823

SD3839

SD3839

SD3839

SD3839

SD3839

SD3825

SK3831

SK3832

SK3832

黒色粘土

SX18160

SB18500抜 取穴

SB18500抜 取穴

SB18500抜 取穴

SB18500抜 取穴

SB18500抜 取穴

SD13402

SD13402

人

痢

f島

人

人

口

赤/□ (ぶ力)

痴

十素/菊虎

嘉荷 343

□

□

114

口

券

□ 〔拡力〕/[ ](文字数不明)

[ ](文字数不明)

□

□

□

(万 湧力)

(と公力〕

lt4

□

人水 ,1

丹決坊

痢

烙□

'7拡口/□

□ 〔掲力〕末

省

□□

○ (記号 )

■荷猜―

各 (外面)'P金職

□

□□ 〔地力〕口

□ 〔狼力〕口/□

□□

口

洒必

呵

□え□

□

五

土器の種類

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

杯A

杯B

杯B

杯 B蓋

杯B

杯A
皿A

杯B

杯B

杯 B蓋

甕

杯または皿

杯A

杯 B蓋

杯または皿

杯A

杯または皿

壷

杯A

杯または皿

皿A

杯 B蓋

杯B

杯

杯

杯B

杯 B蓋

壺

杯 B蓋

皿A

杯 B蓋

杯B

杯 B蓋

杯 B蓋

甕

杯

杯または皿

杯 C

甕

杯A

杯A

杯A

底部外面

底部外面

底部外面

つまみ部

底部外面

内面

内面/外面

底部外面

底部外面

内面

頂部

胴部

口縁部

底部外面

頂部内外面

底部外面

体 部

頂部外面

底部外面

底部外面

底部外面

頂部外面

底部外面

つまみ部

底部外面

頂部外面 (転用硯)

底部外面

内外面

内 面

底部外面

底部内面

底部外面

面

部

外

部

縁

部

縁

口

底

口

表 11 第一次大極殿院地区出土の墨書土器



表 12 出土土器一覧

3土 器

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

(土)杯A

(上)杯 A

(上)杯 A

(土)杯A

(土)杯 A

(土)杯A

(土)杯 A

(土)杯 B蓋

(上)杯 B蓋

(上)杯 B

(土)杯B

(土)杯 C

(土)杯 C

(上)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)椀 C

(土)椀 C

(土)椀 X

(土)椀 X

(土)椀 X

(土)椀X

(土)椀 X

(土)椀 X

(土)鉢X

(土)鉢X

(土)鉢X

(土)鉢X

(土)蓋 X

(土)高杯

(上)盤 A

(土)盤 A

(土)壺 A

(上)壼 A

(土)壷 A

(土)甕 A

(上)甕 C

(上)甕 C

(土)甕 A

(土)甕 A

(土)甕 B

(土)甕 B

(須)杯A

(須)杯 A

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

遺構・層位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大I「F殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

DN27

DN27

DN27

Dふ近27

DN27

DM27

DN28

DN27

DM27・ DN27

Dh/127

DA/128

DA/128

DA/127

DN27

Dい/128

DN27

Dふ7【28

DN27

DN27

Dh/127

DN28

DN27

DN27

DN27

Dふ/127

DN27

DN27

DN27

DN28

DN27

DN27

DN27

DN27

DN28

DN27

DN27

DN27

DN27

DN28

Dふ〆[28

Dh/127

D�征27

DN27

DN28

DN28

DM28/DM28

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

炭層

茶褐色木屑層

黒褐色土・炭層

茶褐色木屑層

炭層

茶褐色木屑層

炭層

炭層

炭層

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色粘質土

茶褐色木屑層

茶褐色粘質土・茶褐色木屑層

炭層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色粘質土

災層

炭層

茶褐色粘質土

炭層

炭層

炭層

炭層

炭層

炭層

茶褐色粘質土

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

炭層

茶褐色木屑層

炭層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色砂土

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

炭層
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遺構・層位

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

786

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

316

316

316

316

316

316

316

316

316

295

295

295

295

295

295

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

(須)杯A

(須)杯A

(須)杯A

(須)杯B蓋

(須)杯B蓋

(須)杯B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯B

(須)杯B

(須)杯B

(須)皿 D

(須)皿 B蓋

(須)皿B蓋

(須)皿B蓋

(須)皿B蓋

(須)皿B

(須)皿A

(須)壺 A蓋

(須)重 A蓋

(須)壺 B

(須)壺 D

(須)盤A

(須)奏 C

(須)甕 C

(須)甕 C

(須)甕 C

(須)甕 C

(上)杯A

(土)杯A

(■)杯A

(土)杯A

(土)皿 A

(■)椀 X

(土)椀A

(須)杯 B蓋

(須)鉢A

(上)杯A

(上)杯A

(■)杯A

(■)杯C

(土)皿A

(土)皿A

Dh127

DN27

DN28

DA/127

DN28

DN28

DN28

Dlv128・ DN27

D�127

Dlw128

DN27

DN28

DⅢ7127

DM27

DN28

DN27

DK/127'DK/128

DN27 Dh/128

DA/127

DN27

DN27

DN28

DN27

DN27

DN27・ DN28

DⅢ[27・ DN29

DN28

Dふ7[27

Dh/127・ Dふ正28

DN28

N」 21

N120

NJ20

N」 21

N」 18

N122

NJ18

N120/N」 20

N」 20

1L50

1L49

1L50

1L52

1L52

1G49

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

SD12965

SD12965

SD12965

SD12965

SD12965

SD12965

SD12965

SD12965

SD12965

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

茶褐色木屑層・炭層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色粘質土

炭層

炭層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層・茶褐色粘質土

茶褐色木屑層

炭層

災層

茶褐色木屑層

戊層

炭層

茶褐色木屑層

炭層

炭層・茶褐色粘質土

茶褐色木屑層・茶褐色粘質土

茶褐色粘質土

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

炭層

茶褐色木屑層

東西溝最下層木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色木屑層

茶褐色粘質土・炭層

茶褐色木屑層



3土 器

番号 遺物名 遺構・層位 次数 大地区 小地区

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

305

305

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

(上)皿 A

(土)皿 A

(土)杯 C

(土)杯 B蓋

(土)杯 B蓋

(土)杯 B蓋

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(■)皿 A

(■)杯 A

(■)壷 B

(土)椀 A

(土)椀 A

(土)椀 A

(土)椀 A

(土)杯 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(上)皿 A

(土)皿 A

(上)奏A

(土)奏 A

(土)甕 A

(■)甕 A

(土)甕 A

(土)甕 A

(土)甕 A

(須)杯 A

(須)杯 A

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯B

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)鉢D

(須)平瓶

(須)甕

(上)椀 A

(土)椀 C

(土)皿A

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17874

SB17874

SB17874

SB17874

SB17874

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17870

SB17871

SX18160

SX18160

SX18160

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

IL50

1G49

1」64

1L49

1L52

1H50

1G49

1H52

1L52

1G49

1k55

1L49

1L50

1L50

1L52

1L52

1」64

1J64

1」64

1」64

1」64

1L52

1L52

1K56

1L52

1G49

1G49

1G49

1H43

1L49

1G50

1L52

1G50

1L52

1G47

1G49

1G49

1G47

1L52

1L52

1H50

1G49

1F51

1C69

1C69

1C67

ミニチュア

′87



第Ⅳ章 遺 物

番号 遺物名 遺構・層位 次数 大地区 小地区

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

′38

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 A

(土)杯 A

(上)皿A

(上)皿A

(上)皿A

(土)杯 B蓋

(土)皿A

(上)杯C

(土)杯 C

(上)皿A

(土)皿A

(土)杯A

(土)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(土)杯 A

(土)杯A

(上)皿A

(土)皿A

(上)皿A

(土)皿A

(上)皿A

(■)皿A

(土)杯 B蓋

(土)皿A

(■)皿A

(土)杯B

(土)高杯

(上)壼E

(土)奏 A

(■)甕A

(■)杯A

(土)杯A

(上)杯A

(上)椀C

(土)皿A

(土)皿A

(■)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(上)皿A

SX18160

SX18160

SX18160

SX18160

SX18160

SX18160

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SK17910

SB18140

SB18140

SB18140

SB18140

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17905

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

IC71

1C70

1C69

1C69

1C70

1C69

1W167

1h/167

1ふア167

1K/167

1W167

1M67

1ふア167

1h/167

1M67

1�167

HS55

HS55

HS55

HS55

1ふ7156

1ふ/156

1M56

1臣156

1A/156

1ヽ456

1M56

1A/156

1ふ7156

1h/156

1ヽ156

11v156

1h/156

1M56

1ふ江56

1M56

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57



番号 遺物名

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

(土)皿A

(土)杯 B蓋

(土)皿A

(■)皿A

(■)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(須)杯 B蓋

(須)杯 B

(須)壺A蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B

(須)壷

(上)杯A

(土)皿A

(土)皿A

(土)椀A

(土)椀A

(土)椀A

(土)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(須)杯A

(須)杯 B

(灰釉)椀

(土)杯A

(土)皿A

(上)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(上)皿A

(土)高杯

(上)杯A

(上)杯A

(土)杯A

(土)杯A

(土)杯B

(土)杯B

(土)杯B蓋

(土)杯 B蓋

(土)杯C

(土)杯 C

(土)杯C

(土)杯C

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SK17907

SD18155

SD18155

SD18155

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SD18143

SB14200

SB14200

SB14200

SB14200

SB14200

SB14200

SB14200

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

3土 器

遺構・層位 次数 大地区 小地区

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

295

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

305

315

316

315

316

315

316

316

315

316

316

316

316

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ABP

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

IL57

1L57

1L57

lL57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

1L57

67ア」

67う可

67ア」

IA56

1A56

1A55

1A56

1A55

1A55

1A56

1A55

1A56

1A56

1A56

HJ63

H」64

HJ64

H」 64

可 60

町 64

町 62

LT18 5

NG18

LRl移 1

NG18

LQ18

NG18

NH18

N118

N118

NH18

N118

789



第Ⅳ章 遺 物

番号 遺物名 遺構・層位 次数 大地区 小地区

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

′9θ

(土)杯 C

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(上)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(土)杯 C

(上)皿 A

(土)皿 A

(■)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)椀 A

(上)椀 A

(上)椀 A

(土)椀 A

(上)椀 A

(土)椀 A

(土)椀 A

(上)椀 A

(土)椀 A

(■)椀 A

(■)椀 C

(土)椀 C

(土)盤 A

(上)盤 A

(土)奏 A

(上)甕 A

(土)甕 A

(須)杯 A

(須)杯 A

(須)杯 A

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

316

316

316

316

316

316

316

316

315

316

315

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

316

315

316

315

316

315

315

316

316

315

316

316

315

316

315

316

316

316

316

315

316

316

316

316

315

N118

Nユ8

NG18

N118

N118

NH18

N118

NG18

LR18 6

N118

LR16/LR18

NG18

NG18

NJ18

NG18

NG18

NJ18

NG18

NH18

N118

NG18

NG18

LQ18

NH18

LR18

NG18

LR18-1/LQ18

LQ18

N118

NG18

LQ18

NG18

N■8

LS18-3

NG18

LR17/LR18

NG18

NG18

NG18

LQ17-9

NG18

NG18

NH18

NG18

NG18

LTl粋8



番号 遺物名

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯B

(須)杯B

(須)杯B

(須)皿 C

(須)壼A蓋

(須)甕 A

(須)壼E

(須)壺 L

(上)杯A

(土)杯A

(土)杯 A

(土)杯A

(土)杯A

(■)皿A

(土)皿A

(上)皿A

(土)皿A

(土)皿A

(土)皿 A

(土)皿A

(■)皿A

(上)椀X

(土)皿C

(上)椀A

(土)椀A

(土)椀A

(土)椀 A

(■)椀A

(土)高杯

(土)甕 A

(上)甕A

(須)杯 A

(須)杯B

(須)杯B

(須)皿C

(須)皿C

(須)杯A

(須)杯A

(須)杯A

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SD3825

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3833

SK3831

SK3823

SK3832

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3827

SK3827

SK3833

SK3835

SK3832

SK3831

SK3823

SK3833

SK3831

SK3835

SK3835

SK3833

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

3土 器

遺構・層位 次数 大地区 小地区

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

316

315

316

316

315

316

315

316

316

316

315

316

316

316

316

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

NG18

LS18も /LT18

Nユ8

NG18

LR18 1

LR17-7

LT18 3

NH18

NG18

N118

NG18

NG18

NG18

NG18

NG18

FB28

FB28

FB28

FB28

FD27

FB27

FJ19

FC30

FB27

FJ17

FB27

FC30

FC30

FG37

FG37

FD27

FD33

FJ19

FB28

FJ17

FD27

FB28

FD33

FD33

FD27

FB27

FB27

FB27

FC30

FB28

FC30

′97



第Ⅳ章 遺 物

番号 遺物名

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)皿 C

(須)壺 A蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)皿 B

(須)甕

(須)高杯

(土)杯 A

(土)杯 A

(土)杯 A

(上)皿 A

(土)皿 A

(土)皿 A

(土)杯 C

(上)椀 A

(土)鉢 B

(土)甕 A

(須)杯 A

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 B

(須)杯 C

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)杯 B蓋

(須)壼 A蓋

(須)壷 A蓋

(須)甕 C

(須)甕 C

(須)甕 C

(須)壺 M

SK3833

SK3833

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3831

SK3835

SK3833

SK3832

SK3835

SB18500・ ハー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500。 ハー翔

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ イ四抜取

SB18500・ 口五抜取

SB18500'二 四抜取

SB18500・ イ五功ぎ釈

SB18500・ ハ六功ぎ狭

SB18500'イ 三抜取

SB18500・ イー抜取

SB18500。 ハ六抜取

SB18500・ イー赫が屎

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

FH27

FH27

FB27

FB27・ 28

FB29

FB27

FB27

FD33

FG27

FC30/FD27

FD33

ED49

EE49

ED48/ED49

EE49

EE49

EE48

EB54

EB57

EE53

EB55

ED57

EA52

EB48

ED57

EB49

EB40

遺構・層位 次数 大地区 小地区

SB18500'ニ ー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ イ三他

SB18500・ イ三

SB18500。 イ四・三圧

SB18500'二 三

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

EE49

EE49

EA48/EB52

EA51

EA54

EE52

イ三・ニー・イー間で接合

イ四・イ五間で接合

′92



4 木製品

第一次大極殿院地区の西半分においては、これまでの発掘調査で多数の木製品が出土 してい

る。ここでは、すべての遺構ごとに記述を進めることは避け、とりわけ木製品の出土量が多い

主要な遺構および土層、すなわち西楼SB18500、 基幹排水路SD3825、 第一次大極殿院西辺整

地上 (木屑層および炭層)については個別に詳述する。これら以外の遺構および包含層から出土

した木製品については、その他の遺構・包含層の出土品としてまとめて記述する。

なお、木製品の出土遺構および出土層位については表14に まとめている。

A SB18500出土の木製品 (図版121～ 132)

西楼SB18500は 5間 ×3間の総柱建物で、外側の16本の柱を掘立柱、内側の 8本の柱を礎石

建とする。木製品は約2,400点出土 してお り、そのすべてが外側の掘立柱穴からの出土品である。

掘方からの出土量はごく少数で、大多数が抜取穴からの出上である。

木製品を個別に記述 していく前に、全体の出土傾向をみておきたい。最大の特徴は、単一型

式の斎串 (斎串A2)が集中的に出土 していることである (1～ 52)。 50点 あまり出土 した斎串

のほぼすべてが柱抜取穴からの出土であることは、西楼SB18500を 解体 した際に祭祀行為がお

こなわれたことを示唆しているようである。 しかしながら、これらの斎串以外では祭祀遺物の

出土はごく限られており、また用途不明品136・ 143～ 145や杭 177・ 178・ 180の ように、意図的

に破砕された痕跡をとどめる遺物も認められる。こうしたことを考え合わせると、これらの木

製品は、祭祀具と西楼廃絶時の廃棄物という二つの側面をもっているといえる。

さて、本来ならば、すべての資料を報告することが望ましいが、加工されている個体だけで

も膨大な量となるため、やむなく割愛 し、ここでは製品として認識できる主要な資料に限定 し

て報告する。その結果、提示する資料は182点 となるが、おおむね製品は網羅されている。以下、

種類ごとにわけて個別に詳述する。

祭祀具 (図版121～ 124。 128)

斎 串 (1～52)破片資料も少なくないため、厳密に個体数を把握することは難しいが、各柱

穴から出土した斎串は50点あまりにおよぶ。これほど多くの斎串が一建物跡から出土すること

には、注目してよかろう。さらに、興味深いことに、形態の判明するものはすべて黒崎直氏に

よる分類の斎串A2に属している。すなわち、下端を鋭く尖らせ、上端は一方向から斜めに切

り落とす形態の斎串だけが、なぜか集中して出土しているのである。さて、斎串の法量につい

て傾向をみてみると、全長262～ 29.9cmで平均27 5cm、 最大幅21～6 5cmで平均すると3 3cm

となる。奈良時代の斎串のなかでは、大きい部類に入る。

これらの資料を観察していくと、厳密に形態が統一されているわけではなく、さらにいくつ

かに細分できることに気がつく (図88)。 まず、全体の形状に影響する下端の形態をもとに三

つに大別する。a群は、 1の ように、左右からほぼ均等に切り落とすことで先端を尖らす一群

とする。b群は一方向から斜めに切り落とすもので、15が好例である。c群 はb群 と同じく一方

製4 口
ｍ

斎 串 A2
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第Ⅳ章 遺 物

向からの切 り落としであるが、それが著 しく大

きいものとする。17がこれに該当する。つぎに、

上端の形態を二つに細別する。 1の ように、一

方向から大 きく斜めに切 り落とす一群を i群

とする。 五群は、19の ように、一方向から切 り

落としたのちに、さらにその先端を切断する一

群である。これらの分類を組み合わせて、ai

～ c ii群 までの 6分類 とする。

具体的に良好な資料でみてい くと、 1～ 6

がai群 である。全長25～30cm、 最大幅 3～

4 cm程度におさまる。27・ 29'31は a� 群であ

る。14・ 15は b i tt。 16は一部欠損 しているが、

おそらくbi群 と思われる。最大幅が 3 cmに

満たないような細い個体 も含まれる。30'33が

b� 群に該当する。17はci群。18。 19は c� 群。

欠損 しているが、20も c群に属するだろう。c群

には17・ 18の ように非常に幅が広い個体が含ま

れる。このようにみてみると、ai群の資料数

がもっとも多 く、単純に考えるならば、ai群

が基本となる形態と考えられよう。このことは

a群 b群 c群

―

群

1～ 6 14 15 17

・＝

群

27  29  31 30  33 18 19

図 88 斎串 A2の分類

平城宮から出土している斎串A2の うち、その多くがここでのai群 にあたることからも傍証

されよう。

刀子形 (125・ 126)125は全長21.lcm、 厚さ0.5cm。 上端を斜めに切り落とし、なおかつ表面

を削つて薄くすることで、切先を表現する。下端は斜めに切り落とす。裏面は割り裂きのまま

未調整であるが、それ以外の面にはケズリを施す。126は上下端ともに斜めに切り落とし、上

端は表面にケズリを施して切先とする。全長15,9cm、 厚さ0.6cmである。

刀 形 (127)全長14 5cm、 厚さ0,2cm。 下半部に弧状の決 りを入れており、関の表現とみら

れる。刃の表現はない。

� 食事具 (図版 124・ 125)

箸   箸 (53～77)多数出土しているが、細片も多いため個体数の把握は困難である。いずれも木材

を小割りにしたのち、棒状に整形する。断面の形態には方形と円形の2種類が認められる。断

面方形あるいは多角形の箸は53・ 56～ 59・ 61・ 65。 66・ 68～ 75'77で あり、断面円形の資料は

54・ 55・ 60・ 62～ 64・ 67・ 76である。完形品の全長は、もっとも短い個体が73で16.2cm、 もっ

とも長い個体が64で20 9cmで ある。この数値は全体的な傾向(『平城報告Ⅶ』)と も一致する。また、

64や68の ように元末の区別が難しい個体もあるが、いっぽうで63の ように上端の加工を丁寧に

施す、あるいは66の ように下端のみわずかに細く仕上げるなどして、元末の区別をしている個

体も認められる。
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4 木製品

杓 子 (78・ 79)78は 中ほどが腐食 しているものの、完形である。身部の先端はややいびつな

がらも半円形につくり、その先端部は焼け焦げている。柄の先端は丁寧に加工する。柄と身部

との境界は漸移的に幅が変わるため、明確ではない。縁には面取 りを施すなど、加工は丁寧

である。全長26 6cm、 身部の最大幅は3 9cmで ある。79は完形品。身部は細長い形状を呈 し、

先端部を丸 く加工する。断面形は台形に近い。柄は上端を尖らせ、断面形は円形を呈する。身

部と柄との間には明確な境目がない。全長28.7cmで、身部の最大幅は2.7cmで ある。

� 容 器 (図版 126)

円形曲物 (80～ 82・ 84)曲物は底板 3点 (80・ 31・ 84)と 蓋板 1点 (82)を 図化した。80は直径

16.9cm。 側面に木釘孔を5箇所確認できる。木釘は断面が方形である。内面には多数の刃物  刃 物 傷

傷が認められる (図 89)。 81はやや楕円に近い形状で、長径14.5cm、 短径14.Ocmである。釘子L

が側面に3箇所認められる。841よ、木釘孔が側面に2箇所確認できる。外面には外形に沿うよ

うな刻線があり、製作時の痕跡と判断される。

80側板

82は 完 形 の蓋 板 で、 直 径

17.8cmで ある。側面には 6箇

所の木釘孔が認められる。木釘

孔の断面形は方形で、 1箇所の

み木釘が完全なかたちで遺存

している。表面、すなわち容器

の内面には一面に柿渋が塗布さ 柿

れており、黒色を呈する。防水

および防腐効果のためであろ

う。この個体 には側板が とも

なっており、その内面にも同様

にオ市渋が塗布されている。側板

は高さ8.8cmで、樺皮紐で綴 じ

合わせた部分が確認できる (図

89)。 側板の内面には垂直方向

にケビキ線が認められ、その間

隔は5mmである。なお、蓋板

には、表面はわずかだが、裏面
図89 曲物の細部

には多数の刃物傷が確認できる (図 89)。

折 敷 (83・ 85)折敷の底板である。いずれにも側板と底板とを綴じ合わせるための樺皮紐が

残存している。

� その他 (図版 127・ 128)

簿 木 (86～ 100)いずれも平たい棒状を呈する。幅が1.Ocm前後で、長さは16.0～ 22.Ocmであ

る。同様の資料は、破片資料も合わせると、多数確認できる。割り裂いたままで無調整の個体

渋80側板
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壽木の認定
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が多いが、いずれも平坦な面をもつ。なかには、100の ように、丁寧に削つて平滑に仕上げる

個体もある。また、端部は真一文字に切断する個体が多いなかで、片面あるいは両面から斜め

に切断する個体 (91,92・ 100)や 、88'94・ 95の ように片方の端部を丁寧に加工するものも認

められる。

これらの資料は、その平面形態から壽木の可能性が考えられる。奈良県藤原京の便所遺構

SX7420(奈 文研1992)や 京都府長岡京の便所遺構SX248か らは多量の祭木が出土 している。そ

れらの中には当該資料に類似する婁木がたしかに認められるものの、壽木の型式は一様ではな

く、角棒状製品や断面三角形の製品なども確認されている。いずれも単純な形態をしているた

め、便所遺構にともなわない場合、需木と断定するにはやや躊躇する資料である。

遺構あるいは遺跡ごとに個別の検討はあるものの、総体として型式学的な検討がおこなわれ

ていない現状では、当該例のような便所遺構にともなわない資料については、需木の可能性を

指摘するにとどめておくほかないであろう。

付 本し (101～109)両側辺に切 り込みを入れた付札で、 9点が出土 している。108が唯―全形を

うかがえる資料である。上端付近に左右から「U」 字状の切 り込みを入れ、下端はまっすぐ切

断する。その他の資料はすべて下端が折損 しており、039型式となる。薄い板状を主とするが、

102・ 109は分厚 く、1091よ 断面カマボコ形をなす。なお、いずれも墨書文字は認められない。

琴 柱 (110)緩やかに裾が広がる三角形状を呈 し、下端幅1 8cm、 高さ1.9cmである。厚さは

0,7cmと 肉厚である。頂部には弦受けの切 り込みを入れるが、下辺中央には通有の挟 りは認め

られない。このような袂 りをもたない事例は弥生時代から古墳時代には多いが、奈良時代以降

には少ない。奈良時代の類例としては、平城京左京二条二坊・長屋王邸南北溝状遺構SD4750

(『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』)や、大阪府古池遺跡 (『木器集成図録 近畿古代篇』)

などからの出土例が挙 tデ られる。

糸 枠 (111)組み合せ式糸枠の横木である。全長7 3cmで、板材の中央部を幅広に残 して両端

を棒状に削 り出す。この棒状部は他例と比較 してやや短 く、また断面形も扁平で円形をなさな

い。中央には一辺2.4cmの 四角形の仕口をもつ。仕国の中央には軸棒を通す孔があけられてい

ないことから、未成品と考えられる。同様に軸孔をもたない事例は、平城京二条大路の濠状遺

構SD5100(『 平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』)や静岡県御子ケ谷遺跡で出土している。

算 木 (113)残存長4.6cm、 断面1.4cm四方の角柱状を呈する。両小口以外の 4面 には、それ

ぞれ 1～ 4本の刻線を施す。内山昭氏によると、これは算木と考えられる。この種の算木には

1～ 4本の刻線をもつものと、 1・ 2・ 3・ 6本の刻線をもつものとがある。本例と同じ刻線

のパターンをもつ事例は秋田県多賀城跡 (『木器集成図録 近畿古代篇』)、 平城宮内裏地区 (『平城

報告Ⅶ』)、 平城京左京二条二坊・長屋王邸 (『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』)、 福岡

県大学府 (『木器集成図録 近畿古代篇』)な どで出土している。

木 錘 (122・ 123)122は 全長5.3cm、 最大の厚さ1 0cmの棒状品。中央部を細 くつくる。123は

全長7 3cm、 厚さ0 5cmの板状を呈 し、同じく、中央部を細 くつ くる。いずれもその平面形が

木錘に類似 しているが、その大きさは一般の木錘と比較 して著しく小さい。

樺巻き棒 (124)直径約0.3cmの九棒を樺皮で束ねたもの。丸棒は3本遺存するが、樺皮との

間に隙間があいているため、本来は 5本程度をひと東としていたのだろう。樺皮は幅0 5cmで、

′9び
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4 木製品

一端を結び合わせて留めてお り、他端は先端を尖 らせていることから、他例 を参考にするなら

ば丸棒に切れ 目を入れて刺 し留めていた可能性がある。残存長10,3cm。 木製容器の把手や枠

と考えられることもあるが、詳細は不明である。なお、平城京東三坊大路東側溝SD650(『平城

報告Ⅵ』)、 同西一坊 々間大路西側溝SD920(『平城京右京一坊人条十一坪発掘調査報告書』)、 同東一

坊大路西側溝SD6400(『平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘調査報告』)な どで類例が出土 してい

る。

燃えさし 西楼の掘立柱抜

取穴か ら約700点が出土 し

ている (表13)。 柱穴によっ

て出土量に多寡があ り、抜

取穴ニーと抜取穴ハーから

多 くが出土 している。 もっ

表 13 西楼から出上 した燃えさしの数量 燃 え さ

多

14フミ

5フミ

1点

5メミ

59兵宝

251氣

208ギヽ

103点

2点

46テ宝

とも大きいものは全長45 4cmの 棒状品で、割 り裂いたままである。一端あるいは両端が燃え

たものが多 く、全体が燃えているものはほとんどない。棒状や板状などさまざまな形態のもの

があることから、ツケ木として専用につ くられたものではなく、廃材などを利用していたので

あろう。

v 用途不 明品 (図版 128～ 131)

114は厚さ0 2cmの 薄い板状を呈 し、下端を尖らす。上端は丁寧に面取 りしている。116は下

半部を緩やかに尖らし、上端は左右から削って尖端をつ くる。1191ま 全長4 3cmで 、上半部を

細 くつ くり、下端を尖らす。これら114・ 116・ 1191よ形代の可能性もある。115は三角形の板で、

厚さは0.8cmで ある。琴柱の未成品の可能性 もあるが、やや大 きすぎるか。121は全長5,lcm

の九棒状を呈する。上半部を太 くつ くり、下半部は細 く軸状をなす。基幹排水路SD3825Cか

らも類似品が出土 している (図版138-258)。 130。 131は断面楕円形の棒製品で、上下端ともに 棒 製 品

比較的丁寧にケズリを加える。

132～ 136・ 138～ 1441ま 縦方向に細かく削つて断面多角形にした棒製品である。132は完形品

で、上端は真一文字に切断し、下端は丁寧に削ってやや尖らす。1331ま 下端に削って尖らせよ

うとした痕跡が認められるが、同時に折 り取ったような痕跡もみられる。135。 136・ 138～ 143

は上端が細 く、下端が太 くつ くられている。140～ 142・ 144は下端小日面が残っており、平坦

につ くられていることがわかる。135。 143・ 144は 中ほどに、手斧で斜めに折 り取られた痕跡

を残す。145も 類似品ではあるが、下端を方形につ くりだしている点が異なる。下端小日面は

同じく平坦である。また、中ほどには手斧で斜めに折 り取られた痕跡が確認できる。

146～ 161は 断面方形あるいは円形の棒製品である。1461ま 全形は不明だが、直径0 4cmの

孔をあける。155は全長36cmで、左側辺の上下端に切 り込みをもつ。上端の切 り込みは方形

で、下端のそれは小さく半円形をなす。また、下半部には直径0.2cmの 小さな円子とが貫通する。

159は断面長方形の棒製品で、下面を平らにする。上端を細 く削 り込み、残存部下端には円形

の凹みをもつ。

163は上面にケズリの痕跡を残 し、下面は割 り裂かれた状態である。手斧屑であろうか。164

し

量

策
　
一

ニ
　
ハ
　
ロ
　
イ
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杭
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は上下端 ともに圭頭状を呈する板材である。165・ 166・ 170は方形あるいは長方形の角材であ

る。167は 角材で、下端には仕国のような斜めの加工痕をもつ。168は直径6.Ocm、 全長11 6cm

の円柱状である。小口面はまっすぐ切断している。容器の栓の可能性があるが、かなり大 きい。

169は大型の角材で、下面は平坦に仕上げて上面は弧状をなす。小口面には多数の加工痕を残す。

上面および上端小口面にはベンガラが付着 している。なお、抜取穴イ四からも類似品が出上 し

ている。

� 大型木製 品 (図版 132)

杭 (175～182)8点 を図示 した。全長150cm前後に揃えて製作されているようである。加工の

仕方はすべてよく似ており、先端部を尖らせ、頭部は面取 りするように角を落とす。その他の

部分はまったく加工 しておらず、樹皮が残る部分 も少なくない。なお、177・ 178・ 1801こ は大

きな刃物傷があり、杭はそこで折れている。意図的に杭を短 く折って、柱穴の中に廃棄 した様

子がうかがえる。

その他 (171～ 174)171は断面方形の部材。172・ 1731ま ともに薄 く割れてお り、詳細は不明。

174は現存長60.4cm。 先端部には手斧による加工痕があり、尖る。その他の部分をみると、表

面に樹皮が残る部分もあり、加工痕はない。裏面には一部加工痕が残るが、大部分が割れてい

るため詳細は不明である。杭の可能性 もあるが、先述のそれらとは明らかに異なる。

B SD3825出土の木製品 (図版133～ 139)

第一次大極殿院地区の西側を南北に流れる基幹排水路SD3825は 、 2度 にわたって掘 り直 さ

れている。古い順にA、 B、 Cと して、それぞれ I-1期 、 I-2期 、Ⅱ期に比定される。木製

品は約3,000点 出土しており、遺構別の出土点数はSD3825Bと SD3825Cが約1,250点 と多 く、こ

れらに比べSD3825Aか らの出土点数は350点あまりと極端に少ない。ただし、この 3期 区分は

最終的な見解であり、古 くに遡る発掘調査ではこれに対応 して遺物を採 り上げていない場合 も

ある。そこで、ここでは一括 して遺物を検討する。なお、出土層などの情報の詳細は表14を参

照されたい。

注 目すべき遺物としては、百万塔の未成品 (191)、 琴形 (193)、 物差 (199)、 方頭大刀 (220)

などが挙げられ、いずれも全国的にみても出土事例の少ないものである。平城宮を縦貫する基

幹排水路という遺構の性格のためか、特定の遺物が集中的に出土するといった傾向は認められ

ない。

以下、種類ごとにわけて具体的に遺物をみる。

基幹″F水路

SD3825

形

祭祀具・楽器 (図版133)

代  人 形 (185)残存長12 8cm、 厚さ0 3cmで ある。圭頭形の頭部をもち、切 り込みを入れるこ

とで腕 と脚を表現する。頭部には針状工具による刺突痕が認められ、その位置関係から日、鼻、

口を表現 したものと考えられる。

馬 形 (183)残存長4.4cm、 厚さ0.2cmの板状を呈 し、下辺の左端に大きな「V」 字状の切 り

込みを入れることで頭部を表現する。下辺中央には小さな「V」 字状の切 り込みを複数もつが、
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4 木製品

何を表現したものかは不明である。従来確認されている馬形よりも著 しく小さく、馬形とする

明確な根拠はない。

鳥 形 (184)頭部はややいびつな六角形を呈する。胴部および尾部は欠損 してお り、詳細は

不明である。残存長9.Ocm、 幅3.lcm、 厚さ0.3cm。

鉄 形 (186)長三角形の鏃身をもつ長頸鏃を模 した形代。全体を丁寧に削る。全長8 3cmで、

鏃身部の長さは3 8cmで ある。鏃身および茎部ともに厚さは0 4cmで均―である。本例は「様」

の可能性もあるが、刃部が肉厚で刃の表現がないことから形代と判断した。

刀 形 (187・ 188)刀 を模倣 した形代で、柄の表現はない。1871ま 上端を斜めに切 り落として

切先を表現 し、下半部を細 く仕上げることで茎をあらわすが、明確な関の表現は認められな

い。刀身部には明確な稜線をもち、刃は尖っておらず面をもつ。残存長20.Ocm。 188は残存長

14 7cm、 厚さ0.4cmの板状を呈する。左側辺には段差をつけて関の表現 とし、それより上側

が刀身部であり、下側が茎部となる。刃の表現はなく、峰と刃の厚さは均―である。茎尻はや

や斜めに切 り落とす。187は刃部が肉厚で刃の表現がないこと、188は刃の表現が認められない

こと、またどちらも茎部に柄を装着するための孔をもたないことから、実際に刀を製作すると

きに忠実な見本となる「様」ではなく、祭祀に用いられる形代であると判断できる。

刀子形 (189)全長14 1cmの刀子の形代。上端を斜めに切 り落とすことで、切先を表現する。

切先以外は、割 り裂いたまま未調整である。このように、切先は表現するものの関の表現がな

いことから、鞘からぬいた抜き身の状態を模倣したと考えられる。ただし、柄と刀身との段差

といった細かな表現はみられない。なお、峰の背には点々と墨が付着している。

琴 形 (193)琴尾は残存 しているものの、琴頭が欠損 している。平面形は長方形を呈 し、琴

尾の部分が幅広 くなっている。琴尾には突起が 4箇所に認められ、中央 2箇所の突起は幅が広

い。両面に墨書が認められ、文字が切れていることから琴形への転用以前に書かれたものであ

ることがわかる。残存長20.lcm。 本例は著 しく小型であること、琴尾の突起が 4突起であり

通有の 6突起ではないことなどから、これは琴の「様」ではなく形代と考えられる。なお、琴

形の類例として、平城京東一坊大路西側溝SD6400(『平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘調査報告」)

から出土 している 2点 と長岡京東西溝SD1301か ら出土 した 1点が挙げられる。いずれも共鳴

槽をもつ槽作 りの琴であり、後者は所謂「甲作 り」である。本例は前者と同様の槽作 りの琴と

考えられよう。

琴 柱 (192)三角形状を呈 し、下辺中央に三角形の切 り込みを入れて双脚をつ くる。頂部に

弦承けはない。片面にはケズリを施すが、反対の面は割 り面のまま未調整である。最大幅3.9cm、

高さ1.3cm、 厚さ0 5cmで ある。

斎 串 (190)上端は圭頭状を呈 し、下端は左右から斜めに切 り落とすことによつて先端を尖

らす。下端に近づ くほど厚さを増 しており、斎串であるならばやや特異である。黒崎分類の斎

串Alに相当しようか。

百万塔 (191)二重の小塔で、いわゆる百万塔である。底部の直径10.5cm、 残存高は14.3cm

である。相輪を嵌める子とと経典を入れる子しがあけられていないため、未成品と判断できる。頂

部上面や側面には幌櫨の旋削痕が認められる。底面には 3箇所の槻幅爪痕が確認され、そのう

ち 2箇所には鉄製の幌輯の爪が遺存 している。

塔

品

万

成

百

未
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第Ⅳ章 遺 物

なお、伝世品を除いた百万塔の出土例は、平城宮内裏東方の基幹つF水路

SD2700か ら出上 した塔身部の破片 と、西大寺食堂院井戸SE950か ら出土

した相輪部の破片資料が知られるのみである。

膨 子 (194)幅3.3cmの板状を呈し、片側縁に鋸歯状の刻み目をもつ。下

部にはこの刻み目が認められないので、持ち手となる基部にあたると判断

できる。横断面形は方形を呈するが、刻み目をもつ側の方がわずかに分厚

い。残存長9 7cm。 なお、刻み目には擦れたような明確な使用痕は確認で

きない。

� 調度品・支房具ほか (図版 133・ 134)

糸 枠 (195)組み合せ式糸枠の横木で、全長9.3cm。 中央部を四角形に残

し、両端を断面円形の棒状に削り出している。中央部の仕口は1.8cm四方

で、真ん中に直径0,7cmの軸孔をあけている。

割り抜き箱 (196～198)196・ 198は角材を到り抜いて製作された木箱の身

である。内面および外面ともに直線的に仕上げているが、磨滅が著しいた

め調整痕を確認することはできない。198の法量は、幅が内法2.8cm、 外

法4.5cmで 、長側板の厚さは0,9cmで ある。このように外法の幅が狭 く、

なおかつ長側板の厚さが薄い特徴は、 8世紀前葉の例によくみられるもの

とされている。なお、欠損しているため、長さおよび身の高さは不明であ

る。197は、これらと同様に、細長い矩形を呈する。欠損部分が多いため

確定はできないが、木箱の可能性がある。

差 物 差 (199)幅 1.5cm、 厚さ0 5cmの細長い板状を呈する。上半部は欠損

しているが、下端はまっすぐ切断している。日盛りは一寸および五分ごと

に付けられており、一寸の目盛りは墨線で表現され、五分の目盛りは短い

刻線であらわされている。ただし、一寸の目盛りをよく観察してみると、

墨線と重複するように短い刻線が認められる。すなわち、五分ごとにすべ

て刻線を入れたうえで、一寸ごとの目盛りにはさらに墨で線を加えたもの

と考えられる。五分ごとの目盛 りの長さを下端から列挙すると、1,703cm、 1 396cm、 1.700cm、

1.675cm、 1.586cm、 1.629cm、 1 614cm、 1,707cm、 上半部が欠損 しているので正確な距離で

はないが■719cmと なる。したがって、寸長は3.099cm、 3.375 cm、 3 215cm、 3.31lcmと なる。

平城宮跡出土例の寸長の平均が2.952cmで あり、これと比較すると本例の寸長はやや長いよう

である。また、工分の目盛 りは正確に一寸を等分 しているわけではない。とりわけ、下端の五

分目盛 りはそれが顕著である。現存長14.8cm。

算  木  算 木 (200)長辺5,6cmで、断面1 5cm四方の角柱状を呈する。両小口を除く、 4面には3本、

4本、 5本、 6本の刻み目が認められる。これと類似する遺物は内山昭氏によって算木とみな

されているが、これまで出土しているものは 1・ 2・ 3・ 4本あるいは 1・ 2・ 3・ 6本の刻

み目をもつ資料である。本例と同じパターンの刻み目をもつ事例は確認されていないため、算

木とする確証は得られないが、このような形態では賽子としては機能しないだろう。

200

物

図 90 物差 199



4 木製品

工 具 (図版134・ 135)

錐の柄 (203)残存長13.3cmで、柄尻を欠損する。断面方形を呈 し、丁寧に面取 りされている。

また、柄元にも丁寧に面取 りを施 し、小口面いっぱいに≧孔をあける。ただし、小口面付近の

孔の拡がりは茎を抜き取つた際に生じた二次的な変形と考えられる。

工具の柄 (201・ 202)断面円形の棒状を呈 し、まっす ぐ切断された柄元には直径 5mm程度の  工 具 の柄

茎子とをあける。柄尻を丸 く仕上げる。柄元の斜めの切断痕は茎を抜き取る際の痕跡と判断でき

る。完形品。201は柄尻を太く残 し、小口面を丁寧に面取 りする。さらに、幅 9mmで細かく削 り、

断面形を楕円形に仕上げる。握部にも丁寧に縦方向のケズリを加えている。206は 工具の膝柄

であろうか。柄部は直径2.Ocmの九棒状を呈し、彎曲する。上端はやや幅広につ くり、中央部

を突出させた台状部をなす。この部分に鉄製工具を装着すると思われるが、こうした構造をも

つ膝柄の類例が少なく、装着する鉄製工具の形態や機能を特定することは難しい。

刷毛の柄 (204)平刷毛の柄であ り、毛は欠損 しているが、柄の部分は完形である。全長  刷 毛 の柄

41.Ocm。 断面円形の長い棒状の柄を有 し、柄元は扁平かつ幅広につくる。毛を植えるために、

下端小日から柄元を半分に割 り裂き、加えて柄元の両側辺にそれぞれ半円形の切 り込みを3箇

所ずつ入れて紐で緊縛するための工夫とする。柄元にはこの緊縛の圧痕が残つており、幅0,7cm

の帯状を呈 していたことがわかる。この帯組は表面では平行に走 り、裏面で交差するように巻

かれている。

箆 (205)全長23.4cmで ある。全体を丁寧に削るが、上端から10,Ocm付近を境にしてその上

下でケズリの様相が異なることから、上半部を柄部、下半部を身部として区分 していたのであ

ろう。柄部は断面台形に整形され、丁寧に面取 りも施されている。上端小口面も角を残さない

ように面取 りがおこなわれている。いっぼう、下半部は断面蒲鉾形になるように細かく削つて

調整 しており、下端部は九 く仕上げている。

木 針 (207～210)一端 を尖 ら

せた棒製品で、なおかつ、針孔

をもつ資料を木針とする。木針

は糸や紐を通して布や皮草など

を綴 り合わせる縫針や、藁仕事

や薦編みなどに用いられたもの

と考えられる。207・ 208は 薄く

平たい形態を呈 してお り、厚

さが0.1～0.2cmと 非常 に薄い

ので檜扇の橋の可能性 もある。

210は 断面蒲鉾形、209は 断面方

形をなす。

204

図 91 用」毛の柄 204(左 )と 工具の柄 206(右 )
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第Ⅳ章 遺 物

� 服飾具 。武器 (図版 135)

留 針 (211～ 217)一 端を尖らす棒製品で針孔をもたない資料を、木針 とは区別して、留針と

する。服飾具として、被 りものを髯に留める、あるいは髪を結う機能などが考えられるが、必

ずしも機能を特定できるわけではない。211～ 217が留針であり、いずれも丁寧に削つて仕上げ

る。211・ 212・ 214～ 216は 下端を薄く尖らせている。さらに上半部の断面形態をもとに、棒状

を呈する211・ 212・ 214と 、扁平な215'216に 分けることができる。2111ま 全長13.lcm、 212は

全長13 8cm、 214は 全長14.6cm、 215は全長17 0cmである。いっぽう、217は 断面方形を呈 し、

下端は尖らせず、頭部を鋲頭状につ くりだす。全長18,3cm。 213は全長6 4cmと 者しく小さいが、

下端を尖らす形状を呈しており、留針の可能性がある。

檜 扇 (224)残存長10 3cm、 厚さ0 1cm。 下端部の側縁に切 り込みを入れて、幅を減 じている。

要孔は 1孔確認できる。半分欠損 しているため孔数は不確定だが、残存幅を考慮すると、おそ

らく元来 1孔だったと考えられる。

横 櫛 (218・ 219)板材の一側縁から歯を挽き出し、表面を平滑に仕上げる横櫛。 2点出土 し

ている。いずれも破片資料であるが、ともに平面形が脊の上縁がゆるい弧を描き、肩部に九味

をもたす型式である。歯の切通 し線はどちらも脊の上縁に平行 して曲線を呈する。脊の断面

形は、218が半円形をなし、2191ま 隅九方形である。法量は、218が残存幅2 5cm、 高さ2 5cm、

219が残存幅2 8cm、 高さ4.2cm。

方頭大刀 (220)柄頭 と柄間の一部が遺存する。柄頭は方頭を呈 し、長さ9 0cmで最大幅は

5.6cmと なる。全面に黒漆を塗っており、中央には直径0,7cmの 円孔をもつ。柄間との境 目に

は縁取 りのような段差がある。柄間は幅3 7cmで、残存長11 lcmで ある。刀身の茎を差 し込

んで目釘で留める構造である。

v 食事具 (図版 135)

箸 (222・ 223)2点 を図示 した。2221ま 完形で全長16 7cmで、断面は方形を呈する。223は や

や太 く、断面は方形である。

杓 子 (221・ 225)221は小型の杓子。身部は細長い形状を呈 し、肩部をもつため柄との境界は

明瞭である。先端部の形状は欠損 しているため、不明である。身部はわずかに内彎 してお り、

断面形は半月状をなす。柄部は断面方形を呈する。残存長15 0cm。 225は 身が長方形で、柄

との境界は明瞭である。身部の先端は表裏両面から削ることで、やや尖らしている。残存長

16 8cHI。

� 容 器 (図版 136。 137)

漆 器 (226)黒漆塗 り容器の蓋のつまみ部分である。つまみは平面円形を呈 し、上面は平坦

である。直径3 4cm、 高さ1.2cmである。ほかに、漆器椀の破片 (227)が出土している。

容器蓋 (228・ 229)229は 円形の板状を呈 し、周縁を斜めに切 り落として端部を鋭角に仕上げ

る。中央につまみを取 り付けるための孔などはない。228は 片面に側板が接 していたような痕

跡があることから、蓋の可能性がある。
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4 木製品

円形曲物 (230～ 239)10点 を図示 してお り、いずれも底板である。230～232・ 234・ 236・ 238

は底板のタト縁に側板を巻いて木釘で結合する。2341ま 完形品で、 3本の木釘で側板を結合 して

いたようである。235'237は底板の上に側板を載せて樺皮紐で結合する。ともに上面に側板の

圧痕が残 り、樺皮紐が 1箇所確認できる。各個体の直径は、232は 復原径17.4cm、 233は復原

径16 0cm、 234は 長径16 4cm、 短径14 4cm、 236は 復原径15.8cm、 237は復原径19 0cm、 238

は復原径23 0cmで ある。

折 敷 (240・ 241)折敷の底板 と思われる。2401よ 外縁部がもっとも厚 くつ くられてお り、1 4cm

である。外縁部は斜めに切 り落とされており、側板を結合するための樺皮紐や木釘は認められ

ない。したがって、容器の蓋の可能性 もある。241に は、樺皮紐を通すための 2子し一対の孔がある。

�  その他・用途不 明品 (図版 137～ 139)

付 本し (242～ 255)14点 が出土 してお り、長方形の板材の一端の左右に切 り込みをもつ。いず

れも破片資料であるため、全形は不明である。039型式である。なお、墨書された文字は確認

できない。

題箋軸 (257)残存長6 6cm。 題箋部は先端がややすぼまる台形状をなし、長さ3 5cm、 最大

幅2.6cmで ある。断面形は題箋部および軸部ともに厚さ0.3cmで あり、軸部は幅1 0cmの扁平

な隅九長方形を呈する。北條朝彦氏の集成によると、本例は題箋部の長さがもっとも短い一群

に属するようである。なお、題箋部に文字は認められない。

不明工具の柄 (259。 260)断面円形の棒状を呈する。ただし、2591ま ケズリの稜線が残るため、

断面は多角形に近い。上半部が欠損 しているため、≧孔の有無は不明であるが、おそらく工具

の柄 と思われる。柄尻は、どちらも真一文字に切 り落としており、2601ま さらに面取 りを加える。

燃えさし SD3825か らは総数800点 を超える燃えさしが出土 している。SD3825Aと SD3825C

が多 くともに約400点出土 しているのに対 し、SD3825Bが 少なく約20点の出土にとどまる。割

り裂いたままの棒状品が多 く、一端に焼けた痕跡がある。

用途不明品 (256・ 261・ 263～ 281)256は 欠損 しているため全形は不明であるが、おそらく円

形の板 と思われる。タト縁を斜めに削る。厚さは1 lcmである。小型容器の蓋の可能性がある。

261・ 263～ 2661よ 角棒状を呈 し、細か く縦方向にケズリを施 している。261・ 263は 上端を真一

文字に切断したのちに、面取 りを施す。264,265は 上端付近を溝状に削 り込むことで瘤状の頭

部をつ くりだす。265は 下半部を欠損 しているため形態は不明であるが、2641ま下端面を斜めに

削ってやや尖らしていることがわかる。2671ま 断面方形の棒状品で、上端部に柚孔をもち、下

端部には木釘孔を確認できる。木釘孔は断面円形で、木釘が残存する。この木釘孔の上には貫

通しない小孔が認められる。なお、上下両端は斜めに加工 している。268～271は下端を尖らす

角棒である。269を 除いて、頭部にはそれぞれ面取 りを施す。

272・ 274は長方形状の板である。274の 下端小日面の両端に凹みが認められ、下端部には漆

が付着する。275は 断面方形の棒製品で、上下端を切 り落とす。このような角棒は多数出土 し

ている。279は板状を呈 し、下端を左右から削 り落して尖らす。斎串あるいは付札の下半部で

ある可能性が高い。2731ま 断面方形の角材で、上部に仕口をもつ。276・ 277・ 280・ 281は 角材で、

手斧のような工具による加工痕を明瞭に残す。

木釘で結合

工 具 の 柄

付
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C 大極殿院西辺整地上下層木屑層・炭層出土の木製品

(図版140～ 148)

第一次大極殿院西辺整地土の下位の茶褐色木屑層・炭層からは2,500点におよぶ木製品が出

土している。全体の傾向としては、箸・匙・狗子といった食事具が多く (図版142・ 143)、 祭祀

具は少ない。興味深い遺物としては、建築部材の模型 (雛形)が 2点出土しており (364・ 365)、

いずれも未成品である。

祭祀具・楽器 (図版140)

人 形 (286)断面方形の角棒状を呈 し、下端は幅広 くなっている。上半部が欠損 しているため、

穿孔の有無は不明であるが、組み合せ人形の脚部となる可能性がある。

馬 形 (282)全長15 6cm、 厚さ0.4cmの板状を呈する。背の中央には切 り込みによって鞍 を

表現する。尻部は背側に九味をもたせ、腹側を斜め上方に切 り上げる表現とする。頭部は九 く

仕上げ、鈍角の「V」 字状の切 り込みを入れている。腹側の中央部は直線状を呈 し、長方形の

板材から製作されたことをうかがわせる。なお、両面に墨書が認められる (木簡44)。

鳥 形 (2箭)全 長10 7cmで、厚さは1 0cmと やや厚い。四角形の頭部をもち、切 り込みを入

れることで頭部と胸部を画する。胸部がもっとも幅広 く、緩やかな円弧を描きながら尾部に至

る。すべての面に丁寧にケズリを施 している。

斎 串 (293～297)5点 を図示 した。293・ 2941ま黒崎直氏による分類の斎串A修 に相当する。

すなわち、尖つた下端をもち、上端は一方向から斜めに大きく切 り落とす。ただし、上端部は

先端を切断している。293は残存長22 5cm、 294は全長20,6cmで ある。295～ 2971よ 両側辺に「V」

字状の切 り欠きをもつもので、黒崎分類の斎串Eに あたる。295は 片側 しか残存 しないが、 3

箇所の切 り欠きをもち、頭部は方形を呈する。残存長16 7cm。 296は左側辺に12箇所、右側辺

に 9箇所の切 り欠きを確認できる。切 り欠きの大きさにはばらつきがあるが、とりわけ上端の

それはひときわ大きく、なおかつ左右対称の位置にある。おそらく頭部との境になるのであろ

う。残存長15,9cm。 297は右側辺のみが遺存 してお り、 3箇所の切 り欠きが認められる。残存

長11.7cm。

琴 柱 (283・ 284)2点 出土している。283は 台形状を呈 し、下辺の両角を斜めに切 り落とす。

下辺中央には三角形の切 り込みを入れて双脚 とする。頂部には断面「V」 字状の弦承けを刻ん

でいる。最大幅3.Ocm、 高さ2 1cm、 厚さ0,3cmである。284は 上半部を欠損 しているが、三角

形状を呈 し、下辺の両角を斜めに切 り落とす。下辺には通有の袂 りが認められない。ただし、

側縁は丁寧に面取 りしているため未成品とは考えにくく、西楼SB18500出土例 (図版128110)

と同様に、下辺に狭 りがない事例とみなしてお く。最大幅4.3cm、 残存高1 2cm、 厚さ0 6cm

である。

� 服飾具・ 工具・農具 (図版 140。 141)

針  留 針 (287～291)287は頭部を鋲頭状 につ くりだす留針。断面は円形 を呈 し、現存長10.4cm

である。291は 全体 に扁平で、下端 を尖 らす形態の留針。全長16.7cm。 288～ 2901ま 断面方形
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4 木製品

あるいは円形の棒製品で、下端を尖 らす。290は 頭部を四角錐状に加工 している。いずれ も

留針の可能性がある。288・ 2891ま 小型で、それぞれ全長が8.4cmと 9.6cmで ある。290は 全長

14.lcmで ある。

横 櫛 (292)挽歯式の横櫛で、平面形は長方形である。肩部の形状は不明だが、脊の上縁は

非常にゆるやかな弧を描いている。脊の断面形は圭頭状を呈する。歯の切 り通し線は脊の上縁

に平行 して弧状をなす。歯の数は 3 cmあ たり25枚で、残存幅3.4cm、 高さ4,7cmである。

木 針 (298)厚 さ0.3cmの 薄い板状を呈 し、全長14.4cmで ある。上端付近に針孔が認められ、

全体を丁寧に削る。

墨刺 し (299)断面長方形の棒状を呈し、残存長17.8cm。 両側辺は割 り裂きのまま未調整であ

るが、表裏面は丁寧にケズリを施す。下端小日はまっす ぐ切 り落とし、 1面のみ面取 りのよう

に削 り落す。この小国の平坦部にのみ墨が付着 している。また、先端部付近には沈線が認めら

れる。本例は先端が尖つておらず、また切 り込みがないが、墨の付着を重視 して、墨刺 しと考

えてお く。

漆 箆 (300)厚 さ0 3cm、 幅1 3cmの 棒状品。全面にケズリを施 し、下端小日面には両面から

面取 り加工をおこなう。この小日面周辺に漆が付着 している。漆の付着量は決して多 くはない

が、漆塗布用の箆と理解 しておく。残存長10 0cm。

楔 (301～304)301は 断面隅九方形の棒状を呈する。縦方向にケズリを施 して角をなくし、先

端部は細 くやや尖らせる。上端には複数回ケズリを施すことで、頭部をかたちづ くる。全長

14 0cm。 302・ 303は 断面方形の角棒状を呈 し、先端付近を薄 く仕上げる。3021ま 全面割 り裂い

たままの状態で、3031ま ケズリを施す。302は全長14 4cm、 303は 全長20 2cmで ある。304は 断

面円形の棒状をなす。上端は折 り取った後に、小口面に面取 りを施して頭部をつくりだす。刃

部は 2面からケズリを加えることで細 く仕上げる。先端部は欠損 している。残存長18 8cm。

横 槌 (305)柄 の上半部は欠損 しているが、身は完存する。残存長18.6cm。 全体に縦方向に

ケズリを施 しており、柄の部分は細かく削ることによって断面円形に仕上げている。身の中央

部には凹みが認められ、敲打痕と考えられる。

� 食事具 (図版 142・ 143)

箸 (321～327)多数出土しており、そのうち完形の 7点を図示 した。321～ 326は調整による稜

線が残るものの、断面円形を志向している。324・ 3261ま一方を細 く仕上げることで、また322

は下端部を斜めに切 り落とすことで、元末の区別をしているようである。いっぽう、3271ま 断

面方形を呈 し、元末の区別はない。321が もっとも長い個体で全長21 4cm、 3271ま もっとも短

い個体で17 5cmで ある。

杓 子 (306～312)板材から製作された杓子と匙との区分は明確ではないが、ここでは『木器

集成図録 近畿古代篇』にしたがって法量によって区分 しておく。ただし、その根拠となるデー

タが提示されていないため、漠然とした大きさの違いによる分類にならざるを得ない。

307・ 308は 細長い身部をもち、その先端を半円形につ くる。また身部と柄の境目は明瞭であ

り、柄は長い。308は柄と身部いずれも面取 りを施すなど、丁寧に加工されている。307は残存

長21 0cm、 身部の長さ11.lcm、 3081ま 全長32.9cm、 身部の長さ17.Ocmと 、大きさは異なる。なお、

箆漆

子杓
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307・ 308と もに、柄よりも身部の方が薄 く仕上げられている。306は 先端部の形態は不明であ

るが、細長い身部をもつ。柄は大 く、柄 と身部の境 目は明瞭である。残存長23.8cm、 柄の厚

さ0,7cm、 身部の厚さ0 5cmで ある。309は太 くどっしりとした形態をしており、現在の「 しゃ

もじ」によく似る。身部は横幅が広 く、先端部は丸 く加工する。その加工は粗 く、加工痕を

明瞭にとどめる。身部の表裏面には細い刃物傷のような痕跡が多々認められる。身部と柄の境

界は明確であり、柄は大 く、全体的に面取 りをおこなうなど調整は丁寧である。全長20 6cm、

身部の長さ9 9cm、 柄の長さH.7cmで、厚 さは柄 と身部ともに0.5cmで ある。3101よ 下端が直

線を呈する羽子板状の身部をもつ。力部と柄の境 目ははつきりしている。全長20.3cm、 身部

の長さ6 8cm、 柄の長さ13.5cmで ある。身部の最大幅は3 3cmで、厚さは0 3cmと 柄よりも薄

くつ くられている。311・ 312は柄のみが残る。破片資料のため確証はもてないが、小型の杓子

としてお く。

匙 (313～317)5点 が認められる。3131ま 細長い身部をもつ。先端は欠損 しているが、おそら

くやや尖る形態と考えられる。身部と柄 との境は不明瞭であり、漸移的に幅を減 じて柄 となる。

残存長16.3cmで 、厚さは柄 と力部ともに0 3cmである。314・ 316は 下端が直線を呈する羽子

板状の身部をもつ。いずれも身部は0.2cmと 薄 くつくられており、314は 身部の幅1.9cm、 316

は2 4cmで ある。3141ま 断面方形で厚 さ0,7cmの 柄をもつ。3141ま 残存長17 8cm、 316は残存長

7.4cm。 315は 方形の身部をもつ。身部の長さは1.5cmで幅が2 2cmで ある。身部と柄 との境界

は明瞭である。残存長6 8cm。 317は 長楕円形の身部をもち、柄は非常に細い。柄は厚さ0.3cm

で、身部の厚さは0 2cmと 薄 く仕上げられている。加工は粗 く、身部を九 く仕上げる際の加工

痕が明瞭に残る。残存長7 5cm。

� 容 器 (図版 143～ 145)

考J物 (328～330)328は皿。破片資料であるため、全形は不明である。側面が分厚 く、内狽1の

李Jり 抜 き方も粗 く、全体的に粗雑な印象を与える。内面は腐食が激 しいが、外面には加工痕

がよく残る。底面は平坦に仕上げている。3291ま片口鉢であろうか。破片資料であるため全形

は不明であるが、現状では三日月形を呈する。三日月の中心部を深さ1.5cmほ ど李Jり 抜 く。三

日形の先端部から穿孔をあけ、今Uり 抜いた部分 と貫通させることで注目となっている。ただ

し、左半部が欠損 しているため、厳密には注回の数は不明といわざるを得ない。調整をみると、

外面は非常に丁寧に削っており、面取 りもおこなう。いっぽう、内面は到 り抜いた際の痕跡を

そのまま残 し、平滑に仕上げるなどの工夫が認められないため、やや粗雑に感 じる。330は平

底の容器の身。復原 した日縁部の直径は17 5cmで ある。内面には横方向のケズリが認められ、

外面では上半部は縦方向のケズリ、下半部には細かなケズリが施されている。口縁部の破断箇

所には、方孔が 2箇所あけられている。

漆 器 (331～334)331は蓋。破片資料であるが、内外面の黒漆面はよく遺存 している。直径

12 0cmで ある。口縁部内面の内寄 りに反 りをつける。中心部が欠損 しているため、頂部につ

まみがつ くかは不明である。タト面には段差をもち、中心部側を一段高 くして平坦に仕上げる。

332～ 334は漆器椀。いすれも小片のため、詳細は不明である。

容器蓋 (335。 336)印籠式の蓋。容器の身に嵌め込む部分は、段差をつけて高 く製作する。
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4 木製品

335はややいびつな横長の平面形で、長径7.Ocm、 短径54cmである。身に嵌め込む部分は平

面楕円形で、長径4 9cm、 短径4 3cm。 全体を丁寧に削 り、内面には段差をつくる際に生 じた

刃物傷が多 く認められる。蓋の高さは0 7cm。 3361よ半分が欠損 しているため正確な形態は不

明だが、外寸で横幅5 2cm、 内寸で横幅4.6cmである。全体に丁寧なケズリを施 しており、上

面はタト縁部が傾斜するように縁に沿うようなかたちでケズリを加える。蓋の高さは1.Ocm。 い

ずれも小型であることから、合子の蓋と考えられる。

338は 円形の板状を呈 し、外縁を斜めに切 り落とす。340は 直径14.Ocmの 円形板で、右半部

のみタト縁部を斜めに削る。

円形山物 (337339)底板を2点図示 した。337は側板 と底板を4箇所の樺皮紐で結合する。

部分的に狽1板 も遺存 しており、また底板上面には側板の圧痕が認められる。裏面には鋭利な刃

物による「 ×」状の刻線が認められる。復原径20.2cm。 3391よ 木釘で側板と底板を4本の木釘

で結合する。復原径11 3cmである。

折 敷 (341)341は折敷の底板。一辺0.3cmの 方孔が 2つ並んで確認される。また上面には外

縁に沿つて圧痕が認められることから、底板上に側板を載せて樺皮紐で結合 していたことがわ

かる。右端は弧状に切断されており、これは折敷として使用した後に何かに転用 したことを示

していよう。そこで裏面をみてみると、多数の刃物傷が認められることから、俎板に転用され

た可能性が考えられる。

栓 (318・ 319)と もに円柱状を呈する。318は長径3,7cm、 短径3 4cmで、高さ2 7cm。 3191よ

長径3 7cm、 短径3.5cmで、局さ3.Ocmで ある。

v その他 (図版 143・ 146・ 147)

糸 枠 (320)320は組み合せ式糸枠の枠木。残存長23 2cmで 、断面形はカマボコ形を呈する。

横木を結合するための円形の加孔が 2箇所にあり、直径1 0cm、 深さ1 3cmで貫通 しない。柄

孔の心々間距離は11 6cmである。端部から柄孔までの距離が等 しいならば、復原長は23 9cm

となる。柚子しから端部までを斜めに削 り、さらに端部付近を急角度で削り落している。

壽 木 (359～361)359は平たい棒状を呈 し、上下端を圭頭状に加工する。表裏面ともに丁寧に

ケズリを施す。全長17.Ocm、 厚さ0.3cmで ある。3601ま 断面蒲鉾形をなす棒製品である。上端

は一部欠損 しているが九 く仕上げ、下端は尖らす。裏面は割 り裂いたままの状態であるが、表

面および側面は丁寧に調整 している。現存長17.6cm。 361は 厚さ0,3cmの平たい棒製品で、割

り裂いたままで調整 していないようである。全長17 8cm。 このように形態はさまざまではあ

るが、いずれも壽木の可能性がある。

付 札 (342～358)17点 を図示 している。342・ 3431ま 長方形の板状 を呈 し、上端の両側辺 に

切 り込みを入れる。下端に向けて緩やかに幅を減 じていき、下端小日はまっす ぐ切 り落とす。

032型式。342は 全長19 5cm、 3431ま 全長19 3cmで ある。344・ 3451よ 長方形の板材で、上下両

端 ともに切 り込みを入れる。031型 式。3441よ 2片が接合するわけではないが、形態と木取 り

が類似 しており、なおかつ出土層位が同じであることから、同一個体と判断した。345は全長

16.6cmで ある。346～ 358は 一端を欠損 しているため全形が不明である。039型 式。349は焼け

焦げている。

合 子 の 蓋
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ミニチュア建築部材 (362・ 363)362は 巻斗のミニチュア。平面形は略正方形で、大 きさは3.2

～3 7cm× 38～3.9cmで 、高 さは2 9cm。 含みの加工は角の部分にやや粗 さが残 る。斗繰の加

工 もおこなわれてお り、外面は丁寧に調整 している。ただし、肘木と組み合わせるための大柄

穴がつ くられていないので、未成品と考えられる。なお、タト面には含みの下辺や斗尻の上辺な

ど各部位に沿うようなかたちで墨線が 3箇所に認められることから、正確な設計のもとに製作

築模 型  された建築模型 (雛形)であることがうかがえる。

363は 斗の未成品。半分が欠損 しているが、平面形は正方形であろう。一辺の長さは3 9cmで、

高さは2 8cmで ある。外面の調整は丁寧であるものの、含みや太柄穴は認められず、また斗繰

の加工も直線的で粗雑な印象を与えるため、未成品と判断できる。含みが製作されていないた

め、斗の種類を明らかにすることは難 しいが、362と 法量が一致することから、巻斗の可能性

が高いと考えられる。また、362と 同じく建築模型 (雛形)と 考えて支障はないであろう。

なお、平城宮・京ではこれまでに第一次大極殿院東楼SB7802(『 平城報告�』)、 内裏東方基幹

排水路SD2700、 東院園池SG5800(F平城報告�』)、 二条大路北側溝SD1250(『昭和56年度平城概報』)、

二条大路上の南濠状遺構SD5100(『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』)か ら斗の模型 (雛

形)が出土 している。

鑽 板  火鑽板 (364)残存長7 5cm、 幅2 0cm、 厚さ1 0cmの 板状を呈 し、両面合わせて 6箇所の火

蜜臼をもつ。火鑽臼の直径は0 6cm程度であり、貫通しているものと貫通 していないものとが

ある。

燃えさし (372)約 100点が出土している。372は全長22 5cmの九棒で、もっとも大 きい。下端

にのみ焼けた痕跡がある。上端付近には狭 りが認められるので、何らかの製品を燃えさしに転

用したことがわかる。そのほかの燃えさしには、一端のみに焼け焦げをもつ棒状品が多い。ま

た、372の ような明らかに転用品とわかるものは少なく、割 り裂いただけの粗雑な棒状品がほ

とんどである。

� 用 途不 明品 (図版 147・ 148)

365～ 367は小型の板状品である。367は 小さな円孔を2箇所にあけている。それぞれ何かを

模倣 した形代の可能性もあるが、詳細は不明である。3691よ 上端を仕回のように四角 く加工する。

下端に向かって徐々に厚さを減 じてい く。373は平面杏仁形を呈する。上面および側面ともに

丁寧にケズリを施している。全長12 1cm、 最大幅5 9cmである。

374は 断面方形の角材で、下端を削って突起状にする。上端小口面の 2辺には墨線が残る。

375は 断面方形をなし、下端を突起状に削 り出す。376は 直径0.7cmの 円孔を2箇所にもつ板材

で、377は 方形の杓孔をもつ。378に は断面方形の木釘孔が 3箇所で確認でき、いずれにも木釘

が遺存する。380は 幅4.5cm、 厚さ0.4cmの 板材に先端が尖つた突起をもつ。全長18.2cm。 379

は厚さ0.8cmの板材の片側小日を円弧状に切 り落として幅を減じ、反対の小口を斜めに切 り落

とす。その結果、中央部がもっとも幅広 くなる。 F木器集成図録 近畿古代篇』では、類似品

鳥   形  を鳥形としている。3791ま 上から順に頭部、胸部、尾部とみることもできるが、ここでは蔦形

の可能性も考慮しつつ、類例の増加を待ちたい。
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4 木製品

D その他の遺構および包含層出土の木製品 (図版149～ 153)

ここでは、前記以外の遺構・包含層から出土した木製品について述べる。

i 祭祀具 (図版 149)

斎 串 (381～389)9点 を図示 してお り、381～ 388は すべて黒崎直氏による分類の斎串A2で  斎   串

ある。すなわち、上端を一方向から斜めに切 り落とし、下端を尖 らす。387の み上端の先端部

を切 り落としている。また、386は 下端を一方向からの切断によって尖らす。389は 上半部を欠

損 しているが、斎串の下半部と判断した。

人 形 (391)細長い角棒状を呈 し、下端を方形状に幅広 くする。上端が折損 しているため確

定できないが、組合せ人形の脚部の可能性がある。

刀子形 (390)板状 を呈 し、上端 を左右から削ることによつて、切先 を表現する。残存長

20 7cm、 厚さ0 4cmである。

近 工具・服飾具 ほか (図版 149・ 150)

木 針 (392)全長14 0cmの扁平な棒状を呈 し、上端付近に方形の針孔をもつ。上端は波形に

加工し、下端は幅を減 じてやや尖らす。上端付近で厚さ0 5cm、 下端付近で厚さ0 2cmで ある。

壺金具 (398)円環状の頭部をもち、円環部の復原内径は直径0,9cmで ある。従来、環頭釘と 壺 金

呼称されていた。茎部は一回り細 く製作されており、断面方形である。頸部は面取 りを施して

いるため、断面が六角形を呈する。残存長8 3cm。

鉄製・銅製の重金具が多数出土しており (『平城報告Ⅸ』ほか)、 本例はそれらの「様」である

可能性がある。ただし、鉄製・銅製壼金具の多数は、茎部と頚部に段差はなく、頸部の面取 り

などもおこなわれていない簡素なものであることと比較すると、本例は丁寧に加工されている。

下 駄 (397)残存長21 0cm、 残存幅7.6cmの連歯下駄で、平面形は小判形となる。前壼およ

び後壼が一つ確認できる。前重は楕円形であるが、これは鼻緒擦れの痕跡であろう。前壼は左  鼻 緒 擦

右に偏らず中央に、後壼は後歯の内側に位置する。これらの位置関係から復原できる台の幅は

7 6cm程度である。歯の幅は台の幅に等しく、断面形は台形をなす。全体的に腐食が激しい。

� 食事具・容器 (図版 150。 151)

匙 (393・ 394)393は九い身部と細長い柄をもち、整った形態をしている。身部は表面をやや

内彎させ、裏面を削り九く仕上げる。柄には面取りをおこなう。全長23 6cm、 柄の厚さ0 5cm、

力部の厚さ0 3cmで ある。3941よ 下端部を欠損しているが、細長い身部をもつ匙であろう。柄

は上端を斜めに切り落とす。残存長20 3cm。

杓 子 (395'396)395は 下端部を九く仕上げる細長い身部と短い柄をもつ。完形品で、全長

29.2cmである。柄は厚さ0 9cmと 分厚く、身部は先端に向かって薄くつくられている。396は

羽子板状の力部をもつ杓子。ただし、身部の下端が斜めであるため、ややいびつな形状となる。

身部は肩部がはっきりしているため柄との境目は明瞭であり、さらに身部を表裏両面から削る

ことで柄よりも薄く仕上げている。残存長15.5cm。

目

れ
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軸 輯 挽 き

残   材

用途不明品

第Ⅳ章 遺 物

栓 (399)全長6 8cmの 円柱状を呈する。上半部は細かく縦方向に削ることで断面円形に仕上

げ、下半部はさらにケズリを加えることで、若千細 く仕上げる。下半部のケズリは幅広のため

断面が多角形となる。壼や瓶など容器の栓であろう。

容器蓋 (400～ 402・ 406・ 407)400～ 4021よ 円形板で、外縁部を斜めに削る。400・ 401は 片面

から削って端部を鋭角に仕上げ、402は両面からケズリを加える。402は復原径21 8cmで ある。

406・ 407は 同じく円形板であるが、タト縁部を斜めに切 り落とさない。曲物底板の可能性はある

が、側面に釘了しはなく、また樺皮綴の孔 も認められないことから、ここでは容器の蓋としてお

く。407は 直径24.lcmで ある。

円形曲物 (403～ 405)底板を3点 図示 した。403は 側板と底板を木釘で結合する。404・ 405は

残存部が少なく木釘孔をとどめないものの、底板上面に側板の圧痕が確認できないので、おそ

らく木釘で結合したと考えられる。復原径は403が 19.2cm、 404が14,4cm、 405が 17 6cmで ある。

� その他・用途不 明品 (図版 152・ 153)

付 札 (408～418)長 方形の板状を呈 し、一端に左右からの切 り込みをもつ。409'417は 下端

へ向かつて幅を減じていき、4171ま下端を尖らす。409は下端が欠損 しているが、残存部から判

断すると、同様に下端を尖らすのであろう。414は 下端小口を左右から斜めに切 り落とすことで、

尖らしている。これら3点は033型式に属する。410・ 412・ 416は下端を真一文字に切 り落とし

ており、032型式に属する。418は 上下両端に切 り込みをもつ031型 式である。408・ 411・ 413・

415は 他端を欠損 しており、全形が不明である。039型式。

転頓挽き残材 (421)直径4.5cm、 高さ6 4cmの 円柱状をなす。側面は粗いケズリを施 し、下

端周辺は強く削ることによって細 くすぼめている。上端小日面は嘘幅挽きし、中央部には直径

0.5cm、 高さ0 5cm程度の乳頭状小突起が残る。小突起の頂部は折 り取られたような痕跡をと

どめる。下端小口面は平坦で、槻櫨装着の圧痕跡や爪痕は確認できない。百万塔相輪部の製作

にともなう碗幅挽き残材の可能性が指摘されている。

燃えさし SD12965か ら27点、SD12966か ら2点、SK12969か ら10点 出土 している。いずれも

棒状を呈 し、一端に焼け焦げをもつものが多い。

用途不明品 (419,420・ 422～ 432)419は 長方形の板】犬を呈 し、下端に向かって厚 さを減 じる。

上面には多数の加工痕が残る。420は 外形が弧状をなし、外縁部を表裏両面から削って端部を

鋭角にする。容器の蓋としては分厚すぎ、つ くりも粗雑である。

422は 長径2 1cmの 円柱状で、下端を複数回斜めに削る。424は 角棒品で、下半部を上面およ

び左右の狽1面から削 り込む。下面は上から下まで同じ平面である。425は 全長13.2cmの板材で、

直径0,8cmの孔を2箇所にあける。426は厚さ1.Ocmの 板材で、上端に仕口あるいは方孔をもち、

下端は左右から削 り込んで先端を尖らす。427は 方形の孔をもつ板材である。428は断面方形の

軸部の上端に、幅広い平面長方形の部分をもつ。上端に近い軸部にはわずかに切 り込みがあり、

そこだけ若千幅が狭 くなっている。下端は折 り取つたような痕跡を残す。残存長26 2cm。 429

～432は棒製品であり、432は 下端を尖 らす。
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1) 黒崎 直1977「 斎串考」 (『古代研究』第10号

(財)元興寺仏教民俗資料研究所考古学研究

室)。

國下多美樹ほか1993「 長岡京跡左京第248次

(7 ANEIS-3地 区)～左京二条三坊三 。四町

(二条三坊一・二町)。 東二坊大路・二条条間

南小路 (二条第一路)交差点、鶏冠井遺跡～

発掘調査概要」『向日市埋蔵文化財調査報告

書』第37集  (財 )向 日市埋蔵文化財センター・

向日市教育委員会。

黒崎 直1998(奈良目立文化財研究所『トイ

レ遺構の総合的研究―発掘された古代・中世

トイレ遺構の検討 l平成 7年～ 9年度科学

研究費補助金 (基盤研究A)研究成果報告)。

金子裕之1980「古代の木製模造品」 (奈良国

立文化財研究所『研究論集Ⅵ』奈良国立文化

財研究所学報第38冊 )。

藤枝市教育委員会1981『 日本住宅公団藤枝地

区埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ』。

内山 昭1983『計算機歴史物語』岩波新書 (黄

版)233 岩波書店。

4 木製品

山中章・清水みき1981「 長岡京跡左京第51次

(7 ANESH-4地 区)～左京二条二坊六町～

発掘調査概要」 (『向日市埋蔵文化財調査報告

書第 7集」向日市教育委員会)。

金子裕之・肥塚隆保1995「 長岡京発見の琴形」

(奈良国立文化財研究所『奈良国立文化財研

究所年報1995』 )。

注 1を参照。

小池伸彦1989「木箱と文書」 (『木簡研究』第

11号 木簡学会)。

井上和人2007「物差」 (F歴 史考古学大辞典』

吉川弘文館)。

注 6を容照。

北條朝彦1998「古代の題箋軸一正倉院伝世品

と地方官衛関連遺跡出土品―」 (『古代中世史

料学研究』上巻 吉川弘文館 )。

注 1を 参照。

注 1を参照。

井上和人2001「木製小塔の製作残材―百万塔

製作工房の在処について一」 (奈良文化財研

究所『奈良文化財研究所紀要2001』 )。
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第Ⅳ章 遺 物

番号

11斎串

21斎串

31斎串

41斎串

引斎串

61斎串

71斎串

81斎串

91斎串

101斎串

11斎串

121斎串

131斎串

141斎串

151斎串

16斎串

171斎串

181斎串

191斎串

20斎串

211斎串

221斎串

231斎 串

241斎 串

251斎 串

261斎 串

271斎 串

28斎串

291斎 串

301斎 串

311斎串

32斎串

33斎串

341テ新串

351斎串

36斎串

371斎 串

381斎 串

391斎串

40斎串

411斎 串

421斎 串

43斎串

441斎 串

451斎串

461斎 串

47斎串

481斎 串

遺構・層位

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ ハーーう覚ヨ又

SB18500・ ハ六・PIITX

SB18500・ 口六〕友取

SB18500・ 口六J友取

SB18500・ ハ六抜取

SB18500・ イ四抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ 二四抜取

SB18500・ 二六抜取

SB18500・ イ五抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ イ四捗ざ陳

SB18500・ イ四勃浮陳

SB18500・ ハ六抜取

SB18500。 イ三二】ヒクト

SB18500・ イ四掘方

SB18500・ イ六掘方

SB18500・ イ三二抜取

SB18500・ ハ六抜取

SB18500・ 二六抜取

SB18500・ 二四抜取

SB18500・ 二五抜取

SB18500・ イニ抜取

SB18500・ イニ抜取

SB18500・ イ三二易ざ又

SB18500'イ 四抜取

SB18500・ イー抜取

SB18500'ハ 六抜取

SB18500・ イ四抜取

SB18500・ イ四抜取

SB18500・ ハ六抜取

SB18500'イ :三抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500'二 二抜取

SB18500・ ハ六抜取

SB18500'二 二抜取

SB18500'ハ ー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ 二三抜取

SB18500・ 二五抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500'ハ 六抜取

SB18500。 イ六掘方

SB18500・ 二四抜取

SB18500・ 二六抜取

SB18500・ ニー抜取

表 14 出土木製品一覧

次数 大地区 小地区

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

EE49

ED48

ED―

EC57

EC57

ED―

EB54

ED49

EE54

EE56

EB55

EE48

EE50

EB54

EA54

ED56

EB50

EB54

EA56

EB50

ED56

EE56

EE54

EE55

EB50

EB50

EB60

EB54

EA49

ED56

EA54

EA54

ED56

EA54

EE50

EE50

ED56

EB50

ED49

FE51

EE52

ED56

EE49

ED57

EB57

EE54

EE57

EE49

SX18512

SX18512
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番号 遺物名 遺構・層位

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ イニ抜取

SB18500・ イニ抜取

SB18500・ エー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500。 ハー功ざ挟

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ イニ抜取

SB18500・ イ三抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ イニ揚が又

SB18500・ 二四抜取

SB18500。 二二抜取

SB18500'ハ ー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500。 ハー1友取

SB18500。 ハー‐t友取

SB18500。 ハーーウ掟ヨ又

SB18500。 ハー抜取

SB18500。 ハー場が又

SB18500。 ハー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500。 ハー抜取

斎串

斎串

斎串

斎串

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

杓子

杓子

曲物底板

曲物底板

曲物蓋板

折敷底板

曲物底板

折敷底板

簿木

簿木

簿木

等木

籍木

簿木

簿木

簿木

籍木

簿木

簿木

6ABR
6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR
6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

EE50

ED49

EB50

ED50

EE49

ED49

EE49

EE48

EE48

EE49

EE51

EE49

EE49

ED49

ED49

EE49

ED49

EE49

EA50

EA50

ED49

EE51

EE49

EE49

EE49

EE49

EE49

EE49

EE48

EE49

EE51

ED49

EB50

EE53

EE51

ED49

EE49

ED49

ED49

ED49

ED49

ED49

ED49

ED49

EE49

ED49

ED49

ED49

4 本製品

次数 大地区 小地区

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３３７

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３３

３３

３３

３３

３３

３３

３３

３３

３３

３３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

焼け焦げ

ベンガラ付着

柿渋塗付

2′,



第Ⅳ章 遺 物

番号 遺物名 遺構・層位 次数 大地区 小地区

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

2′孝

壽木

壽木

壽木

壽木

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

琴柱

糸枠

不明

算木

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

木錘

木錘

樺巻き棒

刀子形

刀子形

刀形

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

ED49

ED49

ED49

ED48

E049

EA56

EB54

EB54

EA55

E049

ED49

EB55

EA56

EA50

EE49

EA56

EE51

ED49

EA57

EE49

EE48

EA54

EE49

ED49

EE55

EE51

EE52

EB55

ED49

EB52

EA50

EA48

ED49

EE49

ED49

EE53

EE48

EA57

ED56

EA54

EE49

EB52

EE51

ED56

EB52

EE53

EE51

EE51

切断痕

切断痕

切断痕

SB18500・ ハー‐↓友取

SB18500・ ハー́抜取

SB18500。 ハー抜取

SB18500。 ハー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ イ五楊ざ叉

SB18500・ イ四影手屎

SB18500・ イ四彬づヌ

SB18500。 イIL蒻ぎ狭

SB18500。 ハー抜I皮

SB18500。 ハー抜取

SB18500・ イIL抜取

SB18500。 イIL易群又

SB18500・ イ三二抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ イ六抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500。 ハーt友取

SB18500・ イ六抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ イ四抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ハー蒻ぎ狭

SB18500。 工五↓友取

SB18500。 二二抜取

SB18500・ 二三抜取

SB18500・ イ三二抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500。 イE三功ざ叉

SB18500・ イ三二抜取

SB18500・ イー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500。 ハー抜取

SB18500。 二 ,町抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500。 イ六抜取

SB18500・ ハ六抜取

SB18500。 イ四掘方

SB18500・ ニー蒻ざ叉

SB18500・ イ三掘方

SB18500・ 二二抜取

SB18500。 ハ六抜取

SB18500・ イ三三抜取

SB18500・ 二四抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ 二二抜取

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

387

337

337

387

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337



番号 遺構・層位 次数 大地区 小地区

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

337

315

28

316

28

28

315

28

316

28

315

切断痕

158と「司――イ固布本か

156と「司―一イ固子ヽか

ベンガラ付着

コウヤマキ

ヒノキ

177と 同一個体か

切断痕

サカキ、切断痕

サカキ

サカキ、切断痕

ツタヾキ

サカキ

4 木製品

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

馬形

鳥形

人形

鏃形

刀形

刀形

刀子形

斎串

百万塔

琴柱

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ABR

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

EE51

EE49

EE49

EE53

EE53

EA49

EE49

EE49

ED49

ED48

EA50

EB51

EE49

EB50

EE48

EE52

ED49

EC57

ED49

ED49

EA51

ED49

EE49

EE55

EA49

EA54

EF55

EA57

EE53

EB50

EE54

EC49

EC49

EE51

EE51

EA49

EA49

EA49

LS18-2

FC22

NH18

FM22

FA/122

LS18-5

FG22

N118

FE22

LS18-3

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500'ニ ー抜取

SB18500・ 二四抜取

SB18500・ 二四抜取

SB18500。 イー勃ざ叉

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500・ イ三二抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ イニ抜取

SB18500・ ニー抜取

SB18500・ 二三抜取

SB18500・ ハー抜取

SB18500・ 口六」友取

SB18500・ ハー功がヌ

SB18500。 ハー抜取

SB18500・ イ三二楊づヌ

SB18500。 ハー抜取

SB18500。 ニー抜取

SB18500・ 二五掘方

SB18500・ イー抜取

SB18500・ イ四抜取

SB18500・ 二五抜取

SB18500。 イ六抜取

SB18500。 二四抜取

SB18500・ イ三二抜取

SB18500・ 二四抜取

SB18500・ ロー抜取

SB18500・ ロー抜取

SB18500・ 二二抜取

SB18500'二 二抜取

SB18500・ イー抜取

SB18500・ イーー楊ぎ挟

SB18500・ イー抜取

SD3825C

SD3825A

SD3825C

SD3825A

SD3825A

SD3825C

SD3825BorC

SD3825A

SD3825

SD3825B

2′ 5



第Ⅳ章 遺 物

番号 遺物名

1931琴形

1941彫子

1951糸 枠

1961箱

1971箱

1981箱

1991物差

2001算木

2011工具の柄

2021工具の柄

2031錐の柄

2041刷毛の柄

2051箆

206工具の柄

207木針

208木針 ?

2091刀く,十

210木針

2111留針

2121留針

2131モ雪

'十2141留針

2151留針

2161モ雪今十

2171るg,十

2181横櫛

2191横櫛

220方頭大刀

221杓子

2221箸

223箸

2241槍扇

2251杓子

2261漆器の蓋つまみ

2271漆器椀

2281容器蓋

2291容器蓋

230曲物底板

231曲物底板

2321曲 物底板

2331由 物底板

2341由物底板

2351曲物底板

2361曲物底板

2371曲物底板

238曲物底板

2391曲物底板

2401折敷底板

遺構・層位 次数 大地区 小地区

SD3825C

SD3825C

SD3825C

SD3825A

SD3825C

SD3825C

SD3825C

SD3825A?

SD3825C

SD3825BorC

SD3825C

SD3825A

SD3825BorC

SD3825B

SD3825C

SD3825A

SD3825B

SD3825A

SD3825BorC

SD3825BorC

SD3825

SD3825A

SD3825B

SD3825

SD3825A

SD3825A

SD3825

SD3825A

SD3825C

SD3825B

SD3825C

SD3825BorC

SD3825A

SD3825B

SD3825BorC

SD3825B

SD3825C

SD3825C

SD3825BorC

SD3825A

SD3825A

SD3825A

SD3825B

SD3825C

SD3825C

SD3825C

SD3825B

SD3825

6ACD

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACD

6ACD

6ACD

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACC

6ACD

6ACC

6ACD

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACD

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

6ACD

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

LR18‐ 1

NH18

NG18

LQ18

LR18-5

LQ18 4

LQ18 2

LQ18

FW122

NG18

LT18‐ 4

LS18ワ

FE22

LT18-3

A‐」18

LR18-3

LS182

FN22

FG22

FG22

Nユ8

F022

LS18-3

F022

FC22

NC49

NC49

F�122

LS18-1

LS18-1

LR18-2

FG22

NH18

LQ18-3

FL22

LSl}3

N118

LS18-5

FG22

N118

Nユ8

FG22

LQ18-3

NG18

NG18

NH18

LR18-6

FK22

315

316

316

315

315

315

315

315

316

28

315

315

28

315

316

315

315

28

28

28

316

28

315

28

28

28

28

28

315

315

315

28

316

315

28

315

316

315

28

316

316

28

315

316

316

316

315

28

墨書

墨線

黒漆塗 り

黒漆塗り

黒漆塗 り

黒漆塗り

2′び
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番号 遺物名

2411折敷底板

24214∫オし

2431付札

2441付札

2451+↓木し

2461+↓本と

2471イ寸オし

2481付札

斃9付札

2501イ寸オし

251付札

2521イ↓オし

2531付札

25414∫本し

2551+↓オし

2561不 明

257題箋軸

2581不 明

2591工具の柄 ?

2601工具の柄 ?

2611不明

2621不明

2631不明

2641不明

265不 明

266不明

267不 明

2681不明

2691不明

2701不明

2711不明

2721不明

2731コドリ]

2741不明

275不 明

276不 明

2771不 明

278不 明

279斎 串 ?

280不 明

2811不明

2821馬形

2831琴柱

2841琴柱未製品

2851鳥形

2861組合せ人形

2871留針

遺構・層位

SD3825C

SD3825A

SD3825C

SD3825B

SD3825B

SD3825A

SD3825C

SD3825A

SD3825C

SD3825

SD3825BorC

SD3825BorC

SD3825BorC

SD3825B

SD3825C

SD3825BorC

SD3825A

SD3825C

SD3825A

SD3825B

SD3825A

SD3825A

SD3825A

SD3825A

SD3825A

SD3825C

SD3825

SD3825BorC

SD3825BorC

SD3825

SD3825

SD3825A?

SD3825BorC

SD3825C

SD3825B

SD3825B

SD3825B

SD3825A

SD3825BorC

SD3825C

SD3825B

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

次数 大地区 小地区

315

28

316

315

315

28

315

28

316

28

28

28

28

315

315

28

28

316

28

315

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

315

28

316

315

315

315

28

28

315

315

177

177

316

316

177

177

177

黒漆付着

茶褐木屑層、墨書

茶褐粘質土

木屑層

木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

6ACD

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACD

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACD

6ACC

6ACC

6ACD

6ACD

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

LR18

F�[22

NG18

LR18‐4

LSl&1

FN22

LSlμ2

FE22

NH18

FF22

FM22

Ftt122

F」22

LS18-1

LT18-3

FA/122

FM22

NG18

Fヽア【22

LR18‐ 1

FM22

FH22

FN22

FN22

FH22

FF22

FF22

FG22

FG22

FE22

FE22

LT18

Fヽ122

NG18

LR18 3

LS18-3

LS18-1

FH22

F022

LT17 7

LT18-1

DN28

Dふ正28

NGll

NK20

DN28

DN27

DN27

4 木製品

2881留針

2′ 7



第Ⅳ章 遺 物

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

316

177

177

177

177

177

316

177

316

177

177

177

177

177

177

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

Dふ7128

DふンT27

DN28

Dlv127

DN27

DN27

DL28

DN28

Dい7127

DN28

DN27

DN27

ZZ

DN27

N28

DN28

DN27

DN28

DN28

DN27

DN28

DA/127

DN28

DA/127

DN28

DN28

DN27

DN28

D慟128

DN27

DN27

DN28

DN27

NG■

Dふ7[28

DN27

Dlv128

DⅢア128

Dふ7128

NG12

DN27

NG12

Dふ7[27

DN27

DN28

DN27

DN27

DN27

留針

留針

留針

横櫛

斎串

斎串

斎串

斎串

斎串

木針

墨刺 し

漆箆

楔

楔

楔

楔

横槌

杓子

杓子

杓子

杓子

杓子

杓子

狗子

匙

匙

匙

匙

匙

栓

栓

糸枠粋木

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

到物皿

今」物片口鉢

今J物椀

漆器蓋

漆器椀

漆器椀

漆器椀

容器蓋

容器蓋

遺構・層位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

夫極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

茶褐粘質土

茶褐粘質土

茶掲粘質土

茶掲粘質土、黒漆

茶褐木屑層

茶褐木屑層

暗茶褐粘質土

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

灰褐粘質土、墨

茶掲木屑層、黒漆

不明

炭層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶掲粘質土

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶掲木屑層

木屑層

茶褐粘質土

茶褐木屑層

茶褐粘質土

茶褐木屑層

茶褐木屑層

木屑層

茶褐木屑層

暗褐灰粘土

茶褐木屑層、黒漆

茶褐木屑層、黒漆

茶褐木屑層、黒漆

茶褐木屑層、黒漆

茶褐木屑層

茶褐木屑層
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337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

曲物底板

蓋

曲物底板

曲物底板

折敷底板

付札

付札

付札

付札

付札

付札

イ寸札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

壽木

壽木

壽木

巻半雛型

巻斗雛型

火鑽板

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

燃えさし

不明

不明

不明

不明

不明

不明

鳥形 ?

鳥形 ?

斎串

斎串

斎串

斎串

遺構・層位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地土下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

177

92

92

92

92

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

DN28

Dふ7128

DN27

Dふ7128

DM27

DN28

DM28

DN27

Drッ127

DN28

DA/128

DN27

Dふ7128

DN28

DN27

DN27

DN27

DN27

DN27

DN27

DA/127

DN28

DN27

DN27

DN28

DN27

DN28

DM27

ZZ

DN27

Dふ7128

DN28

DA/127

Dh/127

DN28

D」v127

DL27

DN28

Dいア127

DN27

DN28

Dふア127

D卜128

SN27

DP22

DP25

DP22

DP22

4 木製品

茶褐木屑層

茶褐粘質土

茶褐木屑層

炭層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

炭層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶掲粘質上、焦げ

茶褐木屑層

炭層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐木屑層、墨線

茶褐粘質土、焦げ

不明

茶褐木屑層

炭層

茶掲木屑層

茶褐粘質土

茶褐粘質土

茶褐木屑層

茶褐粘質上、焦げ

暗茶褐粘質土

茶褐木屑層、墨線

茶褐粘質土

茶褐木屑層

茶褐木屑層

茶褐粘質土

茶褐木屑層

茶褐木屑層

SG8190の可能性あ り

SG8190の可能性あ り

SG8190の 可能性あ り

SG8190の 可能性あり
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番号 遺物名 遺構・層位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

東西溝 SD12968

大柾殿院西辺整地土下位

東西溝 SD3839

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

土坑 SK3821

」ニウt SK3833

大極殿院西辺整地上下位

包含層

東西溝 SD12965

東西溝 SD12966A

東西溝 SD12968

包含層

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

土坑 SK12969

土坑 SK3821

土坑 SK12969

土坑 SK12969

東西溝 SD12965

大極殿院西辺整地上下位

土坑 SK12969

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

包含層

土坑 SK12969

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

土坑 SK3833

包含層

南北溝 SD18220

大極殿院西辺整地上下位

土坑 SK3821

包含層

包含層

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

大極殿院西辺整地上下位

東西構 3839

東西溝 3839

切ミZ耳澪手3839

土坑 SK3833

備 考

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SD3825の 可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

SG8190の可能性あり

次数 大地区

92

92

92

177

92

28

92

92

92

28

28

92

28

316

177

177

316

92

92

92

177

28

177

177

316

92

177

92

92

316

177

92

92

92

28

28

315

92

28

316

316

92

92

92

28

28

28

28

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

22θ

斎串

斎串

斎串

斎串

斎串 ?

刀子形

組合せ人形

木針

匙

匙

杓子

杓子

下駄

壼金具の様

栓

容器蓋

容器蓋

容器蓋

曲物底板

曲物底板

曲物底板

曲物底板

容器蓋

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

付札

不明

不明

嘘櫨挽 き残期

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

6ACC

DP20

D022

DP22

DN27

DP22

FF35

DP25

DP22

DP25

FG22

FF27

DN22

FK21

N120

Dトア128

DN28

NH23

DP25

D020

DP22

DN28

FF23

DN28

DN28

NJ20

DP25

DN27

DP22

DP22

NK18

DN28

DP25

DP22

DP25

FF27

FG22

LR22

DP22

FG22

NL17

N013

DP22

DP22

DP22

FF37

FF37

FF37

FF28



5 金属製品・石製品・銭貨

5 金属製品・石製品・銭貨

A 金属製品 (図版154・ 155)

鋼製品 (図版154)

人 形  l。 ほぼ完形で、全長11 9cm、 幅0 6cmで ある。厚さ0 2mmの 薄い銅板を細長 く裁断し

て製作 している。上端から1,9cmと 6.6cmの 2箇所のそれぞれ両側縁に、「V」 字形の切 り込み

を入れて頭部・胴部・脚部を表現する。また、下端にも同様の切 り込みを入れることによっ

て足を表現 している。これらの切 り込みには、「V」 字の片側の切断痕が表裏両面に強 く残る。

つまり藝で切 り込みを入れたのではなく、鋏などの鉄製工具によって切断している。なお、顔

の表現はない。第28次調査のSD3825A出土。無腕式に属する。

笠 幹 2。 舟形でわずかに反りをもつ。一部に鍍金が残る。

� 鉄製 品 (図版 154・ 155)

扉軸受金具  3。 円筒状を呈する鋳造品。上端へ向かってやや直径が狭まるようである。外面

には縦位の突帯が認められ、その横には円形の小子しがあけられている。下端の復原径は、内法

で9.8cmで ある。第316次調査のN122地区出土。

当資料の類例は、本例を含めて、平城宮・京で 8例が確認されている (表 15、 図92)。 いずれ

も円筒状を呈 し、縦位の突帯を有する。完形品がないため、この突帯の数は不明であるが、図

92-8の ように残存率 2分の 1程度で突帯が 1箇所 しか認められないこと、円筒形という対称

的な形状を考慮すると、突帯が対称の位置に 2箇所あるとする復原が妥当であろう。また、内

法で直径を計測すると (表 15)、 いずれも破片資料であるため復原値ではあるが、上端が7.9～

9 7cm、 下端が83～9,8cmで ある。ほとんどの資料では上端の直径の方がわずかに小さくなっ

ている。高さは、5.2～6.lcmの範囲内におさまる。

従来、明確な根拠が示されないまま、車軸受金具と想定されてきたが (奈文研1974)、 その後、

扉の軸孔を補強する扉軸受金具の可能性も新たに指摘されていた。近年では、扉板・閾・唐居

内法径 (cm)
高さ (cm) 厚さ (cm)

銅 製 人 形

扉軸受金具

側

”

腑

粥

開

側

％

躍

一

一

駆

評

７９

刺

罷

箭

９２

盟

一

一

Ｓ Ｄ ９２０

Ｓ Ｄ６５０

　

Ｓ Ｄ ６５０

輯

Ｓ Ｄ ６５０

３２

７４

３３

‐６

４９

５７

５７

５７

３７

５７

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

SD4951

東西大溝

溝 2砂

灰褐砂

灰色粘土

褐灰砂質土

溝砂

溝粗砂

溝 2砂

溝 1砂

08～ 09
07-10
08´-09

07
08～ 10

06´-09
07- 08
06～ 11

05
06

52
58
54
54+
57
55

61

59
71+
48+

表 15 平城宮・京出土の扉軸受金具一覧

(番号は図 92に対応)
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5 金属製品・石製品・銭貨

敷といった建築部材の出土事例や中国・韓国における建築部材 との共伴事例などから、扉軸受

金具の可能性が高いとされている。

そうであれば、 3に認められる縦位の突帯は、金具が回転 しないように固定を補強する機能

をもつとも考えられる。ただし、出土 した閾や唐居敷には円形の軸孔が存在することから、縦

位の突帯をもたない個体 も確実に存在 していただろう。金具の直径 (内径)は最大径が 9 cm前

後となるが、藤原京から出土 した扉板軸や闘の軸孔の直径と比較 して、この数値は大きい。す

なわち、このことは扉板の軸の直径に差異があることを示 してお り、扉の大きさの違いを反映

している可能性がある。さらにいえば、この差異が時期もしくは都城内の位置に起因している

かもしれない。なお、すでに指摘されているように、闘や唐居敷に嵌め込む機能を想定すれば、

直径の大きな方が上にあたると考えるのが妥当であろう。

また、図92-9・ 10の ような資料 も一括 して、同様の金具とされることもあった。 しかしな

がら、図92-9・ 10は板状を呈 していること、突帯が表裏両面に認められることなど、いずれ

の機能を想定するにせよ、上述の遺物との差異は大きい。

服飾具・調度具 4は鉄製帝留金具の裏板。 5は鉄製の引き手金具。

釘 。鋲 6は青銅飾付 き鉄釘。半球形の後頭金物と8mm角 の鋳鉄の足をつける。 7は 1.2cm

角の脚部に2.2cm角の頭部をもつ同一規格の釘が 8本東状に固着 したもの。 8は円頭鉄釘。 9

～12は折頭鉄釘。13～18は方頭釘。19は鉄釘の脚部。20～21は鉄鋲。

B 鍛冶・鋳造関連土製品 (図版 156・ 157)

輔羽口 (1～ 11)は 出土点数が少なく、また明確な遺構にともなう例も少ないが、炉覆 (12

～18)と 対摘 (19)が平安時代の炉SX14207か ら出土している (詳細はp98を参照)。

輪羽口 13点出土しており、そのうち12点 を図化 した (1～ 11)。 包含層からの出土品も含まれ

ており、なおかつ出土地点も異なるので帰属時期の特定は難しく、一律に扱うことはできない

が、ここではいくつかの特徴や製作技法を確認する (図 93)。 外形の判明する個体は、すべて

直線的で先端部に向かつて幾分細 くなる円筒形を呈する。通風孔の内面は一様に平滑で、その

直径は2.4～3.3cmで あ り1個体内での変化はほとんどない。 くわえて、11の 内面に長軸方向

の擦痕が認められることや内

面に粘土の接合痕がみられな

いことから、芯棒に粘土を巻

きつけて製作 したのではなく、

むしろ粘土塊を棒で刺 し貫い

て通風子とをあけたようにも観

察される。外面調整は長軸方

向にナデをおこない平滑に仕

上げる個体 (10)、 長軸方向

にナデをおこなうが稜線を残

す個体 (11)、 長軸方向に細

い条線をもつ個体 (8)があ

羽 口

製 作 技

の

法

図93 輔羽口・炉覆の細部写真
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る。 8の痕跡は、費状に細い棒を連ねたもので、外表を包んだ際に生 じたものと理解されてい

る (『藤原宮報告Ⅳ』)。 11の 外面には布圧痕が認められ、作業台の上に布を敷いていたと考えら

れる。また、被熱の範囲から装着角度が推定できる。

胎土には砂粒を多く含み、スサを混入する個体 (2・ 4～ 6・ 11)と 含まない個体 (1・ 3・ 7・

～10)と がある。なお、先端部に付着 している鉱津はすべて鉄淳のようである。

出土地点と層位は、1が第315次調査のIQ22地区南北溝、2が第315次調査のLR17地区包含層、

3が第177次調査のDM28地 区包含層、 4が第177次調査のDN27地区炭層、 5が第295次調査の

IG66地 区包含層、 6が第295次調査のIG67地 区包含層、 7・ 8が第316次調査のNG20地 区包含層、

9が第177次調査のDN27地 区茶褐色木屑層、10が第177次調査DN28区茶褐色粘質土、11が316

次調査のNL18地 区包含層である。

炉 覆 第217次調査・HH62地区の炉SX14207か ら出土 してお り、図化可能な破片は 7点であ

る (12～ 18)。 いずれもスサ混 じりの胎土で、内外面ともにナデ調整が認められる。破片である

ため外形を復原することは困難であるが、円筒状の本体に板状部が取 り付 くようである。この

板状部が被熱していることから、炉内の熱を進蔽する炉覆のような構造物と推測できよう。な

お、製作時の痕跡として、16に は布圧痕が認められる (図 93)。

対 蝸 19は、QH62地 区 (第 217次 調査)の 炉SX14207か ら出土。残存率 4分 の 1程 度の破片

で、直径15 9cmに復原できる。注目の有無は不明であるが、外形は椀形を呈し底は平らである。

器壁は底部が1 2cmと 薄 く、日縁部付近は2 3cmと かなり厚い。胎土はスサ混 じりで、砂粒 を

多 く含む。内面には薄 く鉄津が付着し、口縁部ではそれが一部外面にまでおよんでいる。

鉄 洋 20は、 6 ACC地区のNK18地区から出土 した椀形鉄津。 2分の 1程度が残存 してお り、

長軸径10cm・ 短軸径 8 cmの楕円形に復原できる。底部が平坦な椀形を呈する。一部に木炭が

付着 している。このほか、炉SX14207の周辺からもごく少量出土している。

C 石製品 (図版 158)

確実に奈良時代のものといえる石製品は用途不明の2点 (7 8)だ けである。砥石は包含

層から出土したものが多く、時期比定が困難である。打製石鏃 (図94-1～ 3)は 4電文～弥生時

代に属する資料であろう。

砥 石  1～ 6。 1は泥岩製。第217次調査の包

含層出土。 2は流紋岩製。第295次調査IG66地

区の南北溝出土。 3は流紋岩製。第315次調査

LT18地 区のSD3825 C出 土。 4は平面長方形で、

板状 を呈する。小日面には線状痕が認められ

る。泥岩製。第92次調査のDP22地 区の西辺整

地上下位 もしくは佐紀池SG8190出土。 5は 断

面方形の棒状をなす。黒母雲片岩製。第92次調

査・DP24地 区の西辺整地上下位 もしくは佐紀

池SG8190出 土。 6は流紋岩製。第295次調査の

Ⅲ期バラス出土。
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5 金属製品・石製品・銭貨

不明石製品 7お よび 8は平滑な面をもつが、用途不明の石製品。いずれも西楼SB18500の掘

立柱抜取穴に打ち割 られて捨て込 まれていた。 7は流紋岩製。第337次調査 ・EC49地 区の柱抜

取穴ロー出土。 8は安山岩製。EB49地 区の抜取穴ロー出土。

楔形石器 図944。 ほぼ矩形の器形 をみせ、両端に潰れ痕 をとどめている。サヌカイ ト製。

第295次調査のI051地 区橙色粘土出土。

打製石鏃 図94の 1～ 3。 いずれ もサヌカイ ト製の打製石鏃。 1は 凹基式。第217次調査・

HPll地 区東西溝 1出土。2は石鏃の先端部。第337次調査。EC55地区の整地土出土。3は凸基式。

第296次調査 ,DE77地 区の黄緑色土出土。縄文時代～弥生時代に属するものであろう。

D 銭 貨 (図版 159)

銭貨は合計20点 出土した (表 16)。 このうち、奈良時代のものは和同開亦Al点 と神功開賓 和同開弥

Fl点のみである。ともにSD3825か ら出土 した。それ以外は中・近世のものである。     神 功 開 賓

自重 外縁外径 1外縁内径 1内郭外径 1内郭内径重

Ｗ G(mm)IN(mm)1宣 (mm)ln(mm)
外縁厚
T(mm)

文字面厚

t(mm)
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

244

302

339

377

235

307

348

177

143

310

204

243

339

155

176

224

203

170

153

140

和同開弥

神功開賓

祥符元賓

元祐通賓

景祐元賓

皇宋通賓

熙寧元賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

元豊通賓

聖宋元賓

宣和通賓

永楽通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

寛永通賓

不明銭

24645

24875

25300

23980

24450

24035

24425

23540

23015

24250

24135

25480

25070

24125

24640

23280

24380

20785

19210

18090

19135

17700

19950

18115

18060

19260

19465

20250

19000

19135

19210

18125

19100

7700

7690

7180

8805

7190

7840

8365

7630

6690

6860

7370

7005

7530

7325

6780

6570

6150

5550

6180

6090

6015

6950

6265

6445

6210

5880

5220

5645

5480

5695

6075

5490

1180

2013

1395

1375

1408

1035

1603

1210

1460

1408

1180

1253

1285

1420

1260

1105

1130

1238

1188

1300

0445

1013

0980

1215

0995

0988

0890

0760

1103

0683

1218

1045

0840

0447

0638

0813

0940

0738

0705

1250

※銭貨の各部測点については下のとおりである。

外縁外径 G=建ザ
型 ,外縁内径N=騨 ,

内郭外径g=理
才
壺 ,内郭内径n=理す

壺
,

外縁厚 T=AttB+CttD,文 字面厚 t=甲

空欄 :破損のため計測不能

1)臼杵 勲1997「 金属製人形について」 (奈

良国立文化財研究所『平城京左京七条一坊

十五・十六坪発掘調査報告』)。

2)山田隆文編2010『奈良時代の匠たち一大寺建

立の考古学―』奈良県立橿原考古学研究所附

属博物館。

3)注 2を参照。

表 16 第一次大極殿院地区出土銭貨一覧
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第Ⅳ章 遺 物

6 植物遺体

植物遺体は、西楼SB18500と 基幹排水路SD3825か ら多 く出土 した (表 17)。

SB18500柱 抜取穴出上の植物遺体のうちでは、点数が多いのはクリの果皮 (20点 )、 ウリ類の

種子 (53点 )、 カキノキの種子 (13点 )、 ヒョウタン類の果皮 (99点 )、 ウメ核 (28点 )、 モモ核 (25

点)である。これ以外の可食種子にはオニグルミ核、ヒメグルミ核、チョウセンゴヨウの種子、

食 物 残 滓  ナツメ核などがあり、いずれも食物残淳とみられる。SD3825で は、可食種子としてクリ堅果、

ウリ類、ウメ核、モモ核、スモモ核、カキノキ種子、オニグルミ核などが出土しており、とく

にウリ類の種子が多い。これらもやはり食物残淳であろう。一方、奈良時代における周辺の植

生を反映する種実類としては、カシの果皮および堅果などや、マツなどが出土している。

表 17 第一次大ITR殿院地区出土植物遺体一覧

遺構番号

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500
SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500
SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

SB18500

22び

モミ属
ゴキヅル

ノブ ドウ

ムクノキ

トウガン

クリ

スイカ

アオツプラフジ

ハラ/バ ミ
ハラ/バ ミ

ウリ類

カキノキ

ブナ科
モチノキ属

モチノキ属

オニグルミ

ヒメグルミ

ヒョウタン類

ヒョウタン類

センダン

ヤマモモ

イネ

チョウセンゴヨウ

マツ属複維管束亜属
マツ属複維管東亜属
マツ属複維管束亜属

タデ属サナエタデ節

ウメ

モモ

スモモ

サクラ属サクラ節

ナシ

コナラ属

クヌギ

イテイガシ

アラカシ

ヨナラ属アカガシ亜属

キンポウゲ科

カラスザンショウ

サンショウ

ナツメ

ムクノキ

雄花

種子

種子

核

種子

果皮

種子

果皮

果皮

堅果

種子

種子

果皮

果実

種子

核

核

果皮

種子

核

核

穎

種子

雄花

鱗片

毬果

果実

核

核

核

核

種子

果皮

幼果

堅果

果皮

効果

果実

種子

種子

核

核

1

1

7

1

3

20

1

2

1

2

53

13

1

2

2

5

4

99

1

1

3

1

1

2

1

4

1

28

25

2

3

3

2

1

1

1

2

2

1

3

2

1

SB18500
SB18500
SB18500
SB18500
SB18500
SB18500
SB18500
SD3825A
SD3825A
SD3825A
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825B
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C
SD3825C

クリ

シイ属

ウリ類

オニグルミ

センダン

ウメ

モモ

ウリ類
ヒョウタン類

ナシ

ツブラジイ

ウリ類

ブナ科

センダン

センダン

マツ属複維管束亜属

ウメ

モモ

スモモ

ナシ

コナラ属

イチイガシ

アラカシ

ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属コナラ亜属

キカラスウリ

ガマズミ属
ハシバミ

ウリ類

カキノキ

オニグルミ

センダン

センダン

マツ属複維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属複維管束亜属

モモ

モモ

アラカシ

コナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属

堅果

堅果

種子

核

種子

核

核

種子

果皮

種子

果皮

種子

果皮

種子

核

毬果

核

核

核

種子

果皮

堅果

堅果

果皮

幼果

種子

核

堅果

種子

種子

核

種子

核

鱗片

毬果

毬果

核

核

堅果

果皮

殻斗

1

2

8

3

1

2

1

10

2

2

4

10

4

2

12

1

2

1

2

2

2

1

3

5

1

1

2

1

11

1

3

8

5

2

3

1

4

3

1

1

5



7木 樋

I期の築地回廊基壇に埋設されている木樋は、東面回廊で検出した24本についてすでに F平

城報告�』で報告 しており、掘立柱塀の柱を転用 し、内部を李Jり 抜いて木樋 としていたことが

判明している。今回の報告対象範囲では、西面回廊中央部と西南隅部 (第 192・ 296次調査)で東

面回廊にほぼ対応する位置で同様の木樋を確認した。

木樋を確認 した遺構は、SD17960、 SD17961B、 SD17962、 SD17962B、 SD17963Bで、検出

した木樋は合計12本である (表 18)。 樹種はすべてコウヤマキである。そのうち3本は取 り上

げず現地で保存 した。ここでは、調査区の外側まで延長 していた2本 (5'10)と 、取 り上げ

たが保存状態の悪い 1本 (2)を 除いた 9本について報告する。

木樋は、断面形状が九形のものと角形のものがある。角形の木樋は、SD17960出 土の 2本

(3・ 4)である。 3は、長さ500cm、 幅32cm、 高さ14cm、 底面の厚さは 5 cm。 中央付近に

2箇所の穴が認められるが、腐蝕が著 しく仕口穴かどうかは明確ではない。 2穴の心々距離は

48cm。 4は、長さ501cm、 幅34cm、 高さ20cm、 底面の厚さ5 cm。 同じく仕口穴は確認でき

なかった。以上の 2本は、外部側面に手斧による加工痕が残る。使用する手斧は蛤刃で、木目

方向に姑 して直角に打つ。

断面が丸形の木樋は、SD13403、 SD17961 B、 SD17962、 およびSD17963Bか ら出土 した。そ

のうち、 1・ 8。 9・ 11・ 12の 5本は同種の仕口が残存する。仕口穴は、上端より全長の 3分

の 2程度まで合計 7箇所ある。下から2つ 目以外は、心々で 3尺等間で並び、下から2つ 目の

穴は、一番下の仕口穴から心々距離で約20cmの 位置にあけられている。仕口穴の寸法は、幅

8～ H cm、 成10～14cm。 下から6つ 目と7つ 目の仕口穴の間に、これらと直交する方向の貫

穴があけられている。貫穴の寸法は、残存状態の良いもので幅約13cm、 成40cm。 一番下の仕

口穴より下方は材の表面が腐食によりやせていることから、掘立柱として地中に入っていた部

分と考えられる。下端には運搬時に使用 したと思われる桟穴が 2つ ある。 1は、SD13403出 土。

長さ664cm、 幅40cm。 保存状態があまりよくなく、一番下の仕口穴と貫穴は欠損する。現地保存。

8。 9はSD17962出 土。 8は、長さ644cm、 幅35～39cm。 下から2つの仕日穴と貫穴は欠損。

9は、長さ674cm、 幅31～41cm。 下 2つ の仕口穴はつながっている。11・ 12はSD17963B出

土。この 2本は他の材と比べて保存状態が良い。11はほぼ全長をとどめていると思われ、長さ

716cm、 直径40～45cm。 他が一方の仕口穴の面を底面とするのと異なり、この材では貫穴の

面を底面とするため、両側面に仕口穴が位置する。両面とも同位置に仕国が設けられているこ

とから、開口部にあたらない、壁面の柱であったと考えられる。

以上の 5本は、F平城報告�』で報告 した木樋と同様の特徴をもってお り、本来同じ施設で

使用されていた柱材であろう。ただし、 F平城報告�』で報告 した木樋のうち 2点 には呑付 と

思われる文字が刻まれていたが、今回調査 した木樋には刻書や墨書などの文字は確認できな

かった。

断面が九型のもののうち、上記以外の 2本 (6・ 7)は これらと異なる特徴をもつ。いずれ

もSD17961 Bで 使用 していた木樋である。 6は、長さ494cm、 直径28～ 32cmで、中央より下

樋7

コウヤマキ

仕 口 穴

穴桟
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に合計 4つの仕口穴が残存する。仕口穴は成17～23cm、 幅 7～ 9 cmで、下から 1・ 2番 目と 3・

4番 目の心々距離は2尺、 2・ 3番 目の心々距離は 4尺である。仕口穴の内部にはノミによる

加工痕が残る。 7は、長さ608cm、 直径34～36cmで、下端に 2つの桟穴と上部 3分の 2に合

計 5つの仕口穴がある。仕口穴の寸法は幅13cm、 成27～33cm、 各穴の心々距離は80～ 87cmで、

ほぼ等間である。

これらの部材の節の多少をみると、 6'7は無節ないしはほぼ無節である。 3・ 4は数個程

度の節がある。それ以外は節が多 く見受けられ、特に 9と 11はその中でもきわめて多い。これ

らの部材が仮に一連の柱列に位置していたとすると、材 としての品質差が柱によって顕著で

あったといえる。

以上の木樋には、柱として使用 していたときの痕跡のほか、本樋 として転用されたときの痕

跡も多数残る。仕口穴が残る部分は埋木でふさいでおり、残存状態の良い 2本 (11,12)で は、

埋木がそのまま残存 していた。また、この 2本には、上面に乗る板状の蓋を受ける桟のあたり

痕跡が残存するほか、木樋 どうしを連結するための相欠 き状の仕口が造 り出されている。す

なわち、連結する一方の外側を細く削り、他方は内側を広く削りはめ込むように加工している。

連結の向きを見ると、東側の部材が内側になるように連結しており、木樋を通る排水は東から

西、すなわち大極殿院の内から外に排水するように造られていたことがわかる。木樋上部をふ

さぐ蓋は、 9や 12な ど一部木樋の内部に落ち込んでいるものが確認できた程度であつた。木樋

への二次加工にあたっては、角形も九形も底面の材厚が大きく、上面にむけて厚みを小さくし

ており、木樋としての耐久性を考慮していたと考えられる。

番号 調査次数 遺構番号 検出位置1長 さ(cm)1幅 (cm)1高 さ(cm)1断面形状

耐 久 性

形

形

　

形

形

形

形

角

角

　

丸

丸

丸

丸

・９２

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

２９６

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

SD13403

SD17960B

D17962

D17963B

東から 1

東から2

東から3

東から4

北から 1

】ヒから2

東から 1

東から2

東から3

東から 1

東から2

28

14

32

22

32

21

15～ 31

32～ 40

30-40

現地保存

保存状態不良、3つ に割れ

664

248

500

501

494

608

644

674

756

695

丸形

丸形

32

34

28～ 32

34～ 36

35～ 39

31～ 41

40～ 45

32～ 37

160

161

161

161

162

162

表 18 第一次大極殿院地区西半出土木樋一覧
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